
鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 10 

平成 5年度発掘調査報告

(第 1分冊)

平成 6年 3月

鎌倉市教育委員会



序 文

鎌倉市教育委員会

教育長 米倉雄二郎

' 

近年、鎌倉の街は、古い家屋や庖舗の建て替えが相ついでいます。

その中で、埋蔵文化財に影響を及ぼす大規模な工事も多くなりまし

た。このため昭和59年度からは国庫 ・県費の補助を受けて個人専用

住宅等については鎌倉市教育委員会が独自に発掘調査をするように

してきました。

しかし急速な都市化・再開発が進む中で、調査が順調に進んでき

たとは言えません。

郷土の文化財を守るということは国民の責務でありますが、当市

のように市街地の中心と遺跡の中心が全く重なってしまうという条

件のもとでは、特に市民の皆様のご理解なくしては、埋蔵文化財の

保存や発掘調査は不可能で、あるといえましょう 。皆様のご協力をお

願い申し上げる次第です。工事計画作成に当たってはできるだけ早

くから当委員会との協議を行い、文化財の保護の方策を煮詰めて行

って頂きたい と思います。

本書は平成 5年度に国庫 ・県費補助を受けて、鎌倉市教育委員会

が実施した、個人専用住宅 ・庖舗併用住宅建設等に伴う発掘調査の

記録です。本書が鎌倉の歴史を明らかにするのに少しでも役立つこ

とを祈念すると共に、調査実施に際してお世話になった調査員をは

じめ多くの方々に、心からお礼申し上げます。
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一一一一口例

1. 本書は平成 4年度及び平成 5年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊

である。急調査に係わる発掘調査報告書(3分冊)

2.本書所収の調査地点及び所収分冊は別表のとおりである。

現地調査及び出土資料の整理は鎌倉市教育委員会文化財保護課3. 

が実施した。

出土遺物及び写真・図面等の資料は、鎌倉市教育委員会文化財4. 

保護課が保管している。

5.各調査内容の詳細は、各々の報文を参照されたい。
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平成 5年度調査の概観

平成 5年度の緊急発掘調査実施件数は10件で、対象面積は、 1130m'であった。前年度の12件、 5837

d と比較すると件数、面積共に減少する。これは 4年度の本稿で指摘した経済情勢の後退現象の影

響を反映せざるを得ない緊急発掘調査の宿命的な側面が、より顕著に表れた結果であろう。この傾

向は事業者負担による調査ではさらに著しく、特に民間事業に伴う調査は激減状態であった。この

中で国庫補助事業調査が継続し得たのは、金利の低下等の要因により個人住宅建築等の自己事業が

むしろ増加傾向を示すという、特異な現象の結果と考えられる。

本市では昭和46年度から緊急発掘調査を笑施しているが、調査量は平成 2年度まで常に増加傾向

を保っていた。それが3年度でやや減少し、 4年度、 5年度で一気に激減といえる状況を呈してい

る。このように経済状況の変動によって、本来学問的であるべき発掘調査の件数が乱高下するのは

鎌倉のみならず考古学全体にとって憂慮すべき事態といえよう。

5年度の調査原因の内訳は、専用住宅が6件、自己用庖舗併用住宅が2件、共同住宅との併用住

宅が2件であった。この10数年、家屋の老朽化に伴う建て替えに際し新たな事業を計画に採り入れ

土地の有効活用を図ろうとする傾向が顕著で‘あったが、 5年度でみる限りその動向がやや鈍化した

ようである。やはり、経済状況の反映であろう。

5年度調査の特記事項としては名越ヶ谷遺跡(地点 3)で大町大路沿道所在の可能性を窺わせる

建物遺構を検出した点や、長谷観音堂周辺遺跡(地点 6)で近世 ・近代の変遷過程を層位的に捉え

ることができたことなどが挙げられる。また、由比ヶ浜南遺跡(地点 8)は海岸近くの砂丘上に広

〈形成される方形竪穴建物群を主とした、いわゆる浜地遺跡内の比較的高地に位置し、 8世紀代か

ら継続する遺構群が検出され、同区域内の新たな知見が得られた。

また平成 6年度への継続調査で、あるが、宇津宮辻子幕府跡(地点10)は4年度に実施した若宮大

路周辺遺跡群(小町一丁目325番イ外地点)の北方に位置し、宇津宮辻子幕府跡に関する新たな知見

と共に小町大路沿いの遺構群についても新資料が得られるものと期待される。

名越ヶ谷遺跡

" 

同遺跡内の大町四丁目1880番 6外に所在する。平成 5年 3月、自己用専用住宅建設に係わる事前

相談があり、地下車庫を含めた計画であるので、試掘調査を実施のうえ協議をすすめることとした。

同調査は 4月13日-17日に実施され、地表下115cmで山中世遺構面が検出された。このため試掘途中で

あるが、 4月15日に設計担当者と設計変更の可否等を協議したが、地下車庫及び納戸区域について

は事前調査の実施が不可避で、あると判明した。これを受けて県と協議し、当該区域を対象とした国

庫補助事業調査を実施すべきとの県の指導を得た上で改めて事前調査の実施を前提に細部にわたる

I
 

I
 

I
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打合せを行った。

4月19日に文化財・保護法第57条の 2の届出が提出され、続いて 4月30日、県教育長名による調査

実施と本旨とする通知書が事業者宛送付された。そして同日付けで調査実施依頼書が市教育長宛に

提出された。

以上の経過を経て、 5月3日から 5月24日にかけて調査が実施されたのである。調査地点は逆川

の南岸の緩斜面上に位置するが、調査によって川に向かつて、すなわち南北方向に斜面上を下る数

条の布堀状溝が検出された。溝底には小ピッ トが不規則な間隔ながらも多数穿たれており、またそ

の年代は14世紀代と考えられる。逆川に関わる、例えば「堰」、或いは土留施設のような機能を有す

る遺構と考えられる。

2 笹目遺跡

同遺跡内の笹目町302番 5に所在する。遺跡内には北条時隆邸跡・北条時定邸跡 ・遺身院跡などの

存在が推定されており、市内中心部近くの枢要域内に立地する。本調査地点は遺跡東南部区域内に

あり、基盤層は砂丘により形成される。

平成 5年 2月、自己用住宅建築に係わる確認申請の事前相談があり、試掘調査を実施の上協議を

すすめることとした。 3月19日の現地打合せを経て、 4月19日から21日にかけて試掘調査を行った

ところ、地表下60cmで、3面に及ぶ中世遺構薗の存在が確認された。このため担当者と協議し、設計

変更の可否について検討依頼するが不可能で、あることが判明した。そこで国庫補助事業調査を実施

すべきとの県教育委員会の指導にもとづき、 5月6日事業者と協議し調査方法等についての調整を

進め調査実施について合意し、具体的な準備に入ることとした。

5月10日、文化財保護法第57条の 2による届出書が提出され、国庫補助事業調査として実施すべ

きとの副申を添えて県宛送付した。そして 5月18日付けで県教育長名による調査笑施を本旨とした

通知書が事業者宛に送付され、更に同日付けで事業者から調査実施依頼書が提出された。

5月19日、現地にて設計担当者と調査実抽方法ならびに土留、 表土掘削、残土搬出等の土木工事

施工方法などについて最終的な打合せを行い、準備の整うのを待って 6月1日から 9月8日にかけ

て発掘調査が実施されたのである。

調査により 14世紀代を中心とする数棟の掘立柱建物遺構や多数の土療などが検出された。また南

北方向に走行する道路状遺構が検出されたが、これは鎌倉内に七ヶ所あったといわれる「塔の辻」

の一つで、現在もその名が字名として残る由比が浜の塔の辻へと通ずる道路と考えても大過なしと

し得る成果が挙げられた。

3 名越ヶ谷遺跡

W 



" 

遺跡内の大町三丁目1217番 lに所在する。平成 5年 4月、自己用庖舗併用住宅建設に係わる事前

相談があり、包蔵地内であるので試掘調査を実施のうえ協議をすすめることとした。同調査は 4月

22日に実施され、地表下60cmで数面に及ぶ中世遺構面が検出され、事前調査の実施が不可避で、ある

と判断された。このため 4月26日、担当者と設計変更の可否を協議したが不可能で、あると判明した

ため、国庫補助事業調査として実施すべきとの県の指導にもとづき、改めて事前調査の実施を前提

に作業をすすめることとした。

4月28日に文化財保護法第57条の 2の届出が提出され、続いて 5月20日、県教育長名による調査

実施を本旨とする通知書が事業者宛送付された。その後事業者側の事由により協議が暫〈中断した

が、 6月22Bに再開し調査実施方法等を打合せした。そして更に細部の調整をすすめるため、 6月

28日現地において事業者及び施工担当者と具体的事項について協議を重ねた。以上の経過を経て 7

月1日、調査実施依頼書が市教育長宛提出され、 7月6日から 8月24日にかけて調査が実施された

ものである。

調査によって14世紀代の掘立柱建物跡、井戸、土境そして土丹敷遺構などが検出され、比較的調

査例が希薄で、あった大町大路沿道区域内の新たな都市遺跡資料が得られたと評される。なお本調査

では遺構検出面が試掘のデーターよりも高位にあり、大町大路北側の本地点周辺区域では近世或い

は近代において削平地形がなされた可能性を指摘し得る。

4 米町遺跡

遺跡内の大町二丁目2315番外に所在する。平成 5年 2月、住居併用共同住宅建築に係わる確認申

' 請の事前相談があり、試掘調査を実施のつえ協議をすすめることとした。 2月22日と 23日の両日、

• 

~ 

試掘調査を行ったところ、地表下30cmで中世遺構面の存在が確認され、事前調査の実施が不可避で、

あると判明した。そこで調整のための協議に直ちに入る予定であったが、設計変更の可否について

の検討も含めて事業者側が設計方針を確定する必要が生じたため、暫く中断せざるを得なかった。

5月20日に担当者との協議を再開し、設計変更がないことが確認されたため、事前調査実施を前

提とした協議をすすめることとした。5月20日、文化財保護法第57条の 2による届出警が提出され、

自己用住宅区域を対象として国庫補助事業調査を実施すべきとの副申を添えて県宛送付した。 5月

25日、担当者と調査実施方法を県の指導にもとづきながら協議し、土木工事及び作業員の派遣等の

相当分の協力を事業者から受けた上で、国庫補助事業調査を行うこととした。そして 5月27日に県

教育長名による調査実施を本旨とした通知書が事業者宛に送付きれ、続いて 5月31日に事業者から

調査実施依頼書が市教育長宛に提出されたのを受けて、発掘調査が実施されたのである。

調査は 7月12日から 9月6日にかけて行われて、 14世紀代を中心とする建物遺構や井戸などが検

出され、遺跡内に存する上行寺近辺の貧重な考古学データーが得られたのである。
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材木座町屋遺跡5 

米町遺跡と同様に中世鎌倉の商業区域として知られる本遺跡は、滑川東側の砂丘及び湿地上に形

成される広大な遺跡である。調査地点は遺跡地内の材木座二丁目217番 6外に所在する。

自己用住宅地造成に伴う開発行為に係わる事前相談があり、埋蔵文化財包蔵地で平成 5年 4月、

4

4

4

‘
4

4

 

あるので、試掘調査を実施のうえ協議をすすめることとした。同調査は 5月25日-27日に実施され

地表下40cmで、数面に及ぶ中世遺構面を検出して、掘削深度計画が 2m~こ達する道路整備区域を対象

このため 6月3日、設計変更の可否を協議したとする事前調査の実施が不可避であると判明した。

が不可能で、あると確認されたので、県の指導にもとづき国庫補助事業調査の実施を前提に協議をす

7月20日、文化財保護法第57条の 2の届出が調査実施依頼書と共に提出され、すめることとした。
4 

続いて 7月22日付けで、県教育長名による調査実施を本旨とする通知書が事業者宛送付された。

‘ 4 

以上の経過を経て、設計担当者と調査の開始に向けて諸準備を整えたが、事業者側の事由により

‘ 
・‘

9月10日から10月16日に至る調査期間となった。開始時期が遅延し、

‘ 
‘ 

調査によって13世紀末から14世紀代の方形竪穴建物遺構や、溝、土墳等の遺構が検出され、従来

‘ 
‘ 

比較的調査例が希薄で、あった本遺跡北辺部の新たな考古学的資料が得られたのである。

4

・司4

・
4
a

司、
a句

長谷観音堂周辺遺跡6 

浄土宗海光山慈照院長谷寺は観音札場坂東三十三箇所の第四位として本尊十一面観音への信仰が

4 

‘ 
厚〈、一年を通して参詣者で賑わう名刺である。当遺跡は長谷寺正面区域一帯を占め、調査地点は

4 

4 

参道入口近くの長谷三丁目39番 4外に所在する。同地点は平成 4年度実施の調査(長谷三丁目41番

の東側に隣接する。イ地点)
4 

4 平成 4年12月、自己用庖舗併用住宅改築に係わる確認申請の事前相談があり、杭打工法により基

‘ .‘ 
礎工事を伴う計画であるので試掘調査を実施のうえ協議をすすめることとした。同調査は平成 5年

4 

4 

このため事前調査1月20日-21日に実施され、 地表下70cmで、近世及び、中世の遺構面が検出された。

4 

・4

の実施は不可避と判断されたので、対処方法を協議することにしたが、事業者の事由により一時中

そして平成 5年 7月協議を再開し、設計変更がないことが確認されたため断せざるを得なかった。
4 

‘ 
8月3日に設県の指導にもとづき、国庫補助事業調査の実施を前提に協議を継続することとした。

4 

• 
8月27日文化財保護法第57条の 2の届出が提出さ計担当者と実施方法等を打合せしたのに続いて、

その9月2日付けで、県教育長名による調査実施を本旨とする通知書が事業者宛送付され、れた。

予

」後施工担当者と 9月16日現地において調査笑施に際しての具体的細目について調整をすすめた。
4 
4 れを踏まえて 9月20日付けで調査実施依頼書が市教育長宛提出され、更に細部の事項を整えた後、

~ 

4 

4 

• 

‘ ‘ 

10月18日から12月28日にかけて調査を実施したものである。

調査により調査地は近世・近代の層位状況が極めて良好な状態で把握でき、北隣の調査成果と併
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せて古代から近代にかけて繁栄する長谷寺門前にふさわしい新たな考古学的資料が得られたものと

評される。

7 上杉氏憲邸跡

浄明寺犬懸ヶ谷は管領職を世襲する犬懸上杉氏の居館跡と伝わる。上杉氏憲 (7-1417)は上杉

禅秀の乱の主因者で、彼の死と共に犬懸上杉氏は滅亡する。調査地点は犬懸ヶ谷のほぽ中央部に位

置する、浄明寺一丁目639番外に所在する。

平成 5年 3月、住居併用共同住宅建設に係わる開発申請の事前相談があり、設計内容に鑑みて文

化財保護法にもとづく手続きが必要で、あり、試掘調査を実施のうえ協議をすすめることとした。同

調査は 4月9日に実施され、 地表下20cmで、数面に及ぶ中世遺構面を検出 し現計画の下では事前調査

が不可避で、あると判明した。 4月23日、設計変更の可否を協議したが不可能で、あると確認され、更

に協議を続けることとしたが、事業者側の事由により暫〈折衝を中断した。その後10月6日に協議

を再開し、自己用住宅区域を対象とした国庫補助事業調査を実施すべきとの県の指導を得た上で、

改めて事前調査の笑施を前提に協議を開始した。 10月13日の協議を経て、 10月25日に文化財保護法

第57条の 2の届出が提出された。そして11月8日付で、 県教育長名による調査実施を本旨とする通

知書が事業者宛送付され、続いて11月11日調査実施依頼書が市教育長宛提出された。その上で調査

に伴う土木工事等の詳細の調整をすすめた後、 11月25日から30日にかけて国庫補助事業区域分の調

査が実施されたのである。

調査によって15世紀代の建物跡や焼土面などが検出きれ、史実にふさわしい遺構の状況が確認で

きたものと評される。

8 由比ヶ浜南遺跡

由比ヶ浜中世集団墓地遺跡の南側に広がる由比ヶ浜南遺跡は、海岸線の変動に因るものか、その

様相に不明な要素が多い。調査地点は遺跡内の中央部からやや西寄りの長谷二丁目188番 2外に所在

する。

平成 6年 1月、自己用住居建築に係わる確認申請の事前相談があり、試掘調査を実施のうえ協議

をすすめることとした。 1月19日-21日に試掘調査を行い、地表下90cmで中世及び、古代遺構面の存

在を確認した。このため建物本体については埋蔵文化財に対する影響がないものの、 RC構造の擁

壁設置区域に関して事前調査が必要と判断された。 1月24日、 事業者等と調査実施方法等について

協議し、また文化財保護法第57条の 2による届出書も同日付で提出された。そして 2月7日付で県

教育長名による調査実施を本旨とした通知書が事業者宛に送付された。更に 2月8日、調査実施依

頼書が市教育長宛に提出されたのを受けて、 2月17日から 3月18日にかけて発掘調査が実施された
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のである。

調査により 14世紀代を中心とする方形竪穴建物遺構や土擦などが検出され、また 8-10世紀代の

住居跡も発見された。遺構面の襟高数値は海抜約 9mと高〈砂丘高地上に形成されている。

9 若宮大路周辺遺跡群

若宮大路を中心とした広い範囲を占める当遺跡内の、由比が浜一丁目123番 5外に所在する。

平成 6年 2月、自己用住居建設に係わる確認申請の事前相談があり、試掘調査を実施のうえ協議

をすすめることとした。同調査は 2月22日-23日に実施され、地表下50cmで、中世遺構面を検出し地

下車庫区域を対象とした事前調査が必要と判断された。 2月23日、直ちに文化財保護法第57条の 2

の届出が提出され、続いて 2月28日付で県教育長名による調査実施を本旨とする通知書が事業者宛

送付された。そして 3月 1日、調査実施依頼書が市教育宛提出されたのを受けて、 3月10日から26

日にかけて調査が実施されたのである。

調査によって13世紀後半から14世紀前半の年代に属する、方形竪穴建物跡などが検出された。

10 宇漕宮辻子幕府跡

宇津宮辻子幕府の所在地とされる遺跡内の、小町二丁目389番 lに位置する。小町大路に東面し「日

蓮辻説法跡」と大路を挟んで向かい合う箇所である。

平成 5年11月、自己用住宅建築に係わる確認申請の事前相談があり、試掘調査を実施のうえ協議

をすすめることとした。 12月9日-15日に試掘調査を行い、地表下60cmで、数面に及ぶ中世遺構面の

存在を確認した。このため平成 6年 1月13日、設計変更の可否も含めて担当者と協議したが杭打工

法の変更がないため、県の指導にもとづき国庫補助事業調査の笑施を前提に準備をすすめることで

合意した。 1月20日、文化財保護法第57条の 2による届出書が提出され、続いて 2月5日付けで県

教育長名による調査笑施を本旨とした通知書が事業者宛に送付された。そして 3月22日に調査実施

依頼書が市教育長宛に提出きれたのを受けて、 3月28日から発掘調査が開始されたのである。

本調査は 7年度への継続調査で、あるが、宇津宮辻子幕府或いは小町大路に係わる新たな資料が得

られるものと期待される。
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平成 5年度発掘調査地点一覧
(調査実施順)

No. 遺 跡 名 所 在 地 事業者 調査原因 種別 面積 調査期間

名越ヶ谷遺跡 大町四丁目 5.5.3-
原田俊 1T専用住宅 都市 80m' 

(No.231) 1880番 6外 5. 5.24 

笹 目 遺跡 笹 目 町 5. 6. 1 -
2 橋本 Fム 専用住宅 都市 200m' 

(No.207) 302番 5 5. 9. 8 

名越ヶ谷遺跡 大町三丁目 5.7.6-
3 今村広司 庖舗併用住宅 都市 200m' 

(No.23l) 1217番 l 5. 8.24 

米町遺跡 大町二丁目 住居併用 5. 7.12-
4 山本 均 都市 100m' 

(No.245) 2315番外 共同住宅 5. 9. 6 

材木座町屋遺跡 材木座二丁目 山本和夫 専用住宅に伴 5. 9.10-
5 都市 80m' 

(No.26l) 217番 6外 他 う道路整備 5. 10. 16 

長谷観音堂周辺 長谷三丁目 5.10.18-
6 石橋喜 義 庖舗併用住宅 都市 190m' 

遺跡 (No.296) 39番 4外 5.12.28 

上杉氏憲邸跡 浄明寺一丁目 住居併用 5.11. 25-
7 岡本 弐 城館 30m' 

(No.258) 699番外 共同住宅 5. 11. 30 

由比ヶ浜南遺跡 長谷二丁目 鈴木道 子 6.2.17-
8 専用住宅 都市 60m' 

(No.315) 188番 2外 他 6. 3.18 

若宮大路周辺遺 由比が浜一丁目 6.3.10-
9 久保田雅彦 専用住宅 都市 40m' 

跡群 (No.242) 123番 5外 6. 3.26 

宇津宮辻 子 小町 二丁目 6. 3.28-
10 松木寛子 専用住宅 官街 150m' 

幕府跡 (No.239) 389番 1 6. 6.28 
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本書所収の平成 4年度調査地点

No. 遺 跡 名 所 在 地 事業者 調査原因 種別

11 公方屋敷跡 浄明寺三丁目

① 
横塚ヒロ子 専用住宅 城館

(No.268) 143番 2

12 永福寺跡 二階堂字杉ヶ谷

① 
井出光 二 専用住宅 寺院

(No.61) 520番 1外

13 大倉幕府周辺 雪ノ下三丁目

① 
五十嵐績 庖舗併用住宅 官街

遺跡群 (No.49) 607番外

14 
北条政村屋敷跡 常盤字殿入下

② 
高野礼二 専用住宅 城館

(No.l31) 643番 4外

15 
長谷小路周辺 由比が浜三丁目 住居併用共同

② 
小栗啓三郎 都市

遺跡 (No.236) 1175番 2外 住宅 ・悶水槽

16 
長谷観音堂周辺 長谷三丁目

② 
山上由 美 自己用庖舗 都市

遺跡 (No.296) 41番イ

17 若宮大路周辺遺 小 町 一丁目 住居併用

③ 
秋月利子 都市

跡群 (No.242) 325番イ外 共同住宅

18 妙本寺遺跡 大町一丁目

② 
大松義典 専用住宅 社寺

(No.232) 1146番

19 
天神山下城 山崎 字宮廻 西山 清 住居併用

② 
城官官

(No.358) 708番 l外 他 共同住宅

20 若宮大路周辺遺 扇方、谷一丁目 自己用事務所

② 
佐野洋之 都市

跡群 (No.242) 74番 9外 併用住宅

21 
笹 目 遺跡 笹 目 町

② 
近江和夫 専用住宅 都市

(No.207) 425番 l外

X 

(調査実施)1慎)

面積 調査期間

4.1.6-
200m' 

4. 4. 9 

4. 3.13-
1012m' 

4. 7.28 

4.6.9-
140m' 

4. 8.25 

4.9.4-
150m' 

4.10.17 

4.9.10-
90m' 

4.10.28 

4. 9.25-
100m' 

4.10.26 

4.11. 2-
188m' 

5. 3.31 

4.12.15-
25m' 

4.12.22 

5.2.2-
130m' 

5. 2.16 

5.2.8-
100m' 

5. 3. 3 

5. 2.15-
30m' 

5. 3. 6 

①・…・・第 1分冊

②……第 2分冊

③…・・・第 3分冊

• 

4 

4 

4 
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平 成 5 年 度 の 緊 急 発 掘 調 査 地 点 ( 1 1 m ) と

本 容 掲 載 の 平 成 4 年 度 調 査 地 点 ( 日 1 幻 )

* 遺 跡 名 は 一 覧 表 参 照
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くぼうやしきあと

1. 公方屋敷跡 (No.268)

浄明寺三丁目 143番地 2地点

砂



例 で-

I=t 

1. 本報は、公方屋敷跡内の鎌倉市浄明寺三丁目143番 2にお

ける緊急発掘調査の報告書である。

2. 発掘調査は、専用住宅建設範囲の200m'を対象として、平

成 4年 1月6日;から 4月9日にかけ鎌倉市教育委員会によ

って実施された。

3. 調査地点の土壌花粉化石の分析は、開ノfレオ・ラボ鈴木

茂氏に依頼した。

4. 調査体制は下記の通りである。

担当者松尾宣方

調査員原庚志岩野裕充渡部律子山上玉恵

調査補助員小西さっき 橋場君男 中村一夫田代幸子

佐久間康一岩崎卓治

調査協力者河村四志男渡辺鉄雄寺平義夫高橋作造

長島三男斉藤政蔵増田保御園生正民

松崎靖弘岩間敏雄成田初枝池谷ツル

協力機関佃シルバ一人材センター鎌倉考古学研究所

現地調査・資料整理に際し、中田英服部実喜手

塚直樹 馬淵和雄 田代郁夫の諸氏に貴重なご教示と援

助を賜った。記して謝意を表する。

5. 本報の執筆は原、橋場が分担し文末に名を記し、編集は

原が行った。

6. 本報掲載写真は、遺構を原が、遺物を佐藤仁彦が撮影し

た。全景写真は木村美代治が撮影した。

7. 遺物実測 ・トレース ・図版作成は、須佐直子橋場君男

中村一夫の協力を受けた。

8. 本発掘調査の出土遺物等の資料は鎌倉市教育委員会が保

管している。
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第一章調査地点の位置と歴史的環境

「鎌倉城」とも呼ばれる天然の要害、馬蹄形の山塊に固まれた鎌倉旧市街は、由比ケ浜から市街

中心を鶴岡八幡宮に向かつて縦貫する若宮大路があり、鶴岡八幡宮社頭で、東西に走る横大路に突き

あたる。横大路を東に進むと、かつて六浦路と言われていた県道金沢 ・鎌倉線となり、蛇行する滑

川と併行しながら朝比奈峠へ続いていく。この六浦路沿いには奈良・平安時代の創建という荏柄天

神や杉本寺などがあり、武蔵国久良木郡(現横浜市金沢 ・磯子方面)へ至る街道として栄えていた

ようである。本遺跡は六浦街道沿い、鎌倉市街地の北東部浄明寺地区に所在し、鎌倉五山第五位臨

済宗浄妙寺の東方に位置しており、古来から「公方屋敷」、「御所ノ内」などの地名で呼称されてい

た地である。この地は、北は大蔵山の正陵が杉本寺背後にある杉本城から西に張り出してきており、

南は衣張山丘陵の北端がある。南側丘陵の山裾を東から西に向かつて滑川が流れている。

本遺跡の西方には臨済宗功臣山報国建忠禅寺が今なお法燈を保ち、東には源笑朝の創建した大慈

寺や四代将軍藤原頼経の御願寺の五大堂明王院の旧蹟が知られる。西側には滑川に架かる青砥橋を

挟んで青砥藤綱邸跡が構えられていたと伝える谷戸が北向きに閉口している。南側の西寄りには六

浦路を挟んで稲荷小路遺跡がある。昭和56年に発掘調査(2地点)が行われ、六浦路の側溝と覚し

き議や武家屋敷等の遺構 ・遺物が確認されている。浄妙寺旧境内に当たる地域の発掘調査は二ケ所

で実施されているが、昭和59年の発掘調査(3地点)では建物跡や井戸、土媛が発見されている。

平成元年の発掘調査(4地点)では、道路状遺構や四時期以上の溝等の遺構が検出されており、こ

れらの遺構群は浄妙寺の塔頭各庵の一部である と考えられた。

本遺跡の谷戸一帯は足利公方屋敷跡と伝えられているが、今は家屋が建ち並び‘その面影は見られ

ない。土地の人はこの辺を「お屋敷」と呼んでおり「いつか公方様がここに帰ってくる」と代々言

い伝えられた場所である。調査地点の東側に空閑地があり、現在でも家屋が建っておらず水田地と

して残されている。

足利公方屋敷に関して、『鎌倉志』や『新編相模国風土記稿』には足利尊氏が住んでいた屋敷とだ

け記きれている。しかし『鎌倉樟勝考』では『吾妻鏡』を引用して、この土地が旧は大江広元の領

地であったが、宝治元年 (1247) に興った「三浦の乱」の際、広元の子西阿が三浦方に組みして没

収され、その後この地は足利義氏(道号足利左馬入道正義)の領地となったという。これについて

『鎌倉市史 総説編』では義氏の大蔵稲荷下の邸とあるのはここであろうと指摘している。

『梅松論』には元弘三年 (1333)五月、千寿王が鎌倉大蔵谷の邸を落ちたとあるのもこの屋敷で

あったという。さらに足利基氏がこの邸宅に住んだのに始まり、観応年間頃に関八州の主になって、

氏満・満兼・持氏・成氏らによ って引き継がれたようである。康正元年 (1445)鎌倉を落ちて下総

国古河へ移り住むのであるが、『鎌倉市史総説編』には「元弘の乱」の際、尊氏が後醍醐天皇に味

- 6 -



図 1 調査地点周辺の主な調査地旧跡
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20 40m 

図 2 調査地点位置図

方し北条氏によって屋敷が取り演されたが、その後足利氏の勢力が確立し、基氏はこの所謂公方屋

敷の地に居を構えたであろうと指摘している。

調査地点周辺の主な調査地・旧跡

1. 本調査地点(浄明寺稲荷小路143番 2) 7.杉本城跡

2.浄明寺稲荷小路遺跡 8.理智光寺跡

3. 浄妙寺旧境内遺跡(浄明寺稲荷小路129番 2) 9.永福寺跡

4.浄妙寺旧境内遺跡(浄明寺向小路90番 1) 10. 浄妙寺

5.公方屋敷跡内やぐら 11.報国寺

6.報国寺境内やぐら 12.杉本寺 ※番号は図 lの地点
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第二章 調査の概要

1.調査の経過と方法

本調査は、公方屋敷跡(鎌倉市No.268)の遺跡地の一角に位置した鎌倉市浄明寺三丁目143番 2に

所在する専用住宅建設用地の内、建築申請に係わる区域約200m'を対象にして実施された緊急発掘調

査である。本調査に先立ち、鎌倉市教育委員会文化財保護課は公方屋敷跡地内に所在する申請地に

おいて事前の埋蔵文化財確認調査を行い、濃密な中世に属する遺構 ・遺物が発見され発掘調査に よ

る埋蔵文化財の記録保存が必要で、あると認められた。これを受けて、文化財保護課と建築施主との

協議の結果、今回の発掘調査を実施するはこびとなった。

現地調査は平成4年 1月6日:から開始された。文化財保護課が行った確認調査の結果によれば、

、1/
一- IB

一一 IC

一一-ID 

一- IE

1 3 

。
10m 

図 3 グリット配置図
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I商

※ 

II面

企 1. 調査区南壁土層堆積

※は 3ライン合成

... 2.溝l土層堆積
図 4 調査区南壁土層堆積図

1 .調査区南壁土層堆積
l. n音茶褐色砂質土 拳大土丹塊・遺物 ・炭化物を少量含み、

締り弱い。

2.茶補色粘質土土丹紺l片を多量に含み、締り強い。 I
面構築地業層。

3. 暗茶褐色砂質土 頭大土丹塊を少盤、遺物・炭化物を多

量に含み、締り弱い。

4 .黒褐色砂質土炭化物を多量に含む。締り弱い。

5. 11音f賀補色砂質土 土丹紺l片 貝砂を多量に含み、締り強
L、。

6 暗賀補色砂質士.拳大土丹塊 ・砂粒を多量に含み、締り

強い。 5・6層は II面構築地業層。

7.暗褐色砂't'I土 貝 砂 ・炭化物 ・土丹粒を多量に含み、

締りやや有り。

8.茶褐色砂質土。炭化物・土丹粒少量含む。締り B唱し、。
9. 暗褐色砂質士。拳大土丹塊・を炭化物多量に含み、締

り¥iliい。
10.茶 褐 色 砂 質 土 土 丹細片を多量、炭化物を少量含む。

11 茶補色砂質土土丹紺l片を少量含む。締り弱い。

12. n音茶補色砂質土 土丹粒・炭化物を少量含む。

13. I宿主主褐色砂質土 土丹細片を多量、炭化物を少量に含む。

締り強い。

14.主主総色砂質土 土丹細片を多量に含む。締り蛤い。

15. 黒字品色砂'f'1土 炭化物を多量に含む。

16. 暗褐色粘質土土丹細片 ・貝砂を含み、締り強い。

17. 茶褐色粘質土有機物腐蝕土。 15-17層は土城覆土。

18. 時褐色砂質土土丹粒・炭化物を多量に含む。締り少

し有る。
19. n音褐色砂質土土丹細片・貝砂を多量に含み、締り強

し、。

20.茶褐色砂質土貝砂を多量に含み、締 り弱い。

21. 階褐色粘 't'l土貝砂を少量t、炭化物がやや多く、締 り
日出し、。

22.暗褐色砂質土土丹細片・貝砂を多量、炭化物遺物

やや多く含む。

3 .路地状遺構下土層堆積
1. 11音質褐色砂質土 大小破砕土丹 ・貝砂を多量に含み、締

り強い。路地椛築地業層。

2.暗茶褐色砂質土 土丹粒 ・貝砂を多量に含む。路地遺構

の基盤層か。

3.茶褐色粘質土土壊化の進んだ有機物腐蝕土。

4. 茶補色粘質土ー有機物腐蝕土。土丹粒を少量含む。

※ 構 1土層堆般については、図14を参照されたい。

5. 茶 褐 色粘 質土有機物腐蝕土。締り弱い。

6.暗茶褐色砂質土 土丹粒 ・員砂を多量に含む。やや締り
有り。

7. I暗賀補色砂質土。土丹紺片・貝砂を多量に含む。締り非
.. w;に強い。破砕土丹の地業層。

8. 暗茶補色粘質土 土丹粒・員砂を少量含む。締り 5J.ぃ。
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地表下およそ70-100cmある破砕土丹地業層の直上まで、ほぽ全面に近・現代の客土層や旧水田耕土

が認められるという。そこで現地調査に当たっては、最近の客土や水田耕土が堆積する深さ約70cm

まで重機を導入して取り除くことから始められた。水回耕土以下は人力によって掘り下げを行うと、

調査区のほぽ全域に破砕土丹を突き固めて整地した地業面が認められ、これを I面とした。 1商で

は井戸や切石積列、道路などの遺構を検出したが、後世の削平がかなりの範囲で深くまで及んで、い

ることが判明し、図面・写真等の記録保存を行った後、引き続き以下の遺構確認するため掘り下げ

調査を行った。調査の結果、三時期以上の生活面を検出した。各生活面で検出した遺構には、 II面

で建物跡や道路とそれに伴う側溝、 III面で道路と大滞在、その他に土墳 ・かわらけ溜りなども認めら

れた。調査地が谷戸の開口部にあたり、調査期間中は常に湧水に悩まされながらの調査ではあった

が、同年 4月9日までの間に必要な記録を取り無事終了した。

調査に当たっては、便宣上瑞泉寺側を北と呼び、敷地に北面した道路両縁石の芯々 2点を基準に

東西軸線を設定し、調査区外北東にこの軸線上の任意の一点を設けて、この点から東西と南北の両

方向に 4m間隔の方眼を組み、南北軸に算用数字、東西軸にアルファベッ トを付した。南北軸は正

方位とは一致しておらず、軸方位N-320-Eである。各々の方眼区画の名称は、その北東隅の杭番

号をもって呼称する。

2 .土層堆積

調査区はシー トパイルに固まれていたので、土層堆積状態の観察には調査区南壁と、 北側張出部

の東壁にそれぞれセクションベルトを残し観察を行なった(図 4. 14)。現地表下70-100cmまでは

客土や水田耕土が厚〈堆積し、これを除去すると大小土丹塊 ・炭化物 ・かわらけ片等を含んだ厚さ

30-40cmの中世包含層が現われる。包含層を排除すると茶褐色粘質土上面に達する。これを I面と

称する。 1面は破砕土丹の版築による整地層で、短期間に幾度も再地業されたらしく層状を呈して

いる。上面には部分的に貝砂や炭化物が認められた。 1面下には暗茶褐色砂質土で炭化物、かわら

け片等を多量に含んだ遺物包含層の堆積が見られ、更に掘り下げていくと細かく破砕した土丹を主

体とした整地層が表出し、これを II面とした。II面は厚さ35-45cmの二層から構築された堅牢な地

業層で下部はやや大きめの破砕土丹を根固めに、上部は轍密に突固められており、上面には炭層が

確認された。特に調査区西側で厚〈覆われていた。 II面の下には締りの強い暗褐色粘質土が認めら

れ、明瞭な土丹地業層は見られなかった。従って、この粘質土層の上面をIII面として遺構検出を行

った。 III面の深さですでにシートパイルの強度の問題が出てきたので、 III面以下はトレンチを入れ

て下方を探査した。幾度にも及ぶ流水で運ばれた粘土質で締りの強い灰褐色や暗褐色等の自然堆積

土層が薄い砂層に挟まれる形で厚〈堆積していた。第 1トレンチではサブトレンチを入れ、さらに

掘り下げ、たところ標高16.40m程で、砂層が検出された。



第三章 検出された遺構と遺物

第 1節遺構

1. 1面

I面は標高18.40-18.50mで-確認されたが、調査区の中央から南東側では、近 ・現代の大規模な

撹乱墳がかなりの深さにまで及んで土丹地業面が削平を受けていて、面上も荒れた様子が観察され

た。遺構は、切石列 3列 ・土嬢 4基 ・井戸 1基 ・道路状遺構などが検出されたが、建物跡や柱穴等

が殆ど見られずあまり活発な生活を思わせる状況は認められない。面上には中世期の遺物包含層が

堆積していた。遺物の項で I面上出土造物(図20・21)としたものは同層中から出土してい る。

a.道路状遺構と切石列(図 5・14)

道路は調査区北東側の張出部で検出した。破砕土丹が叩き占められて非常に硬く、面上には砂と

員殻粒を混ぜたものが敷かれた状態で全面に広が

っており、道路面は北壁から南にかけて微少な傾

斜で下がっている。南側の路肩に当たる部分には、

凝灰質砂岩(鎌倉石)切石が縁石状に縦列で置か

れていた (切石列 1)。さらに同質の石材で切石列

1と平行してC軸に添うように検出されたのが切

石列 2である。切石列 1・2の位置や方向 ・l幅は

II面以降では、道路の側溝の両肩として検出され

ており、遺存状態は良くないが石積みの溝て、合っ

た可能性が強い。東西軸方位はN-32
0

-Eである。

切石列 3は、 II面では切石積列として検出される

が、 I面ではすでにその形態を留めていない。

b.井戸 1 (図 5• 6) 

E-3グリ ット杭北に接する形で検出された。

平面形は一辺1.2m程の隅丸方形フ。ランを呈 し、壁

は下位に弱い段をもち底面に近づくに従い窄まり、

底面は円形を呈し径50cm余り標高が16.10mで砂層 。
となっている。井戸枠の痕跡は見られず素掘りの

井戸と考えられる。調査中でも一晩で肩一杯まで

水が溜り、水量はかなり 豊富である。

- 12-

a 

3 

17.80m 
a -一一一ー

E 

a' 

十
l.IA化物層
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有機物腐食土、締り無

a' 3. nff灰制色砂11土

図 6 井戸 1

土丹粒 ・砂粒多量

4. 11自制色粘質土

土丹角多量、締り冶

5. 11古補色砂質土

土丹粒多量

6.砂層(山砂)

7. uii補色粘質土

砂・小石多量

8. 11昔すみ灰色粘質土

有機物腐食土、 二七丹塊含む

9. 11111.夫側砂崩

山砂と有機物腐食土がl百状
10. lliI灰補色砂層

粗い山砂
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2. II面

II面は標高17.90-18.20mで確認された。 1面よりそれほどの厚い包含層もなく II面が表出した

が、 I面に比べて礎板を有する建物や柱穴、ピッ ト・ 土壊などが多く検出さ れ、 遺構の密度が高〈

遺存状態は良好なものとなる。面上には厚い薄いの差はあるものの、ほぽ全域に亙って炭化物が確

認されてお りこの面を検出する際、 一連の面として捕らえられた目安にもなった。検出された遺構

は、 I面ですでに現れていた道路とそれに伴う側溝 ・切石積列(切石列 3)の他に、建物 3棟・土

嬢 4基 ・板囲遺構 1基 ・柱穴50口等が発見され、それに伴なう遺物も増大して生活の匂いの強い、

地割り的な区画をもっ空間であったことが感じとれる。調査区北側の東西に走る道路と側溝、中央

v 

には側溝南肩に取りつくような直行した南北位の通路状の路面があり、この通路を挟んで東西には

それぞれ建物が配置されている。 II面下かわらけ溜りは建物 2の接地層直下から検出された。
滋て(側溝)

a.建物(図 7~11) ・198 'n.・ P 2 よ~ I - 今
iP 3 ‘ ; P 1 

建物 1 、
通路西側、 C-E-3・4グリッドで検出し ~I シ

た。建物形態は板壁を持つ掘立柱建物祉である 1 
. 一一一 一一.ご了一一一 . -
iP6 11'5 ，P4 が、構造的に全体形が把めないため判然としな

v 

い部分が多い。柱穴列配置(エレベーションH

-H'以下 H列)から 2棟が重複している可能

性もある。確認規模は東西6.7m・南北6.0m以

上を測る。柱間寸法はA-C列が南北3間以上

で各間芯々198cm、D列が柱穴 5口で東から50cm、

106cm、30cm、265cmで 1・2穴聞に礎板、 3・

4穴間に礎石を置く(3穴からの距離106cm、106

cm)、H列が柱穴 5口で東から100cm、100cm、231

cm、160cmで、 2・3穴問中央に礎板を置く。 C列

北側には部屋割りを示す壁板材が残る。 G列は

北側に柱穴 2口があるだけで南側は細かい間隔

で礎板が置かれている。礎板上に細い角材の床

束柱が見られた。A-E列柱穴の中には頂部が

焼けた角柱根が認められた。建物東部には細か

い破砕土丹による版築面に貝砂を撒いた土問状

の広がりカミ検出された。

建物 2

レ

- 21 

∞
出
回

。円N

.一一一一一.ご一一一一.-
; P 15 I P 14 I P 13 

企建物2寸法様式図 (cm) 

礎板 ※ P12・15より復元

図10 建物 2模式図



(側溝)南肩に面して検出した板壁を残す掘立柱建物跡、現状で南北 4間×東西通路東側、溝 l

さらに南 ・東の調査区外へ延び、る可能性も ある。規模は南北795cm、東西399cm以2間以上である。

上であり、柱間寸法は南北が北から198cm. 198cm . 189cm . 210cm、東西が198cm. 198cmを測る。東

西列方位はN-33
0-Eである。柱掘り方は楕円形もしくは隅丸方形を呈し、直径50-75cmとかなり

大きく、深さは検出面より 40-60cm程で、標高は17.40-17.70mである。検出した柱穴の内P9以

外には底面に 1-4枚の礎板や礎石が遺存している。P12には頂部が幅 9cm X 5.5cmの炭化した角柱

P 12-15間で一部遺存していた板壁のP 1は礎板だけで掘 り方を検出できなかった。根が残るが、

こσ〉さらに面上を覆っていた炭化物層は、羽目板や建物 lの床束柱にも焼けた痕跡が認められた。

時期に火災が起きて建物が焼失した状況が窺える。

P 5・8間西側で長方形に板囲した遺構を検出した。大きさは南北60cm、東西36cm、高さ21cm程

(図28-27) も出土している。で内部に板を支える杭が東・西辺に 3本づつみられ、鉢形手熔り

建物 3

調査区南西部D-4グリッド、建物 1を壊して建てられた方形竪穴建築祉である。西側は調査区
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炭化物を多iJに含む

員粒を多〈含む

貝粒 ・土丹粒を含み、締りがない

土丹粒 ・炭化物粒多く、締りあり

6 cm角土7'1を含み、締り非常に良い

j!lt化物を多:w:に含み、底而に灰層もある

大・ 小土H塊を多く含む

3 -6 cm戸l土丹、貝粒を含む

有機物腐蝕土

.上層検出状況

1.黒字品色粘質土

2.暗補色砂質土

3.暗茶舗色砂質土

4. 1<茶宇品色砂1'1土
5. -;相手術色砂質二lょ
6.黒灰補色粘質土

7. -;者J天4品色砂質土

8.暗補色弱粘質土

9. I暗縞色粘質土

建物 3図11
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外に延びるため東西長は不明である。東辺土台の軸方位は建物2・3南北列と同一方向を示す。現
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道路

状での規模は、南・北土台のホゾ穴

芯々 てや南北296cm、東西130cm以上、 土丹版築

掘り方は南北350cm*呈、東西150cm以

上の長方形を呈する と思われる。土

台材は厚さ7.5cm、幅13cm、長さ東辺

が306cmで両隅はホゾ組で固定する。

東辺土台には50cm間隔で、間柱のホゾ

穴を切っており、壁を構成する横板

も遺存していた。しかし覆土中から

は土丹塊 ・木片を除いて良好な遺物

は発見されなかった。

b.道路及び溝 1 (図 12~14)

溝

上縁一一一一一

底は土丹を突固める

図13 溝 1断面復元模式図

s=.J， _-20 

I面道路の土丹版築と貝砂層を剥ぐと、その下に大小土丹塊の多〈含んだ I面道路構築時の荒基

礎が20-30cmの厚きであり、さらに木片 ・貝殻粒が混じる有機物腐蝕土を取り除くと、貝粒混じり

の破砕土丹版築地業による II面道路が表われた。位置と幅は I面時と変わらず東西に走る。道路面

レベルは横断面でみると北から南へ低くなり、調査区北壁と 溝肩まで;'18cmの比高差が認められ、道

路の中央がやや高くなって、配水を考慮、した造作の路面である。道路幅員は南講肩から調査区北壁

まで 4mあり、さらに調査区外に延びている。標高は北端18.35m、溝肩18.10mで、方位はN-32'

Eである。道路を覆う砂質土は、海砂を主成分と し、貝殻粒を 多量に含むものであった。海砂は

I面道路でもそうであったが、道路における砂と 員殻を含む砂質土は道路面の積み足しゃ道路作り

下地と同時にその補修 ・維持(例えば、路面が凸凹に荒れたりした時)に貝砂が利用されていたよ

うである。道路面の二ケ所に浅い凹みが認められたが、覆土は非常に締まりの良い貝砂で、道路補

修のために入れられたものであろう。

溝 1

道路検出に伴って、道路の南側に溝が確認された。この側溝は I面において遺存状態が悪〈明確

なプラン検出が行えず、可能性を指摘しただけに留めておいた切石列 1・2聞を掘り上げたもので

ある。溝 1は東半部が木組みの構造であるが、西半部は土丹塊や鎌倉石塊の乱石積みで溝壁を構築

している。標高は東端が17.05m、西端が16.90mで、東から西に向かつて緩やかな傾斜を示している。

木組み部分の溝は、幅90cm、深さ90cm程で、ある。掘り方は断面が箱形を呈し、木組みで強固な構造

を持つ。溝上部には余り良好な状態ではないが、ホゾ穴を切った縁木が束柱を受ける。束柱は羽田

横板を押さえる形で'50cm間隔と細かく建てられており、北辺と南辺の束柱がそれぞれ向かい合わせ

で、対応した位置に配されている。溝内には内側への倒壊を防ぐ為に突っぱりの役目を果たす桟木

が溝底に 3本残っていた。このような構造は若宮大路側溝や今小路周辺遺跡の南谷武家屋敷の溝な
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。

図14 道路及び溝 1セクション図

1. 茶摘色粘質土 5 -10cm戸l土丹少量含む

2 灰縞色粘1'l土 5 -10cm角土丹多品、締りあり

3. 11百貨褐色砂質土 5 -7 cmftj土丹を'Ii¥'1こ突き固め、下聞に貝砂層

4. Rl1'bt禍色砂質土大・ 小土丹塊を多量に含む

5. Bffi禍色粘質土 有機物腐食土、木片・貝粒を少量含む

6. R昔:従褐色砂質土 5-7cm戸i土丹を密に突き悶めた土丹地業層

7. Ul'i1ti禍色砂質土 挙大土汁をやや多量、貝砂粒少量含む

8.階事品色砂質土 有機物腐食土と砂層 (貝粒浪り )互府

9. R音質絹色砂質土 大・小土丹塊を多泣に含む土丹地業用

10.灰補色粘質土 5 -10cm.f!1土丹やや多し、締りあり

11. 11音質偶色砂層 山砂層

12.灰補色粘1'l土 混入物が少なく、非'ìt~' に締りが強い

13.灰補色粘質土 若干の土丹角を含む

14. R百灰術粘1'1土 5 -10cm角土丹多め、締りややあり

15.背灰柿色粘'i'.l土 混入物少なく、締り非常に強い

16.灰褐色砂質土 5 -7 cm角土丹、砂 (砂利)多量、締りあり

17.暗灰補色砂質土 5 cmj(J土丹、貝砂粒やや多し、締りあり

18.暗灰褐色砂1'1土 5 -10cm角土丹多し、締りややあり

19.暗褐色粘1'1土 土丹・貝砂粒を多〈含む

20.灰褐色砂質土 荒砂、土丹沈を多〈含む

21. 暗灰褐色砂質土土丹 員砂粒が多〈 、下層に炭化物!日あ り

22.灰補色粘質土 小土丹塊多 し、若干貝粒を含む

23.灰褐色粘質土 小土丹塊、砂利・貝粒を多く含む

24.灰褐色粘質土 小土上l塊、砂利、有機物腐食土を多〈含む

25.暗茶褐色粘1'1土大 小土丹塊を敷いて

どと近い作り方を示している。

覆土は上層に I面構築時の土丹細片を多〈含んだ暗灰褐色土、以下は暗灰褐色~暗褐色の貝砂を

多く含む土層で、最下層の堆積は有機物腐蝕土である。議底は大小土丹塊と砂を混ぜて突固めて厚

き20cm程もあり、束柱はこの中に埋め込まれた形になり固定している。

L C. II面下かわらけ溜り(図15)

かわらわ溜りは建物2の南端、調査区南壁近くで発見された。図10下位の建物 2構築摸式図にあ

るように建物内の床下に当たる部分には、丁寧な版築で土丹地業層が施されていた。かわらけ溜り

はこの土丹地業層直下の広範囲にわたって確認された遺物群で、市内調査においてしば、しば見られ

る方形竪穴建築祉などの建物や井戸が機能を失った後、廃棄されてゴミ捨て穴と化す例とは異なっ

ている。

かわらけ溜りは E-1グリッド西側の土丹版築面を境にし、西側と東側との二群に分けられる。

この範囲には茶褐色の水分を多く含有し、植物繊維や木質などの(食料残骸含むであろう)有機物

腐蝕土層が厚〈堆積していた地域で、かわらけ等の遺物もこの層中に混じって出土した。出土遺物

にはかわらけの他に木製品の折敷・杓文字 ・箸 ・櫛があり、銭は21枚と多く見られた。
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3 .凹面

六fII面より 2層からなる破砕

土丹地業、貝砂層 ・炭化物を

含んだ、砂質土を40-50cm程剥

がすと、暗褐色を呈した締ま

りの強い粘質土の地山に近い

土が表われ、上面に貝砂や土

丹版築が部分的に認められた

もので、これをIII面とした。

この面も他の生活面同様に東

側が高〈、調査区西端へ向か

つてなfごらかに{頃会持している。

標高は西端17.50m、東端

17.65mである。

この面より検出された遺構

は、調査区北側の道路と側溝

(溝 2)の他に土撰 6基、柱

穴86口、それにまとまりのな

い礎板や杭であり、それに伴

う遺物も少量であった。

一一2

事

もち敷
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。
品、。⑨(o) /1c'.. 

，，~ (1) (i) μゅー
神~ " v  

a.道路及び溝 2(図16)

II面道路の30cm程下から検

出したが、断面の観察からは

凹面時に至るまでに薄い間層

を挟んでい道路面が何時期か見

られ、部分的な貼り替えや補

修を繰り返し継続的に使用さ

れていたようである。路面に

は楕円形の扇平な大型土丹

(径30-50cm)を全体に敷き、

隙間に小土丹を貝砂と一緒に
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po
 

q
L
 



2 

5 

へ
4 3 

隔柄欄 1
1 

「
一一B

f先古L

。。
@亀》

場'v(⑨ 日 ⑨ 
死者h 点、。 官

柱穴14 、
も

ζミ言

⑨ マふ¥ 。
A2> ー~~ 1) @ 

⑥ 
。/~

匂
る⑨ 巴ヨ。

b ①@審 。。
o.r-J ~n 。

(。
ε卓
雪。。争

o 2m 4m 

図16 III面遺構全体図

サ
プ
ト
レ
ン
チ

。

ーー C

ー-D

ー-E

- 27・28



B ミ

' 
，-

C 

D 
第

1
ト
レ
ン
チ

第

2
ト
レ
ン
チ

レ

E 

10m 。

皿面下トレンチ配置図図17b
-
F
L
 

突き固めている。講 2は木組みの側溝であるが、遺存状態が悪〈木組みは西端部だけに残る。掘り

方は幅 2m程、確認面深さ 1mで逆台形を呈す。基底部には66cm間隔でホゾ穴を切った土台材を置

き、逆側基底部から推定し幅は120cm程で、あろう 。溝肩部には大小土丹塊を突き固め補強している。

(原)

トレンチ調査4 
' 
ι 

2トレンチによる調シート パイルの強度の問題からIII面以下の面的な調査は困難で‘あったため、

査方法を採用した。両トレンチはグリットの南北軸に平行して設定した。第 lトレンチは調査区東-vL除

h
p
h
b
F

その東壁は 1軸に沿う 。長さは9.5m、幅は1.8mである。第 2、トレンチは調査区西側側に位置し、

に在り、西壁は 4軸に沿う。幅は1.8m、長さは9.1mで、ある。第 2トレンチは、内部で検出された

溝状の落ち込みとかわらけ溜まりの範囲を確認するために北東部分を拡張した。
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a.第 1トレンチ(図17・18)

第 1トレンチの層序は、 25層 (III面構成土)までが遺物包含層で、それ以下が無遺物層である。

最下位の砂層は、井戸 1の側壁下位にみられる砂層とレベル差がほとんど無いことが確認された。

標高は16.40mである。

明瞭な遺構は確認されなかったが、 トレ ンチ中央部西壁付近でピット1口が検出された。堆積状

況からは、北側へ微少な傾斜をもち、北端に急激に落ち込むことを確認した。この落ち込みは、ち

ょうど25層と 17層の接点辺りが肩部になる。

トレンチ内では、落ち込みの底面と古代遺構の検出を目的としてサブトレンチを東壁側に設定し

た。その結果、約80cmの厚きで粘土層と砂層が互層に堆積する自然層であることが確認した。

、

レ

b.第 2トレンチ(図17・18)

第2トレンチは、 2層までが遺物包含層で、以下に自然堆積層が続〈。第 1トレンチ同様、 2層

最下面が第III面として把握されている。

遺構は、第 lトレンチと 同じくゆるやかな北への傾斜と勾配のある落ち込みが認められる。この

傾斜する面上に、柱穴 ・かわらけ溜まり等が検出された。柱穴は径70cmの円形で、底面に 2枚の礎

板を置く 。下方の礎板は50cm四方の方形で、厚さは 5cmと大型で、ある。礎板上には小土丹塊の根石

を伴う 。柱穴は単一で、検出されたためにその全体像は明らかでないが、柵列や橋脚等何らかの施設

に伴う可能性がある。 トレ ンチ壁際に残る木片は、 III面講 2の残余と考えられる。

かわらけ溜まりは、落ち込み部分の途中に形成される。範囲は120cmx 60cmの広がりをみせ、内に

女瓦を含む。この落ち込みは二回の傾斜をへて、底面に到る。底面の標高は17.20mである。落ち込

みの底面上には馬の頭骨が単体で出土した。二回続く落ち込みの内、北側のそれは溝 2の掘り方形

成時の削平に因るものとおもわれる。落ち込みの肩部は土丹塊の敷かれる 9層最下面と考えること

ができる。これに対応するとおもわれるのが、調査区北側張り出し部の断面にみられる南へのなだ

らかな傾斜である(図14参照)。両者を併せて同一時期の溝と解することができるが、詳細な検討は

後日を期したい。

(橋場)
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第 2節遺物

調査時に出土した遺物は、かわらけ・常滑 ・木製品などを主体とし、瀬戸 ・中国陶滋器や骨・貝

などの自然遺物を含めた総量はテンパコ約70箱分であった。ほとんどの遺物は包含層か、地業層中

(生活面構成土)から出土しており、遺構内から出土したものは数少ない。遺物の分類は各生活面

の包含層と各面検出の遺構別に依ったが、一括して投棄されたような状況を示した資料は少なく、

散発的な出土が多かった。そのせいか共伴関係にやや混乱が見られるように思われる。

1. 1面

a.井戸 1出土遺物(図19)

1 ~9 ーかわらけ いずれも糸切り底のロクロ成形である。 1-3が口径6.6cm前後の小型、 4-7

が口径10.4-11.1cmの中型、 8・9が口径13cmを越える大型の製品である。

1-3は器高が高〈、体部が直線的かやや聞き気味に立ち上がり、中程に弱い稜を有する特徴を

もっ。 4-7は器高が高〈、底部より直線的に口端に向って体部が聞いていく 。器壁は底部が薄〈

基底部から体部中程が肥厚し、口唇にかけて薄くなる。 8. 9は底径 8cm以上、器高 4cm以上て¥

体部が逆 「ハ」字状に聞き気味に立ち上がる。 5は底部穿孔を施す。

11一青磁 無文鉢の底部片、後元底径10.7cm。利薬は黄ばんだ灰緑色で、貫入多く失透している。

高台部にまで厚い利が及んでいる。胎土は灰色で岩石質に焼け、やや気孔が多〈含む。

10一瀬戸 天目茶碗の休部下半~底部、底径4.6cm。高台削り出し。軸薬は口縁端で黒褐色、以下

の部分では黒色の失透で高台脇以下は露胎である。胎土は灰色で綴密である。

12~14一銭 12照寧元宝(初鋳1068年)、 13元祐通宝(初鋳1086年)、 14磨り銭で銭名不明。

ミ二」ダ ミヨ ヒg

1二主J 己二空三/ ~二土フ7

1』不可二ヰ三 FA-=;j!
??下トー-J=ゴ¥Li;土イ

図19 1面井戸 1出土遺物
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b. 1面上出土遺物(図20・21)

1 ~15ーかわらけ 糸切り底のロクロ成形かわらけ。 1-8は小型品、 9-14は大型品である。

1は器高が高〈、厚手で底部から丸味を持って立ち上がり 、休部中程に弱い稜を持つ。 2-4は

器高があまり高くなく、底部よりも体部の方が器壁が厚くなる。体部は直線的かやや聞き気味に立

ち上がる。 5・6は口径7.7cm、器高が高〈薄手の器壁をもち、胎土も精良で、ある。 7は器高が低〈

厚手で、体部中程に強い稜をもち直立気味になる。 8は器高が低〈薄手で、体部下半の稜から聞き

気味の器壁になる。 9-12は口径12.5cm前後で、厚手の底部をもっ。休部が逆「ハ」字状に立ち上

がり口縁がやや外反気味になる。 13・14は体部下半が丸味をおびるが、稜から薄い器壁になり、直

線的に開〈形になる。 15は口径16.3cm、底径9.8cm、器高4.6cmと超大型品。体部は丸味をおびるが

内湾していない。体部壁は薄〈胎土も比較的精良で、ある。

16・17ー青磁 16は蓮弁文鉢体部下半片で、内底に二重の円圏文を巡らす。紬薬は暗い青緑色で

厚〈、多くの貫入が見られる。素地は灰白色で粘性が強〈堅織である。17は無文鉢底部片、復元底

径10.4cm。利薬は淡青緑色で厚〈畳付けを除いて施糊される。素地は灰白色でやや爽雑物を含む。

18~22一瀬戸 18は灰柑皿で口径1l.6cm、底径5.6cm、器高2.9cm。底部は糸切り離しのまま、体

部に強いロクロ痕を残し口唇部が三角形状になる。柑薬は灰緑色の透明なもので外面下半以下は露

胎である。胎土は灰白色で堅織である。19は灰軸碗で口径12.4cm、底径4.2cm、器高4.5cm。底部か

ら直線的に聞いて立ち上がる体部、ロクロ目が強〈残る。粕薬は内面が深緑色、無高台で外面は全

体に灰緑色軸のハケ塗り。 20は卸皿で口径14.8cm、底径8.4cm、器高4.2cm。体部は外反気味で口唇

部が角張る。内底の却目はキ肱佐で、鋭〈へラで斜めに切り込、外底は糸切り痕を残す。柑薬は外面

が口縁付近のみ、内面は内底まで施される。 21は無文の三足香炉で口径8.9cm、底径5.9cm、器高5.9

cαr町臥r

の灰粕でで、良〈溶けきつている。胎土は灰白色で堅織である。22は入子で口径5.1cm、底径2.8cm、器

高1.8cm。ロクロ成形で底部糸切り。口唇から内底にかけて灰繰色の自然軸が付着する。胎土は精良

均質で、灰色を呈し硬い焼きである。

23一鬼瓦 左側足部片で、表面は縁帯を凹線で区画した中に珠文を別活で貼り付けている。調整

法は表面が縦位ナデで、裏面は粘土剥ぎ取り痕(糸切り)を残し、未調整である。胎土は小石 ・黒

色砂の多い粗土で灰色である。

24一瓦器質製品 小型香炉、口径9.7cm、底径8.8cm、器高3.8cm。外面は磨きを施した後、菱形の

渦巻き文スタンプを四段に押捺している。内面はナデ調整のみ。器表は黒色で磨かれ光沢をもち良

〈焼き締まり、胎土は良好で、淡赤灰色である。

25一刀子 全長16.6cm、刃長9.7cm。刃部と茎の境が明瞭でない。切先が鋭〈茎の尾に目釘穴がみ

られる。

26ー骨製算 残存長7.4cm、幅1.5cm、厚き 4mm。平たい板状に刃物で削り出した後、全面を良〈
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図21 1面上出土遺物(2)
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ロ28

E三コ 31

27一硯 黒色の粘板岩質で表面は良〈使用して滑らか、海部の側縁寄りに墨が残る。

28~31一砥石 28は中砥、緑色味灰白色の凝灰岩質で方柱状を呈す。四面とも砥面として使用し、

中央部が摩耗して細くなる。29は荒砥、白色の砂岩質で五面ともに刃物の引っかかり傷が著しく使

用頻度の高さを窺わせる。30・31は仕上砥、灰白色の泥板岩で方板状である。両面は良〈使い込ん

でおり、側面は切断痕を残す。

32一膳の脚 長さ8.6cm、差込み部1.4cm。獣足様の作り上端の差込み部分を除いて黒漆を施す。

32~39一銭 32開元通宝(621年)、 33景徳元宝(1004年)、 34皇宋通宝(1039年)、 35至和元宝(1054

年)、 36照寧元宝(1068年)、 37元豊通宝 (1078年)、 38元祐通宝 (1086年)、 39聖宋元宝 (1101年)。

、〆

2. II面

a. II 面建物 1 出土遺物(図22~2 7)

1 ~48ーかわらけ ロクロ成形の糸切り底。 1-31は小型品で口径7.3cm-8 .1cm、底径4.8cm-5.8

cm、器高1.6cm -2. Ocmを計り 、平均が口径7.5cm、底径5.1cm、器高1.8cmで、ある。32-48は大型品で

口径11.7cm -13 .2cm、底径6. 5cm -7 . 8cm、器高3.3cm-3 .8cmを計り、平均が口径12.7cm、底径7.4cm、

器高3.6cmで、ある。小型の 1-17は体部が丸味をおびるが中程に稜をもち聞き気味になる。25-28は

「

Dつd
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体部が丸味をおび内湾気味になる。 18-24は体部が丸味をおびるが内湾気味にならない。29-31は

穿孔かわ らけ、 29が休部、 30・31は底部に焼成後、穴をあけている。大型の31-38は体部上半で稜

が付き、直立か外反気味になる。39-45は体部が丸l床をおび内湾気味になる。46-48が体部が丸味

をおびる内湾気味にならないもの。

49は蓮弁文碗、復元口径16.6cm。細手での単弁鏑蓮弁文を配す。素地は灰白色で、49~52一青磁

‘・
ロ縁部が直行口径11.5cm、底径3.8cm、器高4.9cmで、ある。軸薬は暗緑色透明である。50は無文碗、

し、刻みを入れて輪花状になる浅い碗である。素地は灰白色堅徹、利薬はやや厚めで暗緑色失透す
4 

4 る。51も無文碗、素地は灰白色堅織、利薬は灰緑色の不透明である。52は鉢口縁片、素地は灰白色

‘ 
4 

軸薬は淡水青色で厚〈半ば失透している。

口径11.0cm、底径6.9cm、器高2.8cm。器壁が薄〈 口縁部が緩やかに外反する。53一白磁口元皿

素地は灰白色堅級、柑薬は背味灰白色で不透明である。

-a司

4
・司

aa司

小型の水滴か、底径4.3cm。外面に草花文をあしらお上・下半部を別々の外型作り、54一青白磁

素地は灰白色精級、柑薬は青白色で透明、底部脇から露胎になる。

口縁部が上方へ直立し、体口径12.4cm、底径2.2cm、器高6.2cm。55は天目茶碗、55~65一瀬戸

4 

.‘ 
部も直線的な立ち上がりをもっ。素地は灰白色で竪〈締る。軸薬は黒褐色で口縁付近は赤味をおび

Ja『

4
.. 

‘
且
可

aa

可，
a司

た茶褐色で光沢をもっ。56-58は却皿、 56は口径14.7cm、外反気味の口縁の器壁がやや薄くなり、

口唇音1$が角張り片口がつく 。JJ台土は賞味灰白色、利は灰緑色のものがうすくハケ塗 りふうにかけら

れる。57は口径15.2cm、底径8.9cm、器高4.5cmo 器壁は緩やかに内湾気味に立ち上がり、中程で強

4 

4 

い稜をもち外反したような形になる。底部は糸切り底。柑は灰緑色のものがうすくハケ塗 りされる。

胎土は灰色で堅綴である。58は却目は粗雑で浅い切り込み。糊は灰緑色のものがうすくハケ塗 り、

胎土は灰白色でやや荒い。59は仏華瓶、最大径4.6cm。胴部に四条の沈線を刻む。頚部に続く破面は

研磨して平らに仕上げる。胎土は黄色をおびた灰白色でザラッとした土、軸薬は光沢のある緑色で
4 

4 厚くかかる。 60・61は水注。 60は頚部径2.6cm、胴部径9.5cm。肩部と胴部に三条の沈線を巡らし、
4
司

6

・aa--

肩部に把手の痕跡が残る。胎土は灰白色で、軸薬は光沢のある灰緑色で厚い。 61は頚部径4.3cm、胴

部径13.4cm。注目は肩部に貼り付け、基部がへラ押しで菊座ふうに作くられ、肩部に開けられた孔
4 

4 
は丸棒で押しただけで内側に粘土がはみ出す。胎土は灰白色で、利薬は光沢のある暗緑色で頚部か

4

4

a

可

4

・A
a

・

ら胴部中程にかけて厚くかけられる。62は小型の四耳壷である。口径4.2cm、胴部径10.0cm、底径5.0

口縁部は玉縁になり、肩部が欠失するが胴部はすぽまる形で、 「ハ」字に聞く高台cm、器高13.5cm。

が張り付けられる。内面はササラ状の木口で押した痕跡が残る。利薬は灰緑色のハケ塗 りが薄〈見 . 
.. られる。胎土は灰色で堅鍛である。63-65は入子。63は底径4.1cm、外底面は糸切り を残し、細い棒

4 

4 

状の圧痕を持つ。体部に墨痕があるが不明。胎土は灰色で堅轍、内面に自然紬が付着する。64は底

~ 

4 

径3.0cm。ロクロ成形だが、外底面をへラ削りで整形している。内面に自然粕の降灰と、紅の付着が

4 

4 

4 

4 

見られる。65は口径4.3cm、底径3.4cm、器高1.2cm。内側からへラで押し出した片口をもち、外底面

はへラ削り整形を施す。内面に自然草dJの降灰が見られ、 JJ台土は灰色で堅織である。

no 
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66~73 ・ 77~82ー常滑 66・67は中型の査。 66は口径10.6cm、玉縁状の口縁をもっ。胎土は灰色

で白色と黒色の砂粒を含み、器表は黒褐色から茶褐色になる。 67は口径10.0cm、底径9.4cm、器高24.1

cm、胴部径18.2cm、口縁が玉縁状に折り曲げられている。肩の張りは余り強くなく二本の沈線が巡

っている。 胴部下端はへラ削り調主査を施す。 胎土は石英粒をを多く含むが粘性強〈黒灰色で、器表

は黒褐色から茶褐色で肩部に暗緑色の自然軸がかかる。 68・69は鳶口壷。 68は底径9.4cm、肩部径1l.1

cm、肩部下半の胴部はへラ削り調整を施す。内面は粘土紐の輪積み痕を残す。内外面に紅のような

赤色物が付着している。肩部には灰緑色の自然粕がみられる。胎土は白色と黒色の砂粒をを多く含

み、暗褐色を呈す。 69は底径9.4cm、胴部径1l.8cm。胴部は外面へラ削り調整、内面には全体に指頭

痕を残し、紅が付着している。胎土は白色と黒色の砂粒が多く、割れ口が岩石質を呈す。 2点とも

紅牽の可能性がある。 70-73は担鉢。 70は口径33.1cm、口縁部はやや肥厚し、端部が凹んでいる。

口縁付近は横ナデ、下半は縦ナデで調整を施す。片口を残している。胎土は小石粒の多い粗土、淡

い積色を呈す。 71は口径35.8cm、口縁端部は平らで外面に強い横ナデを施し稜が付くその下は縦位

のへラナデで調整するが指頭痕も残る。内面は摩滅しているが、へラナデ痕がわずかに見られる。

胎土は小石粒の多いJ憧色系の色調である。 72は口径37.7cm、口縁端部は平らで外面に強い横ナデで

段差ができる。下半はササラ状の刷毛目が認められる。胎土は白色と黒色の砂粒を含みやや粘り気

があり、時褐色を呈す。73は低部径15.3cm、砂目底。調整は外面下半にへラ木口のナデ、内面には

ササラ状の刷毛目痕がつく 。胎土は白色粒を含み割れ口が岩石質で、器表は権色である。 77-82は

聾である。77は口佳37.2cm、口縁は 'NJ字に折り返し、縁帯状になる。内面頚部にはへラ木口の

ナデの痕跡を残す。胎土は灰色の精良土で、割れ口はコンクリートのように堅綴である。頚部に灰

緑色の自然秘が厚目にかかる。78は口径40.5cm、口縁部は ，< J にが外反させ、端部を上下に引き

出している。IJ台土は暗灰色の良土で、粘り気があり割れ口が岩石質である。頚部から肩部にかけて

灰緑色の自然軸が厚〈見られる。79は口縁を 'NJ字に折り返している。胎土は黒灰色に焼き上が

り、白色粒を多〈含みザラザラした感じになる。自然紬の降灰が見られる。 80はN字口縁で幅広い

縁帯をもっ。 IJ台土は白色粒を多く含みザラザラし黒灰色、器表は淡い樫色を呈す。 81はN字の口縁

であるが、上方へのヲ|き上げが強〈幅広い縁帯をもっ。胎土は黒灰色の岩石質で良〈焼き締る。 82

も口縁片、割れ口を黒漆で接合している。

74~76一山茶碗窯系担鉢 74は口径28.4cm、底径12.2cm、器高12.1cm。口縁が肥厚し、端部に凹

みができる。外面は胴下部にへラ削り整形を施し、付け高台になる。内面は胴中程まで摩滅が強く

みられる。胎土は小石を多く含んだ粗土でザック リして灰褐色を呈す。 75も口縁端部が丸くなり、

凹みができる。胎土は小石を多く含んだ粗土の灰色で、口縁から内面にかけて灰緑色の自然粕が付

着する。 76は口縁端部が丸くなる。胎土は小石を含むが比較的良好で、、灰褐色を呈す。

83~88一手熔り 83-85は瓦質輪花形のもので、砂や石粒を含んで焼成も瓦ににた仕上がりであ

る。特徴はやや浅めの鉢形の胴部が、輪花形に作られ板状の三脚を有する。 83は口径36.2cm、底径

30.5cm、器表は磨かれており、二個一組の菊花文のスタンプ押印文様が付けられる。84は口径36.8
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図25 II面建物 1出土遺物(4)
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._ 

cm、底径35.3cm、器高13.2cm。器表は内外面ともに良〈磨かれており、大きめの菊花文のスタンプ

が押されている。 85は口径45.2cm、底径37.9cm、器高15.0cm。器表は磨かれているが、内面下部に

引っ掻いたような痕跡が見られる。部分的に黒漆が認められ、一部に布きせして黒漆で固めた跡も

ある。外面上部には二個一組の小さな菊花文のスタンプが押されている。

86-88は鉢形のもので器形的には側面観逆台形の浅い鉢形を呈す。外底面は砂底で、外傾した胴

部は口縁に至り肥厚し、内方か外方または両方に少し張り出す。成形は回転台の輪積み、整形は横

位ナデを主体とし、木口状工具による掻きナデが目立つ。外面下端にはへラ削りを施す。86は口径

27.2cm、底径19.1cm、器高9.0cm。胎土は砂粒を多く含んだ組土、焼きがやや甘く茶灰色を呈す。87

は口径30.0cm、底径18.0cm、器高8.6cm。胎土は砂粒を多〈含んだ粗土、焼成堅級。 87は口径29.2cm、

外面に黒漆が厚〈塗られている。 JJ台土は雲母 ・砂粒を含むが良好で、灰色、器表が黒灰色で焼きが良

し、。

89・90一硯 89は緑l床暗褐色の細かな粘板岩、大ききは長さ1l.8cm、幅6.6cm、厚き2.2cm以上で

ある。両面硯に使用したものか、裏面も加工している。良〈使い込んでいるためか陸部から海部に

かけてかなり凹んでいる。90は長さ8.6cm・10.lcm、幅4.7cm、紫褐色の泥板岩。陸部にはノミ状の

削り痕があるが、全体に浅い彫り 。下方は斜めにカットされ外形に沿って線刻がある。

91~93一滑石製品 91は滑石鍋底部を加工して作った温石、厚き2.2cm。両面はノミ状工具で整形

する。 92は体部を加工したスタンプである。表面は長方形を呈し、文様は楓の枝葉を細かく繊細に

表現する。背面は取手(鍋の鍔)に二ケ所の穿子しがある。 93は鍋の体部片である。緩やかな曲面の

丸ノミによる丁寧な削り痕が残る。

94~97一砥石 94・95は荒砥、前者は砂岩質で荒いザック リ感じもので、四面が全て砥面となる。

後者は砂岩質の荒い石質で四面を使用している。 ともに茶色味を帯びた灰白色である。 96・97は仕

上砥、泥板岩を方板状に加工し、両面は砥面として使用するが、側・端面はノコ状の切断痕を残す。

ともに緑がかった灰白色を呈す。

98ー燈石 メノウ質で明るめの茶色を呈す。上と右側の一部に打撃痕が認められる。

99~103ー漆製品 99は平高台皿、口径9.0cm、底径6.5cm、器高1.2cm。文様は内面に亀甲文を三

個組み合わせ、口縁の三ケ所に鶴を配す。外面にも向かい合わせてや鶴を朱漆で描いている。地塗り

は黒漆である。 100は深鉢、口径19.2cm。口縁部は厚手で内湾し体部上方に最大径をもち、布施鉢の

形を呈す。黒漆は内外面ともに簿くかけられ、木目、ロクロ痕が認められる。木質は良〈目が積ん

だものを使用。 101は膳脚部、長さ9.7cm。獣足ふうに加工し黒漆を塗っ たもので、 差し込み部は木

池のままである。102・103は櫛。102は疎な歯をを有するもので、 厚〈黒漆を塗っている。長さ 12.1

cm、幅3.2cm、棟が緩やかな丸みをもっ。 103は密な歯をもつもので、薄い黒漆か、渋などをぬった

可能性もある。

104~110ー木製品 104は箱製品、正方形で幅13.6cm、高さ2.6cm、底板と枠板からなる。底板に

両端を仕口した枠板で縁を作るが、底板及び枠板仕口には錐で穴を開けて木釘を打って固定した丁
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図27 II面建物 1出土遺物(6)
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寧な作り方をする。106-110箸状木製品、長さに統一性ががなく、断面形も不揃いである。成形は

小万による粗い削りによる。105は下駄である。小判形を呈し、台長16cm、幅6.8cm、柾目材、両歯

を殆ど欠く。足先と陸部にへり窪みがある。小さく女性か子供用のものか。

111~113ー釘 角釘で長さはそれぞれ11cm、 10 .lcm 、 9.5cm を計る 。

114~127一銭 114至道元宝 (995年)、 115太平通宝 (976年)、 116天鵡通宝 (1017年)、117景祐元

宝 (1034年)、 118皇宋通宝 (1039年)、 119至和元宝 (1054年)、120嘉祐元宝(1056年)、121治平元

宝 (1064年)、 122照寧元宝 (1068年)、 123元豊通宝 (1078年)、 124元祐通宝 (1086年)、125紹聖元

宝 (1094年)、 126聖宋元宝 (1101年)、 127政和通宝 (1111年)。

b. II面建物 2出土遺物(図28)

1 ~28ーかわらけ すべて糸切り底のロクロ成形、 1-8は小型品で口径7. 2cm -8 . 2cm、底径4.2

cm-5.9cm、器高l.6cm -2. 2cmを計り、平均が口径7.7cm、底径5.2cm、器高1.9cmで、ある。10・11・

22は中型品で口径11.Ocm -11. 4cm、底径7.1cm -7 . 3cm、器高3.Ocm -3. 6cmを計る。12-21・23-26

は大型品で口径12.1cm -13. 4cm、底径7.lcm-8. 7cm、器高3.lcm-3. 7cmを計り、平均が口径12.8cm、

底径7.8cm、器高3.5cmである。

小型の 1・2・8は体部が丸味をおびるが内湾気味にならないもの。 3-7は体部が丸味をおび

るが中程に稜をもちゃや聞き気味になるもの。中型の10・11は体部が丸l床をおびるが器壁が薄〈、

器高が高めで口径と底径比の差が少ない。22は内湾気味になり薄い器壁をもつが器高が低〈口径と

底径比の差がある。大型の11-16は体部が丸味をおひかるがやや聞き気味になるもの。17-26は休部

が丸味をおび内湾気味に立ち上がるが、口縁下の強いナデにより僅かに屈曲する。全体に器壁の薄

い作りである。

27'28一手熔り 27は土器質鉢形で口径36.5cm、底径28.2cm、器高9.3cm。外傾した胴部は口縁に

いたり肥厚し、口縁が平らになる。底部の器壁は薄〈、外底が砂目底になる。!J岡部の外面は上半が

検位ナデ、下半に木口状工具による搭きナデの調整と成形時についた指頭圧痕、底部近くは横位へ

ラ削り 調整を施す。 内面は上半が木口状工具による撞きナデの調整、下側は横位の組いナデを行う 。

胎土は粗〈芯部まで焼き締ま っていない。28は瓦質で底径25.8cm、厚手で外表が研磨され黒灰色の

仕上がりになる。胎土は石粒や砂を交える粗い土で灰褐色、焼成も瓦に似た焼き上がり 。)J岡部下半

に二本の凸帯が巡り、底部脇は二段の段差がつくように仕上げている。
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C. 道路遺構出土遺物(図29)

道路遺構に伴う図示可能な遺物は、 1-9のII

面道路上と 10のII面道路構築土中から出土したも

のだけである。

ミと三キ 」二土二え

」ヒヨξ二J』ョf
1~4 ーかわらけ すべてロク ロ成形、 小型品

の lは口径7.4cm、底径4.7cm、器高1.7cm、体部は

やや浅い角度で直線的に立ち上がる。 2は口径7.4

cm、底径4.7cm、器高2.0cm、直線的な器壁をもつ

が口縁部やや内湾している。 3は口径7.5cm、底径

4.2cm、器高2.0cm、内湾気味の器壁をもっ。

4の大型品は口径12.1cm、底径7.2cm、器高3.3

cm、器壁は底部からなだらかに立ち上がり、やや

内湾して丸味ある口縁端部にいたる。

5・6一青白磁 5は梅瓶で底径9.2cm。胴部下

位には二本の沈線を巡らし、その上位に渦巻文を

ー竺 録数

」主d'

10 9 

。 lOcm 

図29 道路遺構出土遺物

刻んでいる。高台内部を削り 込んで上げ底ふうに整形する。草山薬は淡青白色の透明柑、素地は白色

で結品状になる。 6は小皿で底径1.8cm。極めて薄い器壁の内閣は中央が牡丹、廻りに花弁ふうの花

文を配した型捺し作りである。外底は露胎。粕薬は淡青白色で透明、素地は純白に近く結品状。

7一瀬戸 灰粕碗で底径4.8cm。付け高台で、外底に糸切り痕が残る。柑薬は深緑色、胎土堅織。

B一常滑 鳶口壷で底径8.8cm、肩部径9.5cm。外面の胴部下半は横位へラ削 りで調整、内面は成

形時の指頭圧痕を残し、紅のような赤色物が付着する。胎土は茶褐色で白色と黒色の砂粒を含む。

9-碁石 白石で、径13mm、厚さ 5mm。ほぽ円形で白色の凝灰岩質である。

10一人形木製品 長さ7.4cm、幅1.4cm、厚さ 3mmの人形である。薄板に烏帽子を被った横顔を削

り出す。下端も削り出し先端を尖らせている。片面頚部下に紐で結んだような圧痕が認められる。

d.溝 1出土遺物(図30・31)

構 lの木組み上端は I面検出時に表出 しており、 1 -23の覆土上層からの出土遺物は溝が埋没し

ていく最終段階のものであり、共伴関係にやや混乱が見られるかも しれない。なお、 24-67は覆土

下層から出土した。

1 ~12ーかわらけ 1-5は小型品で口径7.3cm -7 . 9cm、底径4.7cm -5 .1cm、器高1.8cm-2. 2cm。

1・2は体部下半で屈曲する器壁を持つのに対し、 3は斜め上方に伸びる貧弱な器壁をもち、 4. 

5は簿〈 内湾気味の器壁を持つ。 6も小型で、あるが口径9.3cm、底径5.1cm、器高2.6cmと一周 り大き

く、全体に薄手の器壁をもっ。

7 -10は中型品で口径11.1cm-11. 5cm、底径6.lcm-6. 9cm、器高3.1cm-3.7cmo 7・8は体部上

47 -
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b 

.‘ 
9が斜め上方に伸び中程から内湾気味の器壁になるもの、 10は方で屈曲する器壁をもつのに対し、

体部がやや浅い角度で直線気味に立ち上がる。全体に底部より体部の器壁が薄い。

11・12は大型品である。11が口径13.1cm、底径7.7cm、器高3.8cmで、 12が口径13.8cm、底径8.6cm、

器高3.7cmていある。全体に薄手で内湾気味の器壁を持つもの。ら

• 
無文鉢で底径9.9cm、素地は灰色と赤味係った部分があり、粕薬は深緑色で高台畳付を

除き厚くかけられる。

13一青磁、』

口元皿で推定口径8.8cm、底径4.7cm、推定器高2.1cmo 口縁部が緩やかに外反し、外底14一白磁

、

まで粕がかけられる。素地は灰白色で鍛密、軸薬は緑味灰白色でやや不透明である。

碗か、内面には鳳風の翼らしき文様がのぞ、〈 。素地はきめ細かな乳白色、軸薬は青15一青白磁. 
• 

二次焼成ために半ば失透している。灰色で、

植木鉢で底径8.3cm、体部径20.4cm。側面観は高台が小さく、内湾の強い碗形を呈す。16ー褐柚
h

-

h

'

 
高台内は削り出しで、底中央に径l.8cm程の干しが開けられている。 ロクロ成形で体部下端から高台外

縁聞はへラ削り整形を施す。素地は白色 ・赤色石粒を含み粘性が強〈硬く焼き締まり 、表面が灰褐、
、v

口縁は上端白濁した飴色で光沢を持つ。色、芯部が赤みを帝ぴた灰色である。粕薬は内面が飴色、

破面から推定して玉縁状に肥厚すると考えられる。

h 

-
ロ縁部は緩やかに外反し、17は灰秘小皿で口径10.4cm、底径5.3cm、器高2.0cm。17・18一瀬戸

s 

' 
端部が丸味を持つ。内底に重ね焼きの痕跡(ぽたもち)、外底に糸切り痕を残す。胎土は灰白色堅徹、h 

p 

柑薬は明るい緑色の灰柑が体部上半にかかる。 18は却皿で復元口径15.1cm、直進した口縁の端部が
L 

• 凹みができる。胎土は灰白色堅級、灰色の軸をハケ塗りする。肥厚し、

中砥で緑味灰白色の凝灰岩質、方柱状の四面とも砥面に使う。19一砥石
h 

' 
20は人形で長さ12cm、幅1.4cm、厚さ 7mm。細長い板材の一端を斜めに尖らせ、20~23一木製品" 

惨

目も両面から刻ん反対端を横顔の表相に削っている。首の部分は両側からV字に切り込みを入れ、
~ 

' で表現する。下端の片側にも小万でV字の刻み込みが施されている。中央の二ケ所に干しが開けれ、

上孔には細い棒の一部が残る。 21は独楽で径5.6cm、高き4.4cm。口縁部の厚い碗形を呈し、芯棒(へ

ソ・径l.5cm)は一対で作り出している。外面は細かい丹念な削り痕を残す。内面は滑らかな器表に

その内側に太田の墨入れが行われている。22は径回転施文で2本の二重の細墨線と、仕上げられ、

5.8cm、厚さ 6mm、円盤状の木製品であり、中央に径 3mmの孔が聞く。 23は長さ4.6cm、断面卵形を

a.‘，
h

，
h

，‘‘，

bv

‘，

.v 呈したもので、両端は鋸で平らに切断する。片側を L字に粗〈削り込んでいる。用途不明。

24-30は小型品で口径7.6cm -8. Ocm、底径5. Ocm -5 . 5cm、器高l.7cm -2. Ocm。24~37ーかわらけ‘，

.r‘‘， これらは概ね底部から斜め上方に立ち上がり、体部下半で屈曲した器壁になる。

31・32は中型品。 31は口径10.4cm、底径6.4cm、器高3.2cm、ぜんたいに薄手の丸味をおびる器壁h
v
h
b
h
-
-

になる。内面には茶色の漆が付着する。 32は口径1l.2cm、底径6.1cm、器高3.3cm、底部に比し体部

の器壁が薄くなる。

33-37は大型品で口径12.2cm-13. Ocm、底径7. 3cm -8 . 5cm、器高3.2cm-3.6cmo 33-35は底部か

49 -

" 
b 

、
v 
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ら内湾気味に立ち上がり、体部上半で弱〈屈曲した器壁になるのに対し、 36は体部が斜め上方に直

線的に立ち上がるもの、 37は体部が内湾する器壁を持つ。

38は却皿で底径9.5cm、厚手で底部が糸切り。卸目は粗雑で、へラで斜めに切り込38・39一瀬戸

んでいる。胎土は責味灰白色でやや軟質、 1炎貰褐色の薄い粕がハケ塗りされている。39は瓶子で口

径5.1cm、口縁端部に段差を持つ。胎土は灰白色で竪徹、淡い灰緑色の灰軸を施すが二次焼成で落が

目立つ。

40は短頚査で口径14.6cm、最大径17.7cm。体部最大径より 1.5cm程上で、頚部が終わ40~43ー常滑

る。内外面は丁寧な横ナデで調整する。41は鳶口壷で底径8.6cm、最大径12.0cm。胴部は内外面とも

横ナデで調整し、下半には太い沈線が巡る。肩部に灰緑色の自然粕の降灰が見られる。胎土は灰褐

色で堅織、器表は黒灰色である。42・43は大輩、 42が口縁端部をN字状に折り返し、幅広の縁帯を

作る。胎土は灰褐色で岩石質、赤銅色の自然粕が見られる。 43は口縁部をく字に外反させ、上下に

拡げている。胎土は黒灰色で岩石質、器表はこげ茶色で肩部に暗緑色の自然柑が見られる。

44が魚住担鉢片を転用したもの、 45は常滑片で両側面が磨られる。44・45ー研磨痕のある陶片
ー‘• 

46は手控ね成形で口径8.0cm、底径5.2cm、器高1.4cm。体部下半から外底に46・47一白かわらけ

かけて指頭圧痕が残る。胎土は灰白色で、焼成良好で、硬質。47も手担ね成形で口径11.5cm、底径7.6
h 

' 
口縁端部は強いナデで尖り気味になる。休部下半から外底にかけて指頭圧痕・指紋cm、器高2.7cm。

が残る。胎土は黄白色で焼きが甘く粉質である。

手提ね成形で口径10.8cm、外面下半には指頭押しナデ痕が残る。外面上半から内面48ー早島式

良〈ナデ調整が施される。胎土は肌色で細砂質、焼き締まりに欠けるが軽い。

手担ね成形で口径14.2cm、底径7.1cm、器高6.8cm。外面下半には指頭押しナデ痕外49一瓦器質

面上半から内面かけて丁寧な横ナデを施す。胎土は微砂質で割れ口が板層状を呈し暗灰色である。、
、，

径1.9cmの円筒形を呈す。かわらけ質の粘土を棒に巻き付けて製作する。焼成不良。50ー土鍾

長き9.2cm以上で、断面方形の角釘で、ある。51一釘

長さ 12.2cm以上、幅1.6cm、厚さ 4mm。下端を欠損するが両面とも良〈磨かれる。52ー骨製算

仕上砥で方板状の緑色味灰白色の泥板岩質である。53一砥石

敵打痕を残し、石材は白色で半透明の石英を用いている。54一燈石

‘，

v

h

-

h

h

v

h

 

55開元通宝 (621年)、 56戚平元宝 (998年)、 57祥符元宝 (1008年)、 58天聖元宝(102355~66一銭

年)、 59皇宋通宝 (1039年)、 60治平元宝 (1064年)、 61照寧元宝 (1068年)、 62元豊通宝 (1078年)、

63元祐通宝 (1086年)、 64紹聖元宝 (1094年)、 65大観通宝 (1107年)、 66景定元宝 (1260年)南宋銭。

口径20.2cm、底径12.1cm、器高9.2cmの深鉢で、ある。漆はかけられていないが全体に黒67ー木器
-
h 

ずんでいて、目ずり。をしたものとも考えられる。体部は内湾の強い器形で、厚手の木地で重量感

p
h
d
 

のある作りであり、低い高台を持つ。
.‘.p
-
v
h
 



e. II面上出土遺物 (図32~34)

1 ~19ーかわらけ すべてロクロ成形、 1-12は小型品で口径7. 5cm -8 . 3cm、底径5. Ocm -5 . 7 cm、

器高1.7cm-2.1cm(12を除く)であるの 1-3は体部が短めで、斜め上方へ直線的に立ち上がる器壁

を持つのに対し、 4-7は体部下半で稜が付き屈曲した器壁をもち、 8-11は体部が内湾して立ち

上がる器形で、外面口縁下のナデで幾分屈曲する。12も体部が内湾する器形で口径7.4cm、底径4.4

cm、器高2.3cmであるが、他の小型品に比べ器高が高〈器壁は薄めである。

13は中型品で口径11.1cm，底径6.8cm、器高3.5cmで、ある。体部が内湾気味に立ち上がり、外面口

縁下のナデで幾分屈曲する。

4 

14-19は大型品で口径12.6cm-13.4cm、底径6. 9cm -8 . 3cm、器高3.5cm -3. 8cmで、ある。14・15は ‘ 
休部が内湾気味に立ち上がり、外面口縁下のナデで幾分外反気味になる。16・17は体部が緩やかに

内湾する器形で、中程に弱い稜がある。18・19は休部が内湾する器形であるが、全体に器壁が薄手

である。特に体部壁はかなり薄〈繋えられ、同じ法量のものに比べ軽量である。

20・21ー青磁 ともに蓮弁文碗口縁部片である。21は外商に幅広い複弁蓮弁文がある。柑薬はく

すんだ灰緑色、素地は灰白色で粘りが強〈締りがある。 22も幅広の蓮弁文を持ち、口縁部が僅かに

外反する。軸薬は暗青緑色で半透明、素地は灰白色である。

22・23一白磁 ともに口冗皿である。 22は口径11.1cm、底径7.3cm、器高2.5cmで、あり、口縁部が

緩やかに外反する。底部は平底で利を施すが、ザッと拭き取ったようになる。利薬は緑がかった灰

白色。素地は灰白色で結晶状を呈す。 23は底径5.5cm、底部壁が厚〈露胎である。利薬は灰白色で白

濁している。素地は灰白色の岩石質である。

24一青白磁 小型の水滴で、ある。上・下半部を別々に外型で、作っており、把手の痕跡が僅かに残

る。外面には六弁花と枝葉をあしらう文様が見られる。素地は極めて精撤、利薬は青白色だが再火

のためか肌が荒れる。

25一黒褐柚 査で口径5.8cm、直立した短い口縁を持つ。素地はごく細かな土で燈赤褐色を呈し、

粕薬は黒褐色で光沢のないもの。

26~28一瀬戸 26は灰軸瓶子で底径7.5cm。底部円板に粘土紐輪積み技法による指頭痕が、内面全

体に残る。胴部の外面はへラによる横ナデで整形する。胎土は灰白色できめ細かく良〈焼き締り、

淡黄褐色の薄川粕が底部にまで及ぶ。27は却皿で底径8.9cm。底部は外底が糸切り、内底はへラで鋭

〈斜めに切り込んだ卸目がある。胎土は灰白色で、灰緑色の薄い粕がハケ塗りされる。28は入子、

口径7.9cm、底径4.4cm、器高3.0cmo 丸形を呈したロ クロ成形で外底が糸切り。内底面は自然粕が見

られるが、かなり磨滅している。胎土は精良で、灰色を呈し、焼成は良好で硬い。

29~33一常滑 29は中型の査、口径12.2cm、最大径23.0cm。口縁部は外反し端部が玉縁状になる。

肩部には二条の沈線が巡り、「窯印」ふうのへラ描きも一部に残っている。胎土は暗灰褐色の岩石質

で、器表は赤銅色で肩に降灰が見られる。30・31は担鉢である。30は口径32.1cm、口縁端部が平ら

な面をなし、外面の強い横ナデで外反気味である。下半は縦位のへラ木口によるナデで整形する。

52一

4 

4 

4 
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胎土は小石粒の多い粗土で灰黒色である。31は外面白縁下の強いナデで幾分屈曲した口縁になる。

胎土は細かな白色石粒を含むが粘り気があり、灰黒色で岩石質の良い焼き上がり 。32・33は斐であ

口縁部は i< J字に外反させた後、端部を上下に引き出して縁帯と している。る。 32は口径~4 1 .2cm、

外面はへラ木口の縦ナデで整形、内面が指頭圧痕と横ナデが残る。胎土は灰色の精良質な土で石粒

口縁部は i< J字に外反させ、端部を上下に拡げているが上方の引 きが少ない。33は口径33.2cm、

出しが強い。外面は頚部が横ナデ、肩下が木口状工具による粗いナデで整形し;格子の叩き目を施す。

胎土は白色石粒を交え粘性が強〈、灰黒色であ る。

34は底径12.4cm、外面は胴下部にへラ削りで整形し、断面台形の付け34・35一山茶碗窯系担鉢

高台を持つ。内底から胴部中程まで良 〈磨滅している。胎土は灰色で小石の多い粗土である。35は

口縁端部が肥厚し丸くなる。胎土は灰色で石粒の少な外面口縁下の強い横ナデで外反気味になり、

い土で、焼成は硬く焼き締っている。

内面の 6条一単位の櫛掻き上げ条線は、内底付近で磨滅している。外面は粘土巻36一備前摺鉢

き上げ時の指押し痕を横ナデで整形する。胎土は砂 ・石粒を含む瓦質に近く、焼成は甘い。

ともに瓦質で輪花手熔りになろう。 37は外面口縁下に連続した小さな菊花文を37・38一手培リ

スタンプするが、器表は再火の為か爆ぜてしまっている。内面は縦位のナデで整形する。 胎土は砂

スタンプが押される。質にとみ、焼成軟質で淡赤灰色に近い。38は外面に大きめの菊花文 (16弁)

内面の整形は 口縁付近が横位、以下は縦位の棒状の磨きが施される。IJ台土は小石粒 ・砂粒が多く灰

褐色、器表が黒灰色で硬い焼き。

羽釜。直立した口縁の外面下に鍔を付ーけたものである。胎土はやや粒質の粘土で砂粒39一土鍋

を多く含む。外面は横ナデで仕上げている。

口縁端部は強いナテで尖り手控ね成形で口径11.2cm、底径7.5cm、器高2.4cm。40一白かわらけ

‘，
L
e
a
-
-
a
s司

4
・
』
司

4

，a・

気味になる。体部下位から外底にかけ指頭圧痕が残る。 胎土は粒質の土で賞味をおびた白色。

41は長さ 10.2cm、紫褐色の粘板岩で石の目が細かく赤間石かもしれない。硯面は極41・42一硯

めて滑らかで、陸部から緩やかに海部へ傾斜する。側面・裏面に製作時の刃物による切断痕を残す。

41は長さ6.2cmで陸部が短い。灰黒色の粘板岩で部分的に赤l床をおびる。側面の縁が極めて薄〈作ら

れている。

石鍋で口縁の下に鍔が付く 。薄めの器壁を持ち、鍔は丸味のある凸形を呈する。43ー滑石製鍋

外面の整形は口端と胴部が 5mm程の巾で縦位の削り、 鍔は横位の削りを施す。内面は斜めの擦痕。

常滑の破片を転用したものである。両側面を中心に磨かれている。44一研磨痕のある陶片

45元豊通宝 (1078年)、46元祐通宝 (1086年)。45・46一銭

49は輪高台の小型椀で口径11.1cm、底径7.2cm、器高3.2cm。抽象的な模様で何を49・50ー漆器

デフォルメしたものか良〈分からない。休部壁に比べ底部が厚〈作られる。50も輪高台の椀であり、

口径14.5cm、底径7.2cm、器高6.3cm。極めて薄い器壁の精巧な作りである。大空を飛朔する鶴をモ

- 54-

チーフにしてデフォルメしたものであ ろう。
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f. II面下かわらけ溜り出土遺物(図35・36)

1 ~66ーかわらけ すべてロクロ成形の糸切り底。 1-32は小型品である。小型のかわらけには、

大別して 1-24・32の器高が低い一群と、 25-31の器高が高めになる一群とに分けることが可能で、

ある。器高の低い一群は口径7. 4cm -8 . 2cm、底径4. 7 cm -5 . 8cm、器高l.5cm -l. 9cmを計る。器高は

2 cm以下で、底径はばらつきがみられるものの、口径が 8cmを越えた例(8・18・19・24)は少なく、

殆どのものが口径7.7cm前後の数値に収まる。 1-3は体部下端が屈曲して短〈上方へ立ち上がり、

内湾が強い器壁もの。 4-19は体部下半に屈曲部が見られ、屈曲部から直線的ないし僅かに内湾気

味に立ち上がる器壁を持つ。 20-23は体部に屈曲部を持たず、底部から斜め上方に緩やかに内湾し

て立ち上がる。 24は体部が薄い器壁で緩やかに内湾しながら立ち上がり、口縁は外面の強いナデで

内傾気味になる。一方、器高の高い一群は口径7.4cm-8 .1cm、底径4.6cm-5. 5cm、器高2.2cm-2.4

cmを計り、器高はすべて 2cmを越えていて、薄手の器壁を持つものが多〈見られる。 25・29・30は

器壁が薄〈、体部は緩やかに内湾して立ち上がる。 26-28・31は体部下半に屈曲部を持ち、屈曲部

から直線的ないしやや外半気味に立ち上がる。 24・28・31・32は燈明皿である。この中で特に注目

したいのが31・32の燈明皿である。31は外面体部と内面に煤の付着が見られる。 内面の煤は、口縁

部から内底にかけて正方形状の痕跡として残っている。 32は煤の付着が外面は口縁から体部上半に

かけて、内面は口縁部から内底にかけて認められる。内面に付着する煤は、方形状の痕跡が濃淡で

二重にかきなってみえる。これらの方形状に残る煤は、方形の紙ないし布をかわらけの内面に敷い

て油を入れたものか、また油がしみ込んだものを入れてできた痕跡と考えられる。

33-35は口径10.8cm -11. 5cm、底径5.8cm -6. 3cm、器高3.Ocm -3. 4cmの中型品。体部の器壁が薄

〈、内湾して立ち上がる。 33・34口縁端部がやや尖り気味であるのに対し、 35は丸味をもって治め

ている。

36-65は大型品。大型のかわらけには大別して36-61の器高がやや低めの一群と、 62以下に見ら

れる器高の高い一群とに分けることができる。前者の法量は口径12.3cm -13. 7cm、底径6.8cm-8.8

cm、器高3.3cm-3. 5cmで、ある。口径は59が13.7cmと頭出した大ききてい、他のものは13cm以内にほぼ・

収まる口径であり、器高は3.5cmを越えることはない。36-41は器壁が薄〈、体部が内湾気味に立ち

上がり 、口縁下のナデのため口縁部が幾分外半する。 42-47は体部が緩やかに内湾し、器壁の厚さ

が体部と底部でさほど変化しないもの。 48-53・56・57は体部が幾分内湾しただけで立ち上がり、

器壁が体部より底部が厚手になる。 58は体部下半が内湾し、稜からやや外半気味になり丸い端部を

持つ。 54・55と60・61は体部外面の口縁下に稜が巡り、その下が凹んでいる。体部は緩やかに内湾

している。54・55が底径が大きいのに対し、 60・61は底径が小さい。一方、後者の法量は62が口径

12.0cm、底径6.8cm、器高3.8cmで、 65は口佳13.8cm、底径7.8cm、器高4.0cmと口径にばらつきが見

られる。すべて内湾する器形で、器高が高〈、器壁が薄〈作られたものである。

67一白磁 口瓦碗の口縁小片。口縁部は外反がやや強い。素地は黒色粉粒を少量交える白色土。
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図36 II面下かわらけ溜り出土遺物(2)

軸薬は淡〈緑がかった灰白色で透明である。

日一白青磁 皿の底~体部片、底径2.9cm。器形は小さく平らな底部から緩やかに外方に延びる体

部で、下端はへラ削りでやや屈曲して立ち上がり、口縁側は外反する傾向にある。素地は黒色粉粒

を少量含む白色土、粕薬はやや失透した水青色である。

69一褐軸 壷の肩部片。素地は灰色で黒色 ・白色粒をやや多く交じえ、微孔が少しあるが粘性の

たかい胎土。外面に淡茶色で光沢のある非常に薄い柑を施している。

70・76一銭 70開元通宝 (621年)、 71景祐元宝(1034年)、 72皇宋通宝 (1039年)、 73照寧元宝 (1068

年)、 74元豊通宝 (1078年)、 75景祐元宝 (1101年)、 76聖宋通宝 (1039年)。
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II面下出土遺物(図37・38)g. 

1-4は口径7. 6cm -7 . 9cm、底1-11は小型品。すべてロクロ成形である。1~17ーかわらけ

3 . 4カ涼ヰ径4.4cm -5. 6cm、器高l.7cmで、ある。器高が低〈、体部は 1. 2が斜め上方に直線的に、

め上方に幾分内湾して立ち上る。ともに口縁端部が薄くならず丸〈治まる。5-7は口径7.9cm、底

径5.5cm、器高1. 9cm -2 . 2cmで、ある。器高がやや高めで、体部が内湾して立ち上がる。底部は糸切り

8・9・11は口径7.8cm-8. Ocm、底径5.3cm-5. 5cm、位置が低いため、厚くなり突出底状を呈する。

器高1.8cmで、ある。休部下半に屈曲部を持ち、屈曲部から直線的ないし僅かに内湾して立ち上がる。

10は口径7.4cm、底徒4.6cm、器高2.0cm。体部は強〈内湾している。

立ち姿の鶴二羽が描かれている。外面体11は墨書かわらげである。内面を中心に抽象化された、

部の屈曲部に焼成後の粗い削りが施され稜を部分的に消している。

口径12.3cm-12.9cm、底径7.3cm -8. 2cm、器高3.4cm-3.6cmo 12-14は体部が12-19は大型品。

内湾して立ち上がり、丸味のある口縁端部を有する。15・16は体部は底部から斜め上方にやや直線

口縁下に口縁下のナデで内湾気味になる。17-19は体部が内湾気味に立ち上り、的に立ち上がり、

ナデによる弱い稜が巡る。

20は蓮弁文碗で口径11.1cm。細い単弁の鏑蓮弁を外面に配す。素地は灰白色で、20~22ー青磁

軸薬は淡青縁色で厚〈、半ば失透している。 21は無文碗で口径10.9cm。厚手で内湾した体部を持つ。

口縁を水平に折り曲げ、端素地は灰色で堅級、軸薬は淡青緑色透明である。 22は折縁鉢口縁小片。

部が上方に引き出した形である。素地は灰白色、利薬は透明な青緑色を呈し貫入が多い。

23は皿で底径3.0cmo 器壁は小ふ、りの平らな底部から緩やかに外方に延びる。外23~25一青白磁

4 

4 
底は掻き取りで露胎である。素地は白色で堅織、和薬は透明な水青色である。 24は花生の底部片。

4 

4 

底部から胴部にかけて段状になり、類例から察すると六角形の胴部を呈するようである。素地は白

色堅織、軸薬は透明な青白色である。25は梅瓶胴部片。器表に渦巻文が彫られている。素地は灰白

色で結晶状を呈し、利薬は淡青白色、ほぽ完全な透明紬である。

4 
輪花小皿で復元口径7.0cm、底径2.4cm、器高1.3cm。口縁部に切込を入れて輪花状に表26一白磁

4 

4 

現する。内面に細い区画線の中に草花文を型捺ししている。素地は白色で堅轍、柑薬は透明で白色

口縁端部は軸を掻き取られて口冗になる。軸を施すが、

長胴壷底部片で底径6.6cm。内外底面は粗い ロクロ目を残し、こげ茶色の軸が外底まで27一褐軸

施されている。素地は茶褐色を呈し爽雑物の少〈粘性の強い精良土である。

入子で底径4.3cm。ロクロ成形で底部は厚〈、糸切り痕を残す。外面に自然柑が見られ31一瀬戸

る。胎土は灰色で精良、焼成は硬質である。

4 

4 
ロクロ成形ですべて胎土は水簸された良質土で、焼成が良好でm灰白色を呈す。28~30一山茶碗

-

4

・a

4

4

・4

・4
4

薄い器壁をもち、外底には糸切り痕を留める。切り離し後粘土紐を貼り付けて高台を作る。畳付部

には籾痕を残す。28が底径5.2cm、29が底径4.6cm、30が底径3.9cmて治る。

- 60一



可

4
1

司

a司 Q
d
 

a

司

可

4

・司
4

・・司

4

4

L&困 (L)助要芋昭二l!!i!!II

ti 

寸

司

4

4
『

ii 

一

l

J
 

I
 

。 山~OT

LZ日1
Y羊三

/‘~::;:~l 
，ダ"三ゴ
523i宅J

タ当竺ミ。/ノ
f-kfγr~ 
よ

一
一
一

一
一

一

k
t

「一
員

-F
 「=トミ当 r-下主 品 r 

乞ートーム¥ 正三下三¥ F千戸「
r二i二ミ εi=~ r-半主

γ一寸~ 

F二亡三

0(2午三汽

佐ミ~ュ\
Iシ→宅全

Fヱ羊三三当

~二宅三二ミ

rートーへ



32~34ー常滑 32は聾口縁片。口縁部は強く水平方向に折り曲げ、丁寧な横ナデで口端を上方へ

つまみ出している。胎土は白色粒を交じえ、粘性のある良土で灰黒色。口縁内面に暗緑色の自然利l

がかかる。 33は鳶口壷で底径8.1cm。肩部には一条の沈線を巡らし、胴部は指頭圧痕を残す部分と、

へラ削りで整形を施す部分とがある。内面全体に指頭圧痕を残し、紅が付着する。紅は圧痕の深い

所に溜る。JJ台土は石粒の少ない灰黒色の良土。 34は担鉢、復元口径36.2cm、底径17.9cm、器高11.3

35 と三コ 37

、トー仁ゴ/ 軍."，...-:g 

Cコ
41 

霊童霊》
正室主空信芸訟43 11 

G144 鯵45運委46
。 lOcm 

図38 II面下出土遺物(2)
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cm。口縁部に片口を持ち、角ばる口縁で端部が凹んでいる。口縁部は横ナデ、下半は木口状工具に

よる縦ナデ搭き上げで整形を施している。胎土は石粒の多い粗土で淡澄色。

35一山茶碗窯系握鉢 復元口径32.2cm、底径12.9cm、器高12.8cm。口縁部は口縁下の横ナデで外

反し、端音11が丸味を有してやや肥厚する。I1台土は石粒の多いザックリした粗土で、焼成は硬い焼き。

36一女瓦 凸面は斜格子の叩き締めを施す。粗い離れ砂が付着している。凹面は細かな布目痕が

残り、離れ砂は見られない。側面は二回のへラ削りで面取りする。胎土は石英粒 ・砂粒を含むが粘

性があり、硬質な焼きになる。

37一砥石 仕上砥、方板状の緑色味灰白色の泥板岩である。砥面は中央にかけて良〈磨滅し薄く

なる。両側面は鋸による擦り切り痕がある。

38・40・41ー漆製品 38は輪高台の椀で底径8.9cmo iハ」字形の高めの高台を持つ。内面には波

頭をあしらう手描き文様が見られる。周縁の破面は意識的に加工きれている。高台内には「二」と

漆描き落としたによる記号様のものがある。40は脚の飾りとして使われた部品である。黒漆塗 りで

上端と左端の木口は白木のままである。径 6mmの孔が聞く、上端木口にも貫通しない小干しがあり、

これは膳の盤に取り付けるための木釘穴であろうか。黒漆塗りの膳の脚である。仕口付近は刃物で

削りが加えられ、下端は欠損する。

39・42・43一木製品 39は独楽である。復元直径 6cmで口縁部の厚い碗型を呈す。内外面は細か

く丹念な削りを施し、さらに墨が全面に塗られている。芯棒は差 し込み式で中央に径1.2cm孔が聞く 。

42は竪櫛で長さ13cm以上、 l隔1l.6cm前後、柄の長さ8.3cm。頂部は如意頭状を呈し側面に抜ける斜め

の干しがある。歯は推定18本あったものと思われる。43は用途不明品である。表面は両端が丸味を持

たせて断面半円形に削り、片面は平らでに仕上げている。中央部には深い削り込みが加えられ、凹

んだ形になる。

44~46一銭 44天聖元宝 (1023年)、 45皇宋通宝(1039年)、 46照寧元宝 (1068年)。

3. III面

，._ 

、M

a. III面遺構出土遺物(図39)

土破2

1・2ーかわらけ lはロクロ成形の小型品である。口径9.5cm、底径7.0cm、器高2.1cmで、体部は

斜め上方に伸びる貧弱な器壁を持ち、器高の低いもの。 2は手提ね成形の大型で、、口径12.2cm、器

肉は薄〈、体部中位の稜はさほど強くなく、丸味のある口縁端部を持つ。

3一銭 開元通宝 (621年)。

柱穴 9

4ーかわらけ 手握ねかわらけの大型品である。口径12.3cm、体部中位にくびれを有し、尖り気

味の口縁端部を持つ。胎土はきめが粗〈、灰黄色を呈す。

q
J
 

P
O
 



h
F
土
墳
2

柱穴14

ゆ3

--;31 

7は5 . 6は手提ね成形、5 ~ 7ーかわらけ

三二
5は小型で、口径9.6cm、ロクロ成形の製品である。

器肉が薄〈、体部中位の稜はやや強〈、尖り気味

6は手提ねかわらけの大型品の口縁端部を持つ。

三三アミ=ョ
』
F

柱
穴

9

で口径13.5cm、体部中位の稜は非常に強〈、尖り

7は大型品で復元気味で凹んだ口縁端部を持つ。

:ョ
. . 

キコ
三ヨ J

宅ヨ J
口径12.6cm、底径8.2cm、器高3.1cm、浅くて器高

の低い皿形を呈する。体部中位でやや外反し、厚

手の器壁の作りである。胎土に白色針状物質が多

〈見られる。

b. III面溝 2出土遺物(図40・41)

1 -12は糸切り底のロクロ1 ~15ーかわらけ
司4. III面遺構出土遺物図39成形、 13-15は手提ね成形の製品である。

1-5は口f壬7. 8cm -8 . Ocm、1-7は小型品。

4 . 1 . 2は体部が斜め上方に立ち上がり口縁部が内湾底径5.4cm-5 .8cm、器高1.7cm -1. 9cmで、ある。

4 

・6

4・5は体部下半に屈曲部をを持ち、屈曲部から斜め上方に直線的に、する器形を呈するのに対し、

口縁端5は器肉が均一で、、体音15が内湾気味に立ち上がり、口縁端部が薄くなるもの。立ち上がり、
4 

4 6は口径8.8cm、底径6.1cm、器高1.4cm、器高が低〈器壁の極めて薄いもので、部が丸味をもつる。

4 

4 

7は口径9.3cm、底径6.7cm、器高2.0cm、休部は斜め上方へ内体部は斜め上方へ内湾気味に延び、る。

4 

4 

8 -10は口f圭12.38 -12は大型品。湾気味に延びる貧弱な器壁を持ち薄い作りの口縁部を有する。

8は体部が内湾して高めの器高を持ち、器肉は底cm12.8cm、底径7.3cm、8.1cm，器高3.5cmで、ある。
白

4

4

A

.

.

 

9・10は厚手の器肉を持ち、体部が内湾気味に立ち上が部が厚〈体部から口縁にかけて薄くなる。

る。 11は口径に比べ底径の小さくなるもので、体部は内湾気味に立ち上がり口縁下のナデにより端

4 

• 
部が尖り気味になる。 12は口径13.0cm、底径8.3cm、器高2.9cmと低い器高を有し、内湾した体部を

持ち底部の厚い器壁である。

‘ a 13-15は手控ね成形の大型品。13は口径13.0cm、器高3.0cmと低い器高を有する。体部下半の稜の
4
a司

a
a司

A
a可

口縁端部がやや尖り、外底は凹んだ形である。14は口径13.0cm、器高3.2cm、休部中位弱いもので、

の稜がさほど強くなく、口縁端部が丸味を持つ。 15は口径13.2cm、器高3.7cm、体部中位の稜が強〈、

4 
〈びれを有し休部に比べ底部が厚手の器肉を持ち、尖り気味の口縁端部である。

a司

4

4

4

4

・4

・

16は櫛掻文皿の体部片、復元口径9.5cmで、ある。秘薬は灰緑色で透明。素地は黄色16~18一青磁

4 

• 
4 

味をおびた灰色で気孔を含むが堅綴である。 17・18は錆蓮弁文碗である。 17は口径14.5cm、幅広の

蓮弁文をもっ。秘薬は青緑色で透明。素地は灰色、粘りが強〈締りが良い。 18は口径16.3cm、幅広
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の蓮弁文をもち、口縁音11はわずかに外反する。利l薬はj炎青繰色てや半透明。素地は灰色で粘性強い。

19一貫柚陶器 泉州窯系の盤底部片である。黄土色の荊11の地に茶褐色の鉄絵で・文様を描いている。

外底は露JJ台の砂底でナデで整形する。素地は石粒が少ない粘性のある土で、焼成良好。

20一山茶碗窯系握鉢 口径26.2cm、口縁部は口縁下の検ナデで外反気味になり、端部が丸〈肥厚

する。JJ台土は石粒の多いザックリした粗土、焼成は硬く焼き締り灰色である。

24 
d 、1:t戸

25 26 

て一一一-t:一一ーグ

23 

27 。 lOcm 

亡=二二二二コ 日二二二二ココ

図41 III商溝 2出土遺物(2)

- 66-



瓦当文様は左回り三巴文である。巴文は断面台形状を呈 し、周縁部は幅が狭〈低い作21一鐙瓦

りで、離れ砂が付着する。瓦当面には粘土剥ぎ取り時の糸切り痕ないし泡の木目の条線が認められ

る。瓦当裏面には指頭圧痕を残す。胎土は石粒の多いもので、焼成良好、茶灰色を呈す。

口縁部は強〈横方向に外反させ、丁寧な横ナデで口端を上復元口径40.2cmで、ある。22一常j骨聾

方につまみ上げている。胎土は白 ・黒石粒の多い岩石質もので、灰褐色をを呈す。

長さ 19.2cm、幅0.8cm、厚さ 3mmと細長く、両面ともに良〈研磨されたものである。23ー骨製斧

24皇宋通宝 (1039年)、 25照寧元宝 (1068年)、 26紹聖元宝 (1094年)。24~26一銭

陽物で長さ16.8cm、径4.4cm。丸棒状になる様に削り出し、頭部は刃物により丁寧な27ー木製品

削りで仕上げている。上面はやや平らな作りである。

28は無高台の皿で口径9.6cm、底径7.6cm、器高1.0cmである。木地・漆の状態は28~30ー漆製品

良好で、、朱文は抽象的で、松をモチーフにした文様を内面だけに描いている。成形時のロクロ目痕を

残すが、薄手の器肉である。29は輪高台の椀で底径7.6cm、漆は部分に剥がれており、木地には、め

しっかりした造りの高台である。30は黒漆塗り l膳で長さ30.3x 28. 3cm、厚さがずり。が見られる。

四隅は削り込んで雲形状にする。外周には低い縁がめぐる。二脚が取中央 6mm、両端 5mmであり、

四隅付近と左 ・右の中央六ケ所に孔が開けられ、 l膳部と脚部を取り付けるため使わり付くらしく、

れた木釘も一部遺存する。漆は遺存状態が悪〈剥がれが多い。
~ . 

と読める。うにて候園田ち七(圃)圃回回回園口口…」(回)「きたは(ほ) 回きの31ー木簡

長さ24.4cm、幅が上端3.1cm・下端2.5cm、厚さ 2-3 mmで長方形の薄い板目材を使用し、両端には

鋸引きで切断し、刃物で削り側面を整えている。濃の最下層から出土した。

c. III面上出土遺物(図42・43)‘ 
" 

8-11手担ね成形の製品である。1-7は糸切り底ロクロ成形で、1 ~ 11ーかわらけ
‘ 、，

1 -3は口径7.4cm -7 . 6cm、底径5.3cm、器高1.8cm、休部中位にやや弱い屈曲1-6は小型品。

3は外面口縁に指頭押しによる片口状部を持ち内湾する器形を持つ、体部に比べ底部の厚いもの。

弘

、

4は口径8.5cm、底径6.4cm、器高1.8cmで体部下半に屈曲部を持ち、内湾気味ののものが見られる。
、
、，

5 . 6は器高が低〈内湾した貧弱な器壁を持つ器形で一周り口径が大きく、内底部が盛り上がる。

6が口径8.9cm、底径7.4cm、器高1.5cmで、あ5が口径8.1cm、底径6.4cm、器高1.5cm、ものである。
h
邑
F

h

，
a

‘，r
h

，

る。大型の 7は口径12.7cm、底径8.5cm、器高3.1cmて"ある。器高が低〈体部下半に弱い稜を有し、

浅い角度で立ち上がる。

9は口径9.2cm、器高2.1cmで、ある。8は口径9.3cm、器高1.8cm、8 . 9は手担ね成形の小型品。

口縁部はくぴれ端部が尖り気味になり、薄い器肉である。低い8は体部下位の稜が明瞭でないが、

口縁はナデ整形により端部が尖る。 10・11は大型品である。9は体部下位に強い稜が巡り、器高。

9は口径13.1cm、器高3.8cmて、ある。体部中位に強い稜を持ち〈びれ10は口径13.5cm、器高3.9cm、

を有し、尖り気味の口縁端部になる。比較的薄手の器壁である。
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12~14一青磁 すべて鏑蓮弁文碗口縁片である。 12は口縁部が僅かに外反する。幅広い蓮弁で稜

線が明瞭にわかる。素地は灰色で粘性が強い。軸薬は灰緑色の透明である。 13は復元口径16.4cm、

錆の稜線が見られる。素地は灰色でやや岩石質で、軸薬は淡い青灰色の不透明である。 14は幅広い

蓮弁で明瞭な稜が残る。素地は灰白色で堅級、粕薬は淡い青緑色の半透明である。

15ー青白磁 水滴の体部片か。素地は白色で堅織、利薬は淡い水青色の透明である。

16一褐軸 壷胴部片と思われる。褐灰色の轍密な素地に粗砂 ・石粒を少し含み、石粒が溶けかけ

る程よく焼き締ったものである。軸薬は外面が黒褐色に、内面がまだらに施される。

17・18一瀬戸 17は卸皿で口径13.5cmである。体部に屈曲を持ち上方に立ち上がり、口縁端部が

角ばるものである。器壁が薄い造りである。胎土は黄色をおびた灰白色で、灰緑色の薄い柑がハケ

主主りされている。 18は入子、底径4.0cmで、ある。丸形を呈したロクロ成形のもので、外底には糸切り

痕が残る。内底に降灰が見られる。胎土は精良で灰色を呈し、焼成は硬い焼き上がりである。

19ー常滑 聾口縁片である。 口縁部は強〈水平方向に折り 曲げ、丁寧なナデで口端を上方のみに

号|き上げられている。胎土は白色粒を少し含んだ良土で灰黒色を呈しする。

20一白かわらけ 復元口径5.2cm、器高1.2cm。口縁が内方へ折り曲げられる 「内折れ」形の小皿

である。口縁は回しナテーの段階で、内側へ折り込む。胎土はきめ細かい粘土に微細砂を若干交え、肌

色に近い色調である。

21ーかわらけ円盤 ロクロ成形のかわらけを円形に加工したものである。径4.3cm、厚き 6mm、外

周は丸〈打ち欠いた後、研磨している。

22一宇瓦 瓦当の厚さ6.5cm、復元上弦 ・下弦幅25.1cm・24.2cmの段顎形式で、ある。内区文様は蓮

華の奮をもっ扇行唐草丈である。界線に より内外区を分け、外区内縁に珠文を置いている。珠文は

上外区が三個一組にしたもので、下外区は密に配したもので、脇区には見られない。瓦当面に布目

痕が着くが折り曲げ造りではなく、女瓦端部に別粘土を貼り 付けて瓦当部としたものである。凹面

には布目痕、凸面はナデ調整を施す。表面が灰黒色、胎土は灰褐色の精良土で良〈焼き締る。

23~28一鉄製品 23は長斧、長さ 15.6cm、刃部幅4.7cm、柄取付き部幅2.9cm・厚さ2.1cmで、ある。

頂部は断面方形で厚〈刃部に向かつて内側に丸みを持ちながら薄くなり、扇形を呈した刃先に作ら

れている。柄を差し込む長方形の孔が聞く。 24は長さ17.4cmの火箸で、ある。身部の断面は丸形で柄

に取り付く部分は四角に近い形である。身部と柄部の境めの所は太くなる。 25-28は角釘である。

25は長さ 13cm、幅 6mm程て‘ある。 26は長さ9.6cm、幅 4mm程で、 27は長さ6.6cm、幅 4mm程、 28は長

さ6.2cm以上、幅 5mm程である。

29~33一銭 29開元通宝 (621年)・背面 '-J、30戚平元宝 (998年)、 31嘉祐通宝 (1056年)、 32

紹聖元宝 (1094年)、 33元符通宝(1098年)。

34・35一硯 34は長方硯、長さ 1l.7cm以上、幅5.7cm以上である。断面台形状を呈す。周縁部は細

かく打ち欠いている。灰黒色の粘板岩質である。 35は長方硯、長さ 12.2cmである。灰黒色の粘板岩

質で部分的に赤昧をおびる。周縁は薄〈低い。陸部と海部にそれぞれ墨痕が見られる。
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図43 旧面上出土遺物(2)

a. III面下第 1トレンチ出土遺物(図44)

1~6 ーかわらけ 1 -5はロクロ成形で、 5・6は手控ね成形の製品である。

lは大型で、口径13.8cm、底径9.8cm、器高3.3cmで、ある。体部は内湾して浅い角度で立ち上がる器

形を持ち、器高が低〈体部のロ クロ目が良〈残る。外底には細かな糸切り痕が認められる。 2-4 

は小型品である。 2は口径9.4cm、底径7.6cm、器高2.0cmで、大きい口径で、底径比との差が余 りな

い。体部下半に屈曲部をもつが、口縁端部が尖り 気味の模形を呈 した器壁である。 3は口径9.2cm、

底径6.4cm、器高1.8cmである。休部は底部に比べ薄い器肉で、斜め上方に直線的に立ち上がる器形

を呈している。外底の糸切りは低い位置で行われ凹んでいるが、内底は突出状を呈す。4は口径8.5

cm、底径4.8cm、器高1.8cmて"ある。口径と底径比との差が大きい。体部は斜め上方に内湾しながら

立ち上がり、口端が丸〈仕上げられている。厚手の器壁をもっ。口端の一部は焼成後のへラ削りで

平らにしている。

4 . トレンチ調査

¥γートーク ミ二トイ

ヤ 七イ ミ £三夕

、二主J。

“ 

lOcm 

図44 III面下第 1トレンチ出土遺物

36ー漆器 輸高台皿で口径9.0cm、底径6.3cm、

器高1.6cmである。漆・木質部は遺存状態良好で、あ

る。文様は南国風の木を思わせる手描きの図柄で

ある。器表は光沢があり、朱はやや窯んでいる。

高台内にはロ クロ爪の跡が残っている。

37一木製品 独楽で高さ4.7cm、芯棒長さ2.4cm

である。身部は長方体を呈 し、高さ2.1cm，幅1.3

cm 四方で先端部の尖った四角椎状に削り出してい

る。芯棒は丁寧な削りで断面を丸〈仕上げており、

身部とは差 し込み式で接合している。

4 

4 

4 
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III面下第 2トレンチ出土遺物
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5 . 6は小型の手控ねである。 5は口径8.9cm、器高2.1cmで、体部下位に弱い稜を有し、口縁端部

は強いナデを施し角ばる。全体に厚手の器肉である。 6は口径9.2cm、器高2.3cmで、体部下位に強め

の稜をもち、〈びれていて口縁端部が内外面のナデで細〈尖り気味になる。厚手の器肉である。

b. III面下第 2トレンチかわらけ溜り出土遺物(図45・46)

1 ~46ーかわらけ 1 -13はロクロ成形、 14-46は手控ね成形の製品である。

1 -12は小型品である。 1は口径8.5cm、底径6.8cm、器高1.4cm、2は口径9.5cm、底径7.3cm、器

高1.7cmで、ある。共に器高が低〈、斜め上方に直線的な立ち上が りをもっ器形である。口縁端部が丸

く治まるものである。 1が口径が小さめで薄い器肉であるのに対し、 2が厚手の器肉で口径も大き

い。3は口径9.0cm、底径7.4cm、器高1.7cmで、斜め上方に直線的な体部をもつが、口縁部で僅かに内

湾気味になる。底部に比べて体部の器肉が薄いものである。 4・5は口径9.8cm、底径7.4cm、器高

2.2cmで、斜め上方に立ち上がる直線的な体部をもっ。口縁端部は僅かに肥厚し丸味が強いものである。

底部壁は糸切り位置が低いために分厚く、突出底状を呈す。回転の弱い糸切り痕であり、糸切りの

直しが認められる。6も底部が分厚く、近い体部の器形を見せるが、口径8.9cm底径7.4cm、器高2.2

cmと口径が一周り小さい。 7は口径10.0cm、底径8.8cm、器高2.2cmで、体部は斜め上方に立ち上がる

模形の器壁で、口径と底径との差が少ないものである。底部が厚く、突出底状を呈す。8は口径10.0

cm、底径7.2cm、器高2.0cmで薄い器肉の器高が浅いものである。体部下位に弱い稜を有し、内湾気

味に立ち上がる。9は口径8.6cm、底径5.6cm、器高1.5cmで薄い器肉の低い器壁を持ち、底径が小さ

いために体部は逆「ハ」で幾分外半気味に立ち上がる。 10は口径9.8cm、底径7.3cm、器高2.5cmで高

めの器高を持つ。体部中位から僅かに外反気味の口縁部になる。やや強めのロクロ痕が体部に残る。

11・12は体部下位に強い屈曲部を有し、屈曲部から上方に強〈内湾する器形を呈する。 外底は中央

が凹んだ様に糸切りが施されるが、突出底状に底部がなる。 11は口径8.4cm、底径5.8cm、器高1.7cm 

と低い器高である。 12は口径9.6cm、底径6.0cr口、器高2.0cmで、底部に糸切りの切り直した痕跡が認め

られる。13は大型で、口径13.8cm、底径9.2cm、器高3.3cm、口径が大きいわりに器高の低いものであ

る。体部にはロクロ目痕が強〈残っている。内湾した器壁を有している。

14-29は小型品の毛担ねである。 14-19は体部下位に強い明瞭な稜を持ち、〈ぴれ部が作られて

いる。口縁部は強い横ナデ成形で端部が内湾して先端が尖り気味になるものが殆どである。 14-17・

19は口径9.Ocm-9 .5cm、器高1.9cm-2.1cm、18は口径9.8cm、器高2.5cmで、口縁端部が凹み状になる。

21・22は体部下位に稜を有するが、余りくびれていないものである。口径9. 3cm -9 . 5cm、器高2.1cm

-2.3cmて、ある。23-28は器高の低い一群である。23・28はそれぞ、れ口径9.2cm、器高1.6cmと、口径

9.7cm、器高1.6cmで薄い器肉で幾分〈びれて外反した体部になる。 24は体部下位に強めの稜を有し、

口縁端部が尖り気味になる。器肉は厚手である。口径9.6cm、器高1.8cmで、ある。 25・26は体部下位

の稜が不明瞭で、、内湾した器形を呈し、口縁の端部が丸くなる。口径9.2cm、器高1.8cmで浅い器形

で厚手の器壁を持つ。 27・29も休部下位の稜が不明瞭で、、内湾した器形を呈するが、 27は薄い器肉
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III面下第 2トレンチかわらけ溜り出土遺物(1)図46

になっており、 29は厚手のもので高めの器高を有している。法量はそれぞれ口径9.7cm、器高1.5cm

口径9.7cm、器高2.2cmである。と、

30-46は手担ね成形大型品である。 30-34は体部下位の稜が不明瞭で、、 内湾した器形を呈し口縁、
、，

口径13.2cm -13. 8cm、器高3.1cm-3.5cmで、低めの器高で、ある。35・端部が丸〈仕上げられている。

ただ口縁端部は丸味を持36も低めの器高を有するが、体部下位の稜が幾分明瞭になるものである。

口縁〈ぴれ部が作られており、深い器形を呈する。つ。 37-46は体部中位に強い明瞭な稜を持ち、
、
、

部は強い横ナデ成形をするために端部が内湾して尖り気味に仕上げられている。端商が溝状に凹ん

口径12.7cm-13.5cm、器高3.7cm-4. Ocmで、ある。も認められた。(42-44) だもの
h

v

h

・，』，
瓦当部を殆んど欠失しているが、唐草文である。永福寺創建期の所用瓦の均正唐草文47一宇瓦

凹面はやや粗いと同文タイプである。製作技法は女瓦凸面端部に粘土を貼り付けて瓦当部を作る。b

v

h

，
.F 

凹面広端部と側縁にはへラ削凸面には離れ砂が縄目 叩きにより打ち込まれている。布目痕を残 し、

りの整形が施されている。胎土は砂粒・ 小石を含むが粘性のある良い土で焼きも硬い。表面が灰黒
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色、芯部が灰色を呈する。
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、

、
" 
h 

c. III面下第 2トレンチ出土遺物(図47)" 

1-11は糸切り底でロクロ成形、 12-25は丸底で手担ね成形である。1 ~25ーかわらけ
‘.，‘，

L
E
，‘， 

1は口径:1-4は底部が厚手で休部壁の薄いものである。1-7はロクロ成形の小型品である。

8.9cm、底径6.5cm、器高1.8cmで底部から外反しながら立ち上がり、体部中位に屈曲部を有し内湾すh 

- 2は口径9.3cm、底径7.2cm、器高1.6cmで、底部から外反しながら立ち上がるが、屈曲部を持たずる。

3も屈曲部を有しない、斜め上方に聞く器壁であるが、器肉の斜め上方に聞くような器壁である。

、
" 

厚さが全体にさほど変わらないものであり、口縁の端部は丸〈治められている。口径9.7cm、底径7.7
h 

-
4は口径8.8cm、底径7.2cm、器高2.2cmで体部が斜め上方に立ち上がるが、cm、器高1.9cmで、ある。、除

、
僅かに内湾しているものである。底部は厚〈、特に底部は糸切り位置が低いために分厚く、粘土が

5 . 7は底部が厚手で体部壁の薄いもので、体部が斜め上方に立ちはみ出して突出底状を呈する。

、
~ 

上がるが、口縁部の直下に強い横ナデが施されて端部が尖り気味である。法量はそれぞれ口径9.6cm、
、
、，

6は口径9.4cm、底底径7.6cm、器高1.6cmと口径9.3cm、底径6.4cm、器高1.6cmでイ民い器高で、ある。

径6.1cm、器高l.7cmで、全体に薄めの器肉を有したものである。体部は僅かに内湾しながら立ち上が
h
.

‘，‘.‘
F
h
p
 

り、丸味を持った口縁端部にいたる。

8 . 9は器高が低〈、底部から斜め上方にやや直線的な器壁を持つもの8-11は大型品である。

で、口縁直下に弱い稜が巡っている。口径13.4cm、底径9.7cm、器高3.1cmと口径12.9cm、底径8.3cm、、
、

器高3.0cmてpある。 10も器高の低いものであるが、底部から斜め上方に幾分内湾気味に立ち上がり、

器肉は底部から口縁部にかけて急に薄くなる。体部に比べ底部が厚手に作られている。口径13.6cm、

底径9.5cm、器高3.1cmで、ある。11は口径13.1cm、底径8.6cm、器高3.2cmで、器肉は基底部が厚〈 、底

h 

' 
血

" 
部中央や体部が薄手である。体部には強めのロクロ目痕を残し、器形は底部から内湾して立ち上がh 

b 

口縁端部は外反気味になる。り、中位から口縁にかけて強い横ナデ整形を施し、、
、，

手提ね成形は12-15は小型品で、 16-25は大型品である。小型の12-14は体部下位の稜が不明瞭

なものである。 12は口径9.1cm、器高2.2cmで厚い器壁を持ち、稜部から聞き気味の体部で口縁端は

弘、
やや尖っている。 13は口径9.7cm、器高2.3cmで、底部中央が薄くなる器壁を持ち、潰れた様な器形で

恥

砂

口縁部に強いナデを受ける。14は口径8.9cm、器高2.2cmで極めて内湾の強い器形を呈する。15は口

径9.5cm、器高2.2cmて胴体部下位に稜が弱くつくもので、薄めの器壁で特に底部中央が薄 〈出来てい" 
口縁は強い横ナテボの整形で、尖った端る。大型の16-20は体部中位の稜が明瞭でくびれた形になる c

.砂

口径13.1cm -13. 6cm、器高3.9cm -4. 2cmで・全体に器高の高い一群て・ある。21-25は体部を形作る。
‘' 

このうち21は体部中位の稜から斜め上方に直線的に立ち上が部中位の稜がやや不明瞭ものである。

口径13.7cm、器高口佳13.3cm、器高3.7cmo 21・22は口径13.6cm、器高3.2cmと、る器形を呈する。

、，

3.2cmで低い器高を有し、内湾した器形になるものである。24・25は休部中位の稜が幾分見られるも
、伊

ので、器高も比較的高めて。ある。21は口径13.1cm、器高3.9cm、22は口径13.6cm、器高3.7cmでbある。

共に底部から胴部片である。28は復元底径12.1cm、外面は胴部下端に

75 -
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へラ削りで整形し、断面台形状の貼り付け高台を持つ。胴部から内底にかけて良〈磨滅している。

胎土は灰色で小石粒の多い粗土である。29は外底に断面長方形のし っかりした貼り付け高台を持ち、

内底の器壁が薄くなるまで良〈磨滅している。胎土は幾分青昧おびた灰色で、小石粒 ・砂粒を含む

が粘性のある土である事から渥美系の担鉢かも知れない。

30・31一白かわらけ 30は復元口径6.7cm、底径6.4cm、最大径7.5cm、器高1.0cmである。口縁が

内方へ折り曲げられる「内折れ」形の手控ね成形の小皿である。胎土はきめのやや細かい粘土に細

砂を交じえ幾分肌色に近い白色である。31は手担ね成形で復元口径9.1cm、底径5.6cm、器高2.5cmで‘

ある。胎土はきめの細かい微砂質で、やや赤昧がかる部分もある。体部下半に弱い指頭圧痕が認め

られる。

32一瓦器碗 口縁から体部片。外面の体下部には指頭痕が未調整のまま残り、口縁と内面は磨か

れている。体下部にはへラによる押し込みがなされる。内面の側壁面と外面白縁下に横位の暗文が

施されている。胎土は精製された粘土で、色調は表面が黒灰色で芯部が灰色である。

(原)
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第四章 まとめ

遺跡地の歴史的な風景を見ると、南に武蔵国へ通じる要路の六浦路、西方には足利氏ゆかりの浄

妙寺、報国寺、北東に大慈寺跡・明王院五大堂が指呼の距離にある。また『吾妻鏡』で知られるよ

うに六浦路沿いには閉幕当初、大倉幕府はじめ有力御家人の居館が営まれ、遺跡地周辺も早くから

開けていたことは想像に難くない。

本調査地点の北側の道路と側溝によって形成される区画は、 III面から I面に至る間改修や補修を

含めて、部分的な作り替えを繰り返しながら、 13世紀から15世紀にかけて連綿と生活の場が展開す

るという、当時の状況を示唆してくれる。このことは先に述べた検出した遺構や遺物の豊富さから

も理解されよう。しかし、道路や溝といった表の場はいくら姿備されていても、南側に広がる生活

面は各面で大きく様相が異なっていた。 II面の時期には明確な区画の中で、通路を挟んだ両側に建

物を配するというある程度の整然とした構成が存在しているが、残念ながら凹面・ I面では南側に

広がる生活の様子を、調査地内の遺構からは読み取ることができなかった。

ここでは、 I面-III面において検出された遺構を整理し、出土遺物も含め全体を 3時期に分けて

若干の検討を加え、調査地点の生活空間の変化を追ってまとめとしたい。

I期 III面及びIII面下の遺構がこの時期に相当し、中世の基盤層上面(地山)を生活面とする。

遺構は、道路と側溝(溝 2)・土撰・かわらけ溜りと建物を構成しない柱穴が認められた。遺物は少

量だが、同安窯系青磁皿 ・龍泉窯系の劃花文碗や幅広の蓮弁文碗で、かわらけには外面の稜が鋭〈

口唇部が縁帯状の手担ね成形と、ロクロ成形で器高低〈外面に強い丸味を持ち底径の大きなもの、

八幡宮・永福寺所用瓦で創建期型式の鐙 ・字瓦、土器質鉢形手熔りなどがあり、出土遺物の組成か

らみて13世紀前葉~中頃に比定したいところである。

II期 II面及びII面下の遺構がこの時期に相当し、生活面は大規模な地業が行われ、道路と構

(溝 1)、直行または平行した建物群と、それを区画する通路は、この地域が最も栄えた時期といえ

る。遺物の種類も豊富で多量に出土した。龍泉窯系青磁蓮弁文碗、白磁口冗皿、常滑・瀬戸の量が

多く魚住の鉢や瓦質輪花手熔り、かわらけは殆んどがロクロ成形て"口径は大皿13cm.小皿 8cm以内

にまとまる。当期の年代は、概ね13世紀後葉-14世紀前葉頃の時期におきたい。

III期 1面上の生活面で検出した全ての遺構がこの時期に相当し、道路は補修され引き続き残

るが、しっかり とした構造の木組み側溝はすでに機能を失い埋没しており、溝は石積みのに変わり 、

切石列・土境・井戸などの遺構が認められたが、明確な区画の中で整然と建物を配置する ような遺

構が存在していない。井戸の存在から生活の場は調査範囲より南側に広がっていた可能性も考えら

れる。出土遺物は量的に少なく、龍泉窯系青磁鉢、瀬戸天目茶碗 ・灰軸皿、井戸出土の口縁が外反

傾向をもつかわらけがあり、当期の年代は概ね14世紀中葉-15世紀前葉頃の時期を考えておきたい。
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公方屋敷跡、の花粉化石く附篇〉

茂(パレオ ・ラボ)鈴木

1.はじめに

公方屋敷跡遺跡は鎌倉市浄明寺字稲荷小路143番 2に位置しており、木組の溝や通路状遺構、住居

こうした遺構 ・遺物から予想き跡、土坑など、 14世紀を中心とした遺構や造物が検出されている。

したがって周辺植生もこうしたれる遺跡周辺は人間によりかなり開けた景観であったと思われる。

影響をうけていたことが予想され、花粉分析結果にどのような傾向として示されるか興味深い。

2.試料

2面上の住花粉分析用試料は東西方向には しる木組の議(溝 1)、南北方向にはしる通路状遺構、

居跡の 3地点より採取したが、これらの位置については遺構の章を参照されたい。また O商土坑(15

世紀代)についても試料を採取し予察的に花粉分析を行った結果、ほとんど花粉がみられなかった

なお試料数は溝 lが6点、通路状遺構の下位の堆積物が4点、住居跡が 3点ので今回は削除した。

4 

の計13点である。以下に試料採取地点の土層記載を若干示すが、層位番号は便宜的に付けたもので、

遺跡の層位番号とは対応していない (図1)。
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1 )講 1 1層は灰色の砂質シル トで、土丹片 (最大径68mm)が多量にはいり、材片が散在して

また2層も灰色の砂質シルトで、，やや粘土質で、材片が点在している。おり、砂の塊もみられる。

3層も灰色の砂質シル卜で、材片が散在し、土丹片(最大径35mm)やカワラケ片、炭片がみられる。
‘，

h

'

 

このレキは一部下位との境界部に並カワラケ片や軽石を含む火山砂?の凝集レキが点在しており、

クリの表皮やウリ属んでみられる。本層の堆積物を一部採取し、 0.25mmの舗で水洗選別した結果、

4層は暗灰色の砂(古川|が同定)。ナス科、イヌビエ近似種などの種子が検出された。メロン仲間、

5層は暗灰色のシル 卜質質シルトで、材片が多くはいり、溝の南壁ぎわに土丹片が多くみられる。
h 

-
また130mm以上のレキもみ砂(中粒砂主体)で、材片が点在している。溝の両側ぎわに土丹が多く、

7層は暗灰色の砂質シル卜~シルト質砂で、一部暗6層は暗灰色の粘土で、粘性が高い。られる。、
、，

また大型の土灰褐色のシルト質粘土がみられる。貝殻片(ハマグリやキサゴなど)が多くはいり、

これらの層のうち 2-7層について各層 l丹が点在し、材片やモモ核(古川が同定)がみられる。

、
、，

また講を囲っている板材(背板、東柱、点の計 6点(試料No.1-6)について花粉分析を行った。

なおこれらの堆積物の時代は14世これについては後述する。角材)について樹種同定を行ったが、L 

' 6層がこの溝が使用されていたときの堆積物である。また 5、紀中頃~後半と考えられており、

また材片が点土丹小片が多量に含まれている。2 )通路状遺構下 8層は灰色の砂質シル トで、‘ " 
9層は黒灰褐色の砂質シルトであるがやや粘土質で、炭片が多くみられ在し、小レキがみられる。b 

る。また黄褐色のロームが多くはいり、他地点には240mmの土丹がみられる。10層は青灰色の土丹層、h 

- 11層は黒灰色の砂質シル ト~シル ト質砂である。12層はやや粘土質の灰褐色の砂質シルトである。s 

' また暗また貝殻片や土丹片が多くみられる。13層は暗灰褐色の粘土で、植物遺体が多くみられる。

灰色の砂質シルトがレンズ状にはいる。 14層は暗青灰色のやや粘土質の砂質シルトで、員殻や土丹
~ 

' 
の小片や材片が点在している。また黒灰色粘土や黒灰褐色シルト質粘土が薄層あるいは斑紋状にみh 

.. 
これらのうち 9層で、貝殻の小片が多量にみられる。られる。15層はシルト質の砂(中粒砂主体)h 

b 
なより 1点、 13層より 2点、 14層より l点の計 4点(試料No.7-10)について花粉分析を行った。

弘

、v 9層より上位が14世紀の中ごろから後半と考えられお時代としては10層より下位が14世紀前半?、

ている。-
h
v
h
，‘， 

3 )建物 2: 16層は暗青灰褐色のシルトで、青色の砂岩小片がはいり、下位の堆積物が斑紋状に

混じる。 17層は赤褐色の有機質土壌層で、未分解の小材片がみられ、木本質泥炭特有の香りがする。

これらのうち16、17層が建物の終18層は暗青灰色の砂質シル 卜で、青色砂岩小片が点在している。

、
、，

の埋め土で、 18層が地山と考えられている。花粉分析はこれら各層 1点、計 3末時(14世紀中頃)

点(試料No.11-13)について行った。

3 .木組の溝の材について

溝 1を囲っている板材などについてその樹種同定を行った。試料は背板、束柱、ほぞ穴をもっ角

材の 3点で、同定作業は藤根(パレオ ・ラボ)が行った。同定方法は各試料について横断面、放射
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断面、接線断面の 3方向の切片を作り 、これらを生物顕微鏡下で観察・同定した(図版IV)。

観察の結果、 3試料はいずれも水平および垂直樹脂道をともに欠く針葉樹材で、春材から夏材へ

の移行はゆるやかである(横断面)。分野壁孔は水平方向に長軸をもっスギ型で、 1分野に 2個みら

れる(放射断面)。放射組織は柔細胞からなり、 単列で 1-9細胞高からなる(接線断面)。以上の

形質から木組の溝の材(背板、束柱、角材の 3点)はいずれもスギと同定される。

4.花粉分析

上記の計13試料について次のような手順にしたがって花粉分析を行った。

試料(湿重約1.0g)を遠沈管にとり、 10%水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後0.5

mm目の簡にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂などを除去する。次に46%フッ化水

素酸溶液を加え20分間放置する。水洗後、酢酸処理、アセトリシス処理(無水酢酸 9 1濃硫酸の

混酸を加え 3分間湯煎)を行い、水洗後残i査にグリセリンを滴下し保存用とする。

検鏡はこの残j査より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。ま

た検鏡に際して花粉化石の単体標本(花粉化石を一個体抽出して作成してプレノfラート)を適宜作

成し、各々にPLC.SS番号を付し形態観察用および保存用とした。

5 .花粉分析結果

今回検出された花粉 ・胞子・藻類の分類群数は 3地点あわせて樹木花粉30、革本花粉24、形態分

類で示したシダ植物胞子 2、藻類 1の計57である。これら花粉 ・シダ植物胞子・藻類の一覧を表 l

(溝 1)、表 2 (通路状遺構下および建物 2)に、主要な花粉・シダ植物胞子の分布を図 2 (溝 1)、

図 3 (通路状遺構下)、図 4 (建物 2)に示した。なお分布図における樹木花粉・草本花粉・シダ植

物胞子は全花粉 ・胞子総数を基数として百分率で示しである。一覧表および分布図においてハイフ

ンで結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困難なものを示している。またクワ科、パラ科、マメ

科の花粉は樹木起源と草本起源とがあるがそれぞれに分けることが困難なため便宜的に草花花粉に

一括していれである。

1 )溝 1 (試料NO.1-6) :全試料とも樹木花粉の産出量が非常に少なく (10%前後)、草本花粉

が80-90%を占めている。検出された樹木花粉のうちではマツ属複維管束亜属(アカマツやクロマ

ツなどのいわゆるニヨウマツ類)が 5%前後と最も多く出現しており、他にスギ属やハンノキ属、

コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカカ、、シ亜属、シイノキ属ーマテパシイ属が連続してみられる。草

本類ではイネ科が最も多く、 50-65%と高い出現率を示している。この他ではヨモギ属が10%前後

と安定してみられ、アカザ科ーヒユ科は試料NO.3において出現率が20%を越えており、アブラナ科

も最上部において 9%の出現率を示している。また壊れているソパ属花粉が最上部で I点だけ検出

されている。

2 )通路状遺構下(試料NO.7-10) :試料No.7では検出された花粉数が少なく、分布図は参考程度

80 -



溝 1の産出花粉化石一覧表表 1
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学名

樹木
マキ属 Podocarpus 1 
モミ属 Abies -
ツガ属 Tsuga ー

マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon 21 

マツ属(不明) Pinus (Unknown) 2 
スギ属 Cqptomeria 8 

イチイ草ヰーイヌガヤ手ヰーヒノキ牢I T. -C. 1 

ヤナギ属 ~lb -

サワグルミ服ークルミ腐 Pterocarya-Juglans 2 

?マシデ廊ーアサダ属 Carpinus -Ostrya 2 

カバノキ属 ~t~a -
ハンノキ属 Alnus 3 

コナラ属コナラ直属 Quercus subgen. Lepidobalanus 3 

コナラ属アカガシ琵属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 5 
クリ属 ~s~Ma 1 

シイノキ属ーマテパシイ属 Castanopsis -pasania 6 

ニレ属ーケヤキ属 Ulmus -Zelkova 1 

エノキl寓ームクノキ属 Celtis-Aphananthe -
サクラ属近似種 cf. Prunus 1 

ジャケツ イパラ属 Caesalpinia 1 

サンショウ属 Zanthoxyl叩 ー

アカメガシワ腐 Mallotus -
カエデ属 Acer 1 

トチノキ属 Aesculus 1 

ブドウ属 Vi tis -
グミ属 Elaeagnus 1 
ツツジ科 Ericaceae 1 
イボ亨ノキ属 Ligustrum 1 
ガマズミ廊 Viburnum 4 -

革本
ガマ属 Typha - - 2 

イネ手ヰ Gramineae 439 362 551 
カヤツリグサ手ヰ Cyperaceae 2 6 3 
クワ科 Moraceae - 4 1 
ギシギシ属 R四~ - - 2 

サナエヲデ節ーウナギツカミ節 Polygon聞 sect.Persicaria-Echinocaulon - - 5 
ソパ底 Fagopyr聞 1 - ー

アカザ科ーヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 38 24 223 
ナテ'シコキヰ Caryophyllaceae 1 22 
カラマツソウ属 Thalic trum 1 3 4 

他のキ ンポウゲf~ other Ranunculaceae 3 4 
アブラナ手ヰ Cruciferae 60 13 52 
ワレモコウ腐 Sanguisorba 1 - 1 

他のパラ科 other Rosaceae 1 1 -
他のマメ科 other Leguminosae 2 3 8 
7ウロソウ服 Geranium - ー ー

セリ科 Umbelliferae - 1 5 
オオバコItJi Plantago 1 1 1 
オミナエシl凪 Pa tl"Inia 1 1 - ー ー

ヨモギ属 Artemisia 54 67 78 57 38 60 
他のキヲ雌科 other Tubuliflorae 2 10 6 7 3 4 
~ンポポ目I!科 Liguliflorae 2 7 7 4 4 9 

シダ植物
単条型胞子 Monolete spore 13 9 28 20 14 24 
三条型胞子 Trilete spore 4 1 1 3 2 2 

黄緑色藻類

-
η
a
'ム

n
t
-
p
a
-

1 

267 
5 
5 

21 

1 

11 

1 

5 

ー

-

-

n

4

内d
・4

内。

唱

A

-
-
n
4
n
4
唱

A

向。a
q
-

1 

269 
2 
3 

1 

13 

--《
u
a
-
-
A
-
唱

A
内

4

-

1 

5 

-
F
h
d
w
'
A
n
g
 

n'u
 

-

唱

A

-

《

u
u
n
o
na

-

-
ょ

-
・
4

.

‘
ム
内
A

何，“内
4
n
O

角。

唱
よ

2 

262 
9 

---《
U
唱

A

-

唱

A
R
V
η
L
-
の
J
U

噌

よ

唱

A

4 3 

-
n
4
-
n
u
a
q
n
f
唱

A

-

内

4
n
4
-
a
-
a
e
a
a
'
唱

ム

噌

A

向。

a
q
 

-

-

唱

A

-

噌

A

司

唱

A

-

2 
手口名

Botryococcus braunii Kutzing 1 ーーーー

樹木花粉 Arboreal pollen 67 43 78 48 50 38 
草木花粉 Nonarboreal pollen 605 506 976 371 346 389 
シゲ組物胞子 Spores 17 10 29 23 16 26 
花粉・胞子総政 Total Pollen & Spores 689 559 1083 442 412 453 
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三 条 型 胞 子
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にみて頂きたい。また本地点においても樹木花粉の産出量は少なく(試料No.7で30%)、草本花粉は

試料No.7において68%、試料No.8においては99%を占めている。少ない樹木類で、はニヨウマツ類が

最上部で、アカガシ亜属は試料No.9において多い傾向がみられる。その他ではスギ属やシイノキ属

ーマテパシイ属が連続してみられる。草本類ではイネ科が20-60%と変動が大きいが最も多〈、ア

ー カザ科ーヒユ科は試料No.lOにおいて47%、アブラナ科は試料No.8において57%と突出した出現を示

している。その他ではヨモギ属などのキク科やマメ科が連続してみられる。

3 )建物2(試料No.1l-13):樹木花粉が他の 2地点よりは多く検出されており、ニヨウマツ類は

試料No.l2においては20%を越えて出現している。またスギ属やシイ ノキ属 マテパシイ属が試料No.l3

において10%近〈検出されており、アカ方、シ亜属は 5%前後産出している。草本類ではやはりイネ

科が最 も多〈、上位に向い急増する傾向がみられる。試料NO.13においてカヤツリグサ科は10%を越

えて出現しているが、上位では 1%以下である。アカザ科ーヒユ科やヨモギ属が 5%前後検出され

ており、その他ではアブラナ科が試料NO.13において 5%産出している。また試料NO.llにおいてツル

ムラサキ属が 1点だけ検出されている。

以上のように 3地点とも 革本類の占める割合が高〈、その中ではイネ科が最優占している。その

他アカザ科ーヒユ科やアブラナ科、ヨモギ属が多く検出されている。

6 .公方屋敷跡遺跡付近の古植生

当遺跡においては建物跡や通路状遺構、構などが検出されており、人聞の生活観の強い景観であ

ったことが予想される。当遺跡における花粉分析結果ではイネ科やアカザ科 ヒユ科、アブラナ科、

ヨモギ属などが多く検出されている。これらのうちイネ科花粉については非常に 多く検出された溝

lではその形態からイネなどの栽培されているものもあると思われるが、議というゴミ捨て場的な

』 性格から外部より植物遺体とともに供給されたものと思われる。また通路状遺構下の試料において

も後述するがやはりゴミ捨て場的な性格と考えられ、構 lと同様なことからイネ科花粉が多〈検出

されているものと思われる。こうしたことは史跡永福寺跡においてもみられ、 2溝の堆積物よりイ

ネの穎が検出されたが、ゴミ捨て場的要素によりもたらされたと考えられている(鈴木 1991)。

通路状遺構下では植物遺体の多い試料No.8においてアブラナ科が非常に多く検出されている。ま

た試料No.lOにおいてはアカザ科ーヒユ科が突出した出現を示しているなど、花粉の出現傾向に特徴

がみられる。堆積物中には貝殻片が多くみられる層準が存在することから、本地点もゴミ捨て場的

な性格で、それらの植物遺体とともに花粉が供給されたものと思われる。またアカザ科一ヒユ科の

中にも栽培される分類群があるが、多くは道端などに生育するものであり、ヨモギ属などと雑草群

落を形成してたと思われる。東京都板橋区舟渡遺跡(平安期の館跡)では約80%が革本花粉で占め

られており、ヨモギ属やつる性の植物などの雑草一色の、人聞の干渉色の強い環境に変貌していた

かがうかがわれている(辻 1988)。当遺跡においてもアカザ科ーヒユ科やヨモギ属などは溝や住居

周辺に雑草として存在して、花粉化石の一部はそれより供給されたと思われるが、先にも記したが

q
J
 

0
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通路状遺構および建物 2の産出花粉化石一覧表表 2

建物 2通路状遺構下
学名

樹木
マキj罵 Podocarpus 
モミ属 Abies 
ツガ属 TSl沼s - 一 ー ー

マツl属複維管東軍属 Pinus subgen. Diploxylon 9 1 3 10 
マツ属(不明 ) Pinus (Unknown) 5 1 ~ 
スギ属 Cryp tomeria 1 2 3 7 
イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科 T.-C. ー - - 1 
ヤマモモ属 Myrica 1 - ー ー

クマシデ属 アサダ属 Carpinus -Ostrya - 1 - - -
ハンノキ廊 Alnus 1 1 1 1 -
コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus 1 - 2 2 2 
コナラ属アカガシ ~IU寓 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 1 2 19 1 5 19 
クリ属 Castanea - - - 3 
シイノキ版ーマテパシイ属 Castanopsis -Pasania 3 2 7 8 3 4 
ニレ属 ケヤキ属 Ulmus -Zelkova 1 1 1 -
コクサギ属 Orixa - 一 一 1 - -
力エデ属 Acer - - - - 1 - ー

ブドウ腐 Vi tis - - 4 1 3 目 ー

ウコギ科 Araliaceae 句 2 - - -

革本
イネ科 Gramineae 34 636 110 60 312 
カヤツリグサ干ヰ Cyperaceae 6 6 3 
ユリ手ヰ Liliaceae - - 2 - -
ヲワ科 Moraceae 1 - 3 1 2 ー

サナエタデ節 ウナギツカミ節 POlygonumsect. Persicaria-Echinocaulon - - 1 - ー

アカザ科ーヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 1 5 - 142 39 6 
ツルムラサキ属 Basella - - - - 1 
ナテ'シコキi↓ Caryophyllaceae - 4 - 8 1 -
カラマツソウ属 Thalictrum - 6 1 9 1 -
アブラナ科 Cruciferae 2 957 - 10 3 8 
ワレモコウ郎 Sanguisorba - 1 - ー ー ー

7メ科 Leguminosae 2 2 8 1 1 3 
セリキヰ Umbelliferae - 1 4 1- ー

シソ手ヰ Labiatae - 1 1 - ー ー ー

オオバコ属 Plantago - - - 1 - ー

ヨモギ属 Artemisia 7 41 2 14 14 7 6 
他のキク亜科 other Tubuliflorae 1 2 2 1 2 2 1 
9ンポポ距キヰ Liguliflorae 1 2 1 7 4 2 4 

シダ槌物

Jjl条型l胞子 Monolete spore 1 2 13 3 23 13 11 
三条型胞子 Trilete spore 1 1 2 2 1 -

樹木化粉 Arboreal pollen 21 15 36 34 47 121 21 
m本化粉 Nonarboreal pollen 49 1664 134 260 385 231 52 
シダ他物11包子 Spores 2 3 13 5 25 14 11 
1t.粉・胞子S志数 Total Pollen & Spores 72 1682 183 299 457 366 84 
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T.ー C.はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示す
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タ ン ポ ポ 亜 科

他 の キ ク 亜 科

ヨ モ ギ 属

シ ソ 科

セ リ 科

マ メ 科

ワ レ モ コ ウ 属

ア ブ ラ ナ 科
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イ ネ 科

ウ コ ギ 科

ブ ド ウ 属

コ ク サ ギ 属
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今回の試料採取地点の性格としてはゴミ捨て場的な要素が強〈、母植物の投棄により多くはもたら

されていると思われる。

1点だけソパ属花粉が検出されている(講 lの最上部 :14世紀中頃~後半)。同試料より別にプレ

パラートを作成してソパ属花粉の検出を試みたが得られず、他の時代の堆積物より混入したことも

考えられ、この時代に遺跡付近においてソパ栽培が行われていたかは不明と考える。

樹木類については花粉の検出数は少なく、遺跡近辺には余りみられなかったと思われる。その中

ではニヨウマツ類やスギなどの針葉樹類や、アカガシ亜属やシイノキ属ーマテバシイ属を主体とし

た照葉樹林などが遺跡周辺の丘陵地に成立していたのであろう。

7 .ツルムラサキ属花粉について

建物 2の試料NO.llよりツルムラサキ属と思われる花粉が 1個体検出されたので、以下にその花粉

形態を示す。

検出された花粉の形態は六面体であるが、やや球状を示す(図版III:8-c、 8-d)。各面は正

方形(図版III:8-e， 8-f)かやや長方形(図版III:8-a、 8-b)で、一辺の長さは30-39

μm、対角線の長さが38-41，umで、それぞれの面に溝が 1本対角線上に存在する。この講の長さは

12μm、幅は 2μmで、接する他の面の溝と角で集束するように走っている。外層には棒状突起(幅

は lμm)が密に存在し、稜線部分で最も長< (6μm)、講に向かつて短くなる。

以上のような形態を有する花粉としてはツルムラサキがあげられる。この現生花粉の形態につい

て日本植物の花粉形態(島倉 1973)には、「球状と角柱状の組合せで、極観像は円形である。 外層

の表皮膜は柱状突起で長〈密、である。溝は細〈、大きさは34-38x 28-30μmoJと記されている。

また日本産花粉の標徴 1 (中村 1980)では、 「正六面体の六溝型で、溝はレンズ状(長軸 8μm)

で六面体の各面状に配列する。外層の柱状突起は講を取り巻いて発達し、 2個の溝で固まれた赤道

面では長い棒条 (高さ 4μm)となり密に配列する。大きさは34.0-42.4μmoJとなっている。この

ように今回検出された花粉化石は大きさに多少違いはみられるが、上記の現生ツルムラサキの花粉

形態と類似性が高〈、ツルムラサキ属に属するものと判断した。

このツルムラサキ属はもともと日本には自生しておらず、熱帯アフリカと熱帯アジアに 5種が分

布し(津田 1977)、青葉 (1991)によるとツルムラサキは多識編 (1630年刊行)ではじめて同定さ

れ、このころ渡来したものと考えられている。また牧野 日本植物図鑑(牧野富太郎 1940)には江

戸時代初期に中国より伝わったとされ、寺崎日本植物図譜(奥田 1977)には熱帯ア ジア原産で内鑑

賞用として明治時代に入ったと記されている。今回検出された層準(試料No.ll)は14世紀中頃と考

えられており、上記の時代と比べてかなり古いこととなる。このように今回検出されたツルムラサ

キ属花粉は、ツルムラサキが日本に渡来した時代、あるいは検出された堆積物の時代に係わる問題

であり、したがって正確性(確実性)を高めるためにより多くの標本が必要と考え、同試料より別

にプレパラー卜を数枚作成してツルムラサキ属花粉の検出を試みたが他には得られなかった。この

ヴ

to口



ツルムラサキ属花粉の検出例はほとんどみられず、パレオ ・ラボにおいて未公表資料に 2点検出き

れ(江戸時代の井戸内堆積物)、 その他では「話」として聞いたことはあるが公表されたものがある

かどうか解らないといった状況である。また今回検出されたツルムラサキ属花粉について上部から

の落ち込みゃ、発掘時や試料採取時における混入も考えられなくもなく (そのようなことがないよ

うに十分注意 しているが)、この花粉化石については今後さらに十分に検討が必要であろう。

8 .おわりに

以上のように当遺跡の分析結果においてイネ科やアカザ科ー ヒユ科、アブラナ科など栽培穫を含

む分類群が優占しているが、花粉分析の現状では種までの言及は出来ず、したがって同試料からの

種子の検出など他方面からの検討も必要であろう。

またツルムラサキ属花粉が検出され、検出した堆積物は従来考えられていたツルムラサキが渡来

した時代(17世紀はじめ)よりかなり古い、 14世紀中頃のものである。このようにツルムラサキが

日本に渡来した年代に係わることでもあり、 他からの混入や堆積物の年代などさらに十分な検討が

必要であると考える。
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図版II 公方屋敷跡の花粉化石

4 :イネ科 PLC.SS816 試料No.l

5 アカザ不|ー ヒユ科 PLC.SS818 試料No.ll

6 ソノサ高 PLC.SS823 ~it料.No.l
“ 

7 アブラナ科 7 -a : PLC.SS814、7 -b --d : PLC.SS822 試料No.1 
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図版 4

企 1. III面全景(西から)

~2. III面下第 1トレンチ(南から)

~3 同東壁セクション
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図版 6

4 

4 

4 

4 

4 
企 5.建物 1 ;茶器器

1 宮守司 J庁喜一 mbrfDfi!i見世量flC#ー唱圃

‘ 
4 

‘ 

4 

4 

4 

r.-・圃 4 

... 6.溝 2 漆器碗 .. 

4 

4 

‘ 
- 98一

4 



図版 7
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図版 B
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1.本書は神奈川県鎌倉市二階堂字杉ヶ谷520番 l外地点における、個人住宅造成に伴う永福寺跡の

発掘調査報告書である。

2.発掘調査は調査対象面積1012討を国庫補助事業として、平成 4年 3月13日から周年 7月28日ま

で実施した。

3.本報の執筆は第 1・2章 ・第3章一遺構・第 4章を福田 誠が、第 3章一遺物を菊川 泉が分

担した。編集は福田が行った。

4.本報の資料整理には、福田、菊川、 岩野裕巳、神山晶子、小西さつきがあたった。

5.本報に使用した写真の内、遺構全景写真は木村美代治がポール式高所撮影装置を用い撮影した。

他の遺構は福田が撮影した。遺物写真の内獣骨は福田が、他の遺物は木村が撮影した。

6.花粉分析及び出土した木材の樹種同定は側ノマレオ・ラボに委託した。

7.井戸出土の動物遺体調査報告にあたり 早稲聞大学考古学研究室、金子治昌先生に適切な御指導

また多大なる尽力を賜った。記して御礼申し上げるしだいである。

8.調査体制は以下の通りである。

調 査 主 体 鎌倉市教育委員会

主任調査員 福田 誠(鎌倉市教育委員会嘱託)

調 査員 木村美代治、菊川英政、 菊川 泉、岩野裕己

調査補助員 本城裕、神山品子、 安達澄代、小西さっき

9.出土遺物・図面・ 写真等は鎌倉市教育委員会で保管している。
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第一章遺跡、の位置と歴史的環境

本調査地点は、鎌倉市二階堂520番 1他地点に所在する。国指定史跡永福寺跡の北方、杉ヶ谷の一

角である。永福寺の伽藍(二階堂、阿弥陀堂、薬師堂、苑池など)があった中心部から約200m、北

に向かつて延びる杉ヶ谷の中に位置している。

杉ヶ谷は鷲峰山から永福寺まで南北に約600m、二階堂川の浸食でできた開折谷で、鎌倉から室町

時代 (12世紀末から15世紀中頃)にかけて、永福寺の僧坊等が建ち並んでいた谷戸の一つで、金沢

文庫等に残る当時の写経の奥書の中から、永福寺周辺にあった杉ヶ谷坊、真言院、石井御坊、亀ヶ

淵坊、松本坊などの僧坊の名前を見い出す事ができる。しかし坊の位置は特定されていない。

永福寺は源頼朝の奥州、|合戦の際に見聞した、平泉の堂舎を模して建立されたと伝えられる寺であ

る。文治 5年 (1185)に事始めを行い、建久 3年 (1192)に二階堂が、そして相次いで阿弥陀堂、

薬師堂が完成し、建久5年 (1194)には境内の伽藍がほぼそろったと考えられている。境内には中

心の二階堂、阿弥陀堂、薬師堂の三堂を始め釣殿、鐘楼、多宝塔、総門、南門、別当坊、僧坊があ

ったと推定されている。

この他に永福寺は堂舎の前に大規模な庭園があ ったことが大きな特徴である。頼朝は作庭に強い

関心を示し、わざわざ京都から作庭家を招き寄せたり、自ら庭石の配置について指図している。こ

の創建した永福寺の有様は 『吾妻鏡』建久3年 (1192)11月の二階堂供養の記事からもうかがえる。

「永福寺営作巳終其功。雲軒月殿。絶妙無比類。誠是西土九品荘厳。選東関二階党字者鰍。」

この他に13世紀前半に成立した 『海道記』貞応 2年 (1221) r日本古典全書」の十七、鎌倉遊覧で

は、「・・…・(前略)次に東山のすそに望みて二階堂を植す。これは徐堂にたくれきして感嘆および難

し。第一第二、重なる櫓には、玉の瓦、鴛の趨を飛ばし、両目両足の並び給える壷には、金の盤、

雁燈をかかげたり 。おほかた、 魯般、意匠を窮めて成風天の望にすずしく、毘首、手功を蓋せり、

稜露、人の心に催ほす。見れば又、山に曲水あり庭に怪石あり。地形の勝れたる、{山室といひつべ

し。三壷に雲浮べり、七禽里の波、池法にょせ、五城に霞そは、だてり、十二棲の風、階の上に吹く。

誤りて半日の客たり、疑ふらくは七世の孫に逢わんことを。・…・・(後略)Jまた『東関紀行』仁冶 3

年 (1242)r日本古典全書」には「二階堂はことにすぐれたる寺なり 。鳳の萱、日にかがやき、売の

鐘、霜に響き、棲蓋の荘厳よりはじめて、林池のありとにいたるまで、殊に心にとまりて見ゆ。」と

その有様が記述されている。

幕府の御願寺として手厚く保護され、創建後約60年たった寛元・宝治年間 (13世紀中頃)に土台

から組み直すような大規模な修理が行われている。弘安3年 (1280) と延慶 3年 (1310)に火災で

焼け落ちているが、火災後は創建時と基本的に閉じ規模で再建されている。応永12年 (1405)の火

災後再建された記録はなしこの後15世紀中頃までに廃寺になったと考えられている。永福寺に属

する僧坊もこの頃、廃絶していった と考えられる。
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永福寺は遺跡の重要性から昭和28年12月、県の史跡指定を受け、昭和41年 6月には周辺の景観も

含め約86，000m'の範囲が国指定史跡となった。現在史跡整備のための発掘調査が10年来続け られ、

4 だが、僧坊があったと推定されている谷戸(西ヶ谷、永福寺の中心部分の様子が解明されつつある。
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個人住宅の宅地造成に伴う事前調査として1012m'の敷地を対象に、 3月13日から表土掘削を開始

し、 5ヶ月間の予定で調査を進めた。事前の試掘調査の結果から、比較的浅いところ(表土下約30

-40cm)で中世の遺構面及び遺物が確認された。この試掘の結果をもとに本調査を実施するに至っ

た。調査地は、南北に細長く延びる杉ヶ谷の中でも最も狭〈山が迫っている地点で、狭いところの

東西幅は約20m程しかない。

北から南に流れる二階堂川の東岸に位置し、現在山裾を切り開いた平場になっている。道路面か

ら平場の地表面までの高さは約 3m程で土丹塊で、造成されている。

造成の時期は近世と思われるが出土遺物がなく委細は不明である。

" 

第 2節層序

調査地の約1000m'のうち東側の山際約300m'は表土をめくると30-40cm程で岩盤面となる。中世に

山裾を切り崩し平坦な面を造っている。だが谷の中央をを南北に通る現道路の脇では、岩盤面は確

認されていない。急激に谷筋に沿って落ち込んでいるものと思われる。急激に落ち込む岩盤上、二

階堂川の堆積土の上面を利用し平坦面(約100m')を造っている。中世の遺構面はほぼ現在の道路面

と同じ高きで確認された。この東側脇に高さ60cmほどの土丹を使った石垣を南北に積み 1段高い平

坦面(約600m') を造成している。この平坦面を使っていた時期は約100年位と考えられる。この後

山際を短期間の内にきめの細かい土を使い盛土して、茶毘を行う場と して使われるようになる。こ

の後の変遷は不明だが、近世に遺構の上面に約 3mの厚きの土丹で盛土され宅地、耕作地として使

われていたと考えられる。調査地のグリッドは、途中検出した石垣の面がほぽ現在に道路と閉じで

あったことから、道路の側溝を南北線と定めた。この際、調査地のほぼ中央にある側溝上の境界杭

を原点とした。この南北線は磁北に対して西に約180

振れる。この原点基準に調査地を8m間隔の方

眼てや覆った。南北線を西から算用数字の 1-5、東西線を北側からアルファベットのA-Eと定め、

8m四方のグリ ットの南北線と東西線の北西隅の交点をグリット名とし、遺物の取り上げの際の基

品 準とした。
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第 3章検出した遺構と遺物

第 1節 1面の遺構と遺物

1面で検出した遺構(折り込み図)

山際の岩盤を削りだした高さに合わせて、西側を造成して約200m'の平場を造っている。厚いとこ

ろでは下層の遺構面上に約 2m盛土をしている。この盛土は、目の細かい土と砕いた細かい土丹を

交Eに積みあげた版築で、この土中には遺物がほとんど見られないことから比較的短期間の内に一

気に盛土をしたものと思われる。

この版築面と岩盤面の上から茶毘に使われだ18基の土墳を検出した。いずれの土壌も長辺約 1m、

短辺約60cm程の隅丸長方形の平面形を呈し、深さは10-30cm程てある。

土墳の内面、底面は高熱を受けていずれも赤黒くあるいは赤褐色に変色している。中には煤けた

表 1 茶毘遺構観察表 単イ立はcm

遺構名 青3 長辺 短辺 深さ 遺 物 長辺軸方角

茶毘 l 隅丸長方形 100 50 13 焼骨 北西

茶毘 2 隅丸長方形 110 78 10 焼骨 北北西

茶毘 3 楕円形 95 60 8 焼骨、銭 北西

茶毘 4 楕円形 110 70 12 焼骨かわらけ 西

茶毘 5 方 形 88 68 43 焼骨 北西

茶毘 6 隅丸長方形 95 60 16 焼骨 北西

茶毘 7 ? 83 13 焼骨

茶毘 8 ? 10 焼骨銭常滑

茶毘 9 長方形 110 82 18 焼骨銭 西

茶毘10 隅丸長方形 90 55 14 焼骨 北西

茶毘11 隅丸方形 98 70 10 焼骨 j七

茶毘12 不定形 100 85 8 焼骨一体分 北北東

茶毘13 楕円形 125 105 6 焼骨かわらけ 北西

茶毘14 痕跡のみ 焼骨

茶毘15 痕跡のみ 焼骨

茶箆16 隅丸長方形 83 58 6 焼骨 北北西

茶毘17 隅丸方形 140 112 15 焼骨香炉 北北西

茶毘18 長方形 88 55 25 遺物なし ヰ七
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茶毘遺構面 

31.5m 
q' 

1 

1．暗茶褐色粘質土層（炭焼土含む） 

2‘土丹層、すきまに茶灰色粘質土 

3．淡茶灰色粘質土層 

4．暗茶灰色粘質土層 

5．茶灰色土 

6．土丹層、すきまに淡茶灰色土 

7.黒色土層 

8．明淡茶褐色土層、 7層との間に薄く砂 

31一5m 

p ノ 
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茶昆 1

→ d' 

32.4m 

dーモ盃亙二二r-d' 

茶毘 4

g均 こみミアg'

b← [ (，[J'<!;>>'- ¥-1→ b' 

32.7m 

b 
一三Z五二y一一b'

茶毘 2

e ~ ... e' 

32.4m 

巴望夕 e

茶毘 5

h← 

。 1m 

図 5 茶毘遺構図 1
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32.4m 

c c' 
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茶毘10

茶毘13

32.4m 32.4m 

j寸二二頭詔たこフ i'

茶毘11

ら
32.4m 

32.4m 
m ------=副~二;r m

茶毘16

→ 0' 

0 協 y← o

茶毘18

図 B 茶毘遺構図 2
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人頭大の偏平な土丹、大量の灰、炭化物、火葬した人骨が遺存していた。

検出した18基の土墳の内に未使用のもの(茶毘18)が l基ある。内面、底面ともに熱を受けた痕

跡がない。茶毘に使用された可能性のある17基の土嬢の内、 12基の土擦では、比較的四肢骨を中心

に多くの骨が遺存していた。残りの 5基の土墳の内には焼骨片が僅かに遺存する。茶毘12では遺存

状態が悪いが、茶毘の後骨を取り上げずにそのまま埋めてしまった状況が検出されている。検出時

の状況からこれらの18基の土壌群は茶毘場もしくは葬地の様相を呈しているものと考えられる。こ

れら検出した土墳の上部には石塔などの施設のあった痕跡は認められず、また周辺から石塔類の部

材の出土もない。土境内に遺存(副葬)していたかわらけ、銭(永楽通宝 ・洪武通宝)からこれら

茶毘遺構の年代は15世紀代と推察される。

ー

h 
~ 

.炉

h 
b 

b 

~ 

~ 1面茶毘遺構より出土した遺物

'‘ 

弘、
図 7 (10~14 ・ 16~22)

10は茶毘13より出土。11・17-22は茶毘 9、12・13は茶毘 4、14は茶毘 1の直下、 16は茶毘18の

下より出土。 23-25は茶毘10より出土。かわらけは体部の立ち上がりが直線的で、口縁部がやや外

反する特徴をもち、器肉が比較的厚〈焼成の良い15世紀の製品の様相を呈するものである。17は直

径約2.9cm、銭を模した銅製品で、「永楽通宝」と刻んだ表側の面が凸形に出、葦のような形状とな

っている。永楽通宝の初銭は1408年であり、 17はこれを模した製品であって、この年代を下る時期

ι 
~ 

h 

' に製作されたと考えられるが、遺構の年代を考える上では貴重な遺物といえるだろう 。

h 

' 
-b 

第2節 2面遺構と遺物

h 
~ 2面で検出した遺構(附図 1) 

b .. 
近代に l面の遺構面とほほ向じ高さで、東側の山際から西側の道路まて"の聞の約600m'を山を切り

崩した多量の土丹塊で盛土されていた。このために現在の道路面 (海抜約29.3m)から約 3m程高

い(海抜約32.3m)平坦地になっていた。道路際から東側一帯を重機で、約700m'の範囲の表土を取り

除くと、約100m'の範囲で現道路面とほぼ閉じレベルで中世の遺構面を検出した。

石垣

南北に通る現道路脇から東に約6.3mの地点で、南北に延びる一辺が約30cm四方の土丹を積み、並

べた土丹列を検出した。この土丹列を境に東側は20から30cmほど高くなることから、この土丹列は

、
~ 

ー~ 、
" 、
砂 石垣と思われる。積まれている土丹塊はさらに下に延びていることから、埋もれている状態と考え

られる。

道路
.. 
. 除. η

i
 



この土丹列に沿って西側で、南北方向に幅約 1m、長さ 12mの範囲で平坦な硬化面を検出した。

脇に幅60cm、深さ30cmの溝が沿うところから道路と考えられる。

以下の遺構は検出した石垣の東側の約600m'の平坦面上で、確認した遺構である。

井戸

調査地の東の山際、 B-3区で付近で検出した。井戸枠には鎌倉石の切石を 2段積み、井戸枠の

平面形は一辺が1.25mの正方形である。岩盤を垂直に掘り抜き地表からの深きは7.20mlこ達し、底

面形は井戸枠と同じく一辺約1.25mの正方形で平らである。狭い上に多量の土丹塊と水のため正確

な土層観察がなされなかった。

出土した遺物から井戸は14世紀前半に掘られ、 15世紀前半に多量の土丹塊で埋められたものと考

えられる。井戸枠の高さを基準にして、深さ 2mから 4m地点の聞で多量の獣骨(鹿、見等)が出

土している。また深さ3.5m地点、で、三枚打の弓が東壁に沿う形で、本明からの長さ約1.15m分出土

している。

炭溜まり

B-2区、井戸の西側で多量の炭化物が遺存する土獲が検出された。形は不定形で、土墳という

よりも遺構面の窪みを利用して火を使ったものかもしれない。

遺構面上からは多くのかわらけが出土しているが、 2面は井戸以外の遺構がはっきりしない。か

わらけを見ても、 3面とあまり時期の隔たりがないのかもしれない。

2面で出土した遺物(図 7・8・9・10・11・12・13・14)

図 7 (1 ~1 5) 

1-9・15は2面で検出した柱穴の覆土から出土したもの。 1-4は柱穴245より出土。 5は柱穴

201より出土。 6. 7は柱穴251より出土。 8は柱穴246より出土。 9は柱穴247より出土、 I期の男

瓦である。

図 8・9 炭溜まり・土域 1

1-5は石垣の西側調査区炭溜りより出土。 6以下及び図版 5は、土嬢 lより出土したものであ

る。かわらけは近似した形態のものというよりは、 14世紀代のものと考えられる製品が混然と出土

しているといった状況が窺われる。

図10 2面のかわらけ溜まり・ 溝

1 -19はかわらけ溜りから出土したものである。かわらけは14世紀中葉の製品を主流とする。ま

た、 13のような器肉が均一的に厚く 14世紀前半のものと思われるものや、 7. 14・18のように14世

紀後葉の製品とおほ、しきものが混入する。かわらけ溜りといっても、近似した形態のものが多量に

出土する状況とは異なり、 14世紀代の製品が混然としているといえよう 。

20-25は石垣の西側調査区溝より出土したもの。瓦は24が I期、 23・25がII期のもの。

0
0
 



図11 井戸

1 -7が井芦覆土上層より出土したものである。 2-5のかわらけは、器肉が厚〈、体部の立ち

上がりが直線的で口縁部が外反するのが特徴で、 15世紀の製品の様相を呈する。井戸が埋め立てら

れた時期を考察する上で、重要なものといえよう 。

8以下は下層から出土したものである。12の弓は「三枚打弓」といわれる形態のもの。木芯の両

面に竹を張り合わせて作られているもので、表面に黒漆が塗られている。下端部には黒漆の下地に

糸を巻きつけているのが観察できる。漆を塗っていない部分には藤が巻きつけられていたと思われ

るが遺存しない。なお、木芯に使われている材はヒサカキ(ツバキ科)であることが樹種同定の結

果明らかになった。

図12 2面のかわらけ

4 . 5・11・13・19・23・29・30・37・39・41・45は石垣の西側調査区より出土。それ以外のも

のは石垣の東側調査区より出土したものである。

色調は淡赤灰色を呈し、きめ細かい胎土から成り、焼成が弱〈軟質という傾向がある14世紀の製

品の特徴を備えた一群といえる。深型で器肉の厚みが均一的な特徴をもち14世紀前葉の製品 (顕著

にその特徴があらわれているのは 1・2・35・45・49) と、これに対してやや浅型で、口縁端部が

薄手に作られている14世紀中葉から後葉の製品と思われるもの (12・30・31・45・49)が混然と出

土している状況である。

図13 2面

2のみ石垣野西側調査区より出土。その他は石垣の東側調査区から出土したものである。

1 . 2・3・は胎土が粗〈、焼成が良好で‘比較的硬質な製品。これに対し 4・5は精良な胎土で

しまりが良〈、比較的軟質なものである。いずれも永福寺跡から多量に出土するタイプのもので、

このうち 4の縄目の叩きで成形される製品は I期(創建時 ・12世紀末-13世紀初頭)に用いられた

もの。 2. 3・5はII期(寛元 ・宝治年聞の改修時)に用いられたと考えられるもので13世紀中頃

のもの。 5に関しては埼玉県の水殿瓦窯で、生産されたものであることが確認されている。 1の胎土

は2・3に似ているが 2・3に比べて極めて薄いのが特徴である。このタイプの瓦は凹期(弘安年

聞の再建)以後に用いられたものと考えられている。

図14 2面 かわらけ以外の遺物

11のみ石垣の西側調査区より出土。その他のものは石垣の東側調査区より出土したものである。

第 3節 3面の遺構と遺物

3面で検出した遺構(附図 2) 

石垣

円ヨ



2面で検出した土丹列の脇、南北に延びる幅約 1mの道路部分を約30cm掘り下げると、この道路

の東側に沿って高き約60cmに、約30cm四方の土丹塊を 3-4段程積み上げた石垣を検出した。この

石垣の上面の高きに合わせて、東側一帯を600m'の広きで平坦に地業していることが判明した。

道路

2面て‘石垣に沿って検出した幅約 1mの道路を約30cm掘り下げると、 l協の溝は消滅してしまうが

道路の平坦な硬化面はより鮮明になる。道路の西側一帯は10cm程低くなる。

道路は谷筋に沿って南から北に延び、遺跡の北西を北東から南西に斜めに横切る二階堂川の手前

で石垣と共に西に直角に折れ曲がる。この先は電柱、道路側議、川の護岸のために撹乱され確認で

きなかったが、道路はおそらく二階堂川を越え杉ヶ谷の奥に向かつて延びているものと思われる。

土壌 1

石垣の西、南北に通る道路のl協で検出した遺構である。長さ約2.2m、幅約1.3mの不定形の土墳

である。軟弱な地盤の上で、いくつかの遺構が重なり合っているために平面形がはっきりしない。

覆土には多くの炭化物とかわらけが混じり合っている。炭化物は土壌の周囲にも散布している。

礎石建物 1

C-2・3区、調査地のほぽ中央に位置する礎石建物である。東西 5問、南北 3聞の総柱の建物

で、北西隅に 1聞の張り出しが付く。東西、南北方向ともに l聞の長さは190cmで、ある。礎石には30

cm大の伊豆石と土丹が使われている。建物の東、山倶IJには幅25cmから50cmの構がめぐる。

敷地のほぽ中央に位置すること、規模が一番大きいことから当遺跡の中心的な建物と考えられる。

礎石建物 2

D-3区に位置する礎石建物である。東西 l問、南北 2聞の小さな建物で、東西方向の l聞の長

さは190cm、南北方向の l聞の長さは150cmで、ある。建物の東と 北側には、礎石建物 1から続 〈溝が

めぐっている。規模が小さいことから、納屋的な用途の建物とも考えられる。

礎石建物 lの南で、礎石建物 2の西側は建物跡や、柱穴なとoの遺構の密度が低い約150m'の平坦な

面である。前庭のような空間と考えられる。

掘立柱建物 1

B-4区に位置する。南側の礎石建物l、北側の井戸に挟まれた建物で、東西 3問、南北 3聞の

総柱建物で、東西、南北方向ともに 1聞の長さは185cmて、ある。建物内の西側の l聞は、細かな土丹

を叩き締めた土問状の平坦面が井戸まで続く。建物内北東の l聞には、 4穴の土墳が遺存する。建

物内にあることから大裂などを据えていた痕跡と考えられる。

このように、井戸の脇まで統〈土聞を持ち、建物内に据え聾と考えられる施設があることから南

側の中心の建物に附属する水屋的な建物と考えられる。

掘立柱建物 2

B-3区に位置する。掘立柱建物 l、礎石建物 lの東側で、岩盤を削りだした l段高い平場から

迫り出して立てられている掘立柱建物である。東西 2問、南北 3聞の建物で、柱聞は170cmから200
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、

cmとバラバラである。全体に菱形に歪んでもいる。建物の性格は不明である。

建物周囲の溝

東側の山裾、掘立柱建物 lから礎石建物 1、礎石建物 2の東側を建物に沿うように潜が北から南

に向かいめぐっている。各建物の西側には連続した議は検出されていない。間落ち溝と山からの水

を防ぐための溝を兼ねていると思われる。

柵列

B-2区に位置する。掘立柱建物の西側で多くの柱穴が検出されている。各柱の間隔は狭〈、 主

に南北方向に連なることから幾度も作りなおされた棚列の可能性がある。

岩盤上の溝・柱穴

東側の山際に建物より 1段高〈山裾を削り出し、岩盤面を露出する100m'程の平場がある。建物が

建つ平坦面からの比高差は約 1mで、ある。礎石建物の東側に、この平場に昇る岩盤を削り込んだ段

数 5段の階段が造られている。この平場に数条の講と柱穴が穿たれている。掘立柱建物 2以外の柱

穴の深さは浅く、また規則性がない。

井戸

B-2区に位置する。 2面で確認 した井戸で、 3面の礎石建物、掘立柱建物が建てられた14世紀

前半の時期に掘られたものと思われる。井戸枠の外に岩盤を穿った径20cmの柱穴があり、 屋根が掛

けられていたと考えられる。

3面で出土した遺物(図15・16・17・18・19)

図15 3面まで

1-5・8・11・12・13・15・17・18・20-25が石垣の西側調査区より出土したもの。それ以外

は石垣の東側より出土したものである。かわらけの形態は14世紀代の製品とおぼしきものが多様に

混然と出土している状況といえよう 。瓦は I期のもの。

図16 3面の遺構

1 -12は土壌 3覆土より出土。図版13-2に示 した瀬戸の鉢の破片も共伴している。かわらけに

関しては14世紀代のものと思われる製品が混然と出土している。

13は柱穴284より出土。 14-19は土:1$12より出土。 20・21・27・28は柱穴323より出土。 22・23は

道路より出土。24・25は溝より出土。26は柱穴312より出土。29・30は柱穴294より出土。31は柱穴

343より出土。

図17 3面かわらけ

28は器肉が厚〈、器高が低〈外休部に稜線が明瞭にみられ、 13世紀末から14世紀初等の製品と思

われる。これ以外の製品に関してはおおむね14世紀前葉から後葉の製品と思われるものがほとんど

である。
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図18 3面瓦

いずれも石垣の東側調査区より出土したもので、 1はIII期以後のもの。 2-6は I期のもの。

図19 3面かわらけ以外

いずれも石垣東側調査区より出土したものである。 2は土墳 3覆土より出土したものの破片と接

合した。

第 4章まとめ

この杉ヶ谷は文献に永福寺の僧坊が在ったと記載されている谷で、杉ヶ谷坊、石井御坊、亀ヶ淵

坊といった僧坊の名を拾うことができる。ただしこれらの僧坊の位置は特定されていない。調査で

確認した石垣や礎石建物の規模などから、僧坊もしくは関連する附属の建物と考えられる。ただし

13世紀代の遺物、 遺構は検出されていない事からこの土地が利用きれ出したのは14世紀に入ってか

らと思われる。道路際のトレンチの中から 出土したかわらけの年代は14世紀前半、また石垣の裏込

めから出土したかわらけも 14世紀前半と推察される。このことから 山裾を切り聞き、道路を整備し

石垣を積み土地を居住空間として利用し始めた時期は14世紀前半と考えられる。また居住空間とし

て利用した時期は14世紀前半から15世紀前半までの約100年間と思われる。この後居住空間として利

用されなくなり、おそらく 15世紀中頃から茶毘を行うような葬地的な空間として使用されたと考え

られる。

13世紀代

土地としてまだ利用されていないと考えられる。現在の道路面より約 1m掘り下げたところで流

木等を含む流路(二階堂川)を検出する。

14世紀代

東側の山裾を切り聞き、 道路を整備し合わせて石垣を積み、道路より 1段高い平坦地を造成する。

この時、山際隅に一辺約125cmの正方形に岩盤を7.20m垂直に掘り抜いた井戸を造る。この井戸の脇

に柱間185cmで3x 3聞の掘立柱建物 1が建つ。この建物は 1間幅の土聞を持ち、土聞は建物の西側

の井戸の脇まで延びている。建物内に大斐を据えたと思われる直径約 1m、深さ30-40cmの土壌が

3つ検出されている。

平坦地の中心的建物と思われる鎌倉石と土丹を礎石に使った3x 5聞の礎石建物 1、このほかに

礎石建物 1に伴う 1x 2間程度の礎石建物 2、おそらく 3x 3間程度になると推察される 1段高い

岩盤の平場から迫り出す形に建てられた掘立柱建物 2 、数条の柵列、講等の遺構が検出されている。 ~

4 

4 

d 
a 

4 

‘ 

遺物は平坦面出土のかわらけが主体であるが、岩盤を掘り抜いた井戸の中から六器、 三枚打の弓、

多量の獣骨'が出土している。獣骨は、鹿、野兎、猫、鼠等に分類される。鹿は雄、 雌が確認されて、

頭蓋の数から10体以上、野兎は 6体以上数えられ、いずれも食されたもの と思われる。これらの骨

を投げ込んだ時点で井戸はごみ捨て場となったと思われる。最上部から出土した完形品のかわらけ 4 

4 

ワ臼ヮ“



ド

は15世紀前半代の様相を呈している。

このことから井戸は一連の建物とともに14世紀前半に掘削され、 15世紀前半に埋められていると

推察され、この間約100年にわたって開口していたと思われる。市街地の遺跡でも獣骨(馬、牛、海

豚、猪)などの発見例が増加しているが、まとまってこれほど多くの獣骨が一括して見つかった例

は始めてであり、当時の自然環境、食文化を考える上で貴重な発見である。

15世紀代

永福寺が廃寺になったと推察されている15世紀前半代までで、 14世紀から続いた各建物は廃絶し

てしまう 。この後、山際の岩盤の平坦面と閉じ高さまで14世紀代の遺構面上に短期間の内に盛土を

し、この場所で茶毘を行うようになる。茶毘遺構 1・4・9から出土したかわらけや、茶毘遺構9

から出土した銭(洪武通費、永楽通資)から15世紀中頃代の年代が推察される。

道路を隔てた西側の谷戸(二階堂字杉ヶ谷452番 3地点)の調査でもやはり当遺跡と同じような変

遷が見られる。14世紀代には掘立柱建物が建ち、 15世紀代に入ると埋め立てられて茶毘を行うよう

になる。いずれの遺構も永福寺や僧坊との関連が考えられる。

18基確認された茶毘遺構は、いずれも 1m XO.6mの平面形を呈している。長軸の方向は北、北西、

西と規則性は見えない。内壁は赤黒く焼けたり 真っ黒 〈煤け強い火力で火を焚いたことがうかがえ

る。ただし焼けている範囲が 1mXO.6mと狭いため、成人を火葬にするにはあまりにも小さく思わ

れる。改葬の時茶毘に伏したとも考えられなくはないが、先学諸氏のご教示を賜りたいところであ

る。
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図 7 1 ・ 2面潰情出土漬物

口径 底径 器高

単位.;1:cm 

底厚
かわらけ 2.2日|7.4日 4. 4日 日.3日

2 7.5日 4. 55 2.45 日.70
3 8. 15 5.55 2.日目 | 日.5日

4 1日.日5 6.65 3 日目ト 0.旦
5 7. 4日 4 日目 2.日日 目目 -.34日日
6 6目 9日 4. 1日 2.25 
7 16.5日 9. 40 4目 4日 唱..申

一 一一 ーーー一一一一一
8 10.65 6.日目 3. 1日

白。 .66目5 9 13.日目

755 ... 984 日日5 
3.575 日 一一一一1日 10.2日

L一一旦日ニ.i8日t 11 10.8日

12 11.6日 7. 3日 3.6日5 
日.7日13 12.日目 7. 8日 3.6 

鉢 14 瀬戸 口径 19.6αn 0 胎土は黄白色を呈し 、 やや粗い

含み、しまりやや悪い。全体 lこ灰紬を席Ij毛塗
男瓦 15 純白日Pき i期 厚さ 1.5 cm。

硯 16 石製品
永長空さ襲 9通 8宝cmのE文字2あCLり，。Efjj cmJ一一一一一 一 ー筏倣品 17 銅製品

銭 18 銅製品
d 一一一一銭 19 銅製品

一一一一一銭 2日 銅製品 開元通事
----一一一銭 21 銅製品 関元通主

銭 22 銅製品 洪武 i南宝
一一一一 一一 一一一一 一銭 23 鏑製品 ア巴 通空

銭 24 銅製品
一 一一-一一一銭 25 銅製品 政相通宝

図 8 2面 炭;留まり・土 I廃 l出土遺物 単位は cm
口径 底径 器高 底厚

かわらけ 11.1日 6.2B日5 3.2日 甫蜘. . 

2 11.9日 6. 3.3日 傘.. . 
3 11.6日 7.44日5 

ト ー-77詰 自.6日
一一一一一一4 7.6日 4目

.且.， .，.耐

瀬戸入子 5 5.7日 3 . ~ 日 1.8::. 自.4日
かわらけ 6 7.2日 4. B日

11..79日5 
日.5日

7 7.4日 4. 5日 日.~. 日

8 7.5日 5. 1日 1.85 日 6日

9 7.4日 3. 75 

221 .. 26l 日日B ド二諸:1白 7.10 4. 1日
11 7.2日 4. 7日
12 7.5日 4. 8日

1.7R1司5 ち
日 e日

13 7.4日 4 . 63 日日 2. 日ち日
十一一ーーーー ー一一一一一一一

14 6.8日 4. . 唱同 調・ 申

15 7.5日 4. 8日 2.曲凶5 0.6日
16 7.7日 5. 4日 1 .5 

卜一一年一一一一一一一
白.40

17 7.5日 4. 8日 2. 15 
日日 .. 55 日5 18 6.9日 5.日日 1目 7日

19 7.3目 5. 10 
4・ーーーー. 2.1日 日 65

2日 7.8日 5. 4日 1.6ち 0. 45 
21 8.4日 5. 2自 2.目白 申事申申

22 7.60 4. 85 1.75 日.60
23 8.日日 4目 9日 2.日日 日.50
24 7.8日 5. 1日 1 .90 日.4日
25 8.3日 5.248 日 2.日目 日.35

一一一ーー一一26 8.05 5. 日 申禽申申

27 7.7日 4. 9日 1.7日 日.5日
28 1日.4日 4. 9日 2.75 . . .・

29 12.1日 6.5日 3.3日 ホ..枠.
30 12.7日 6. 35 3.4日 日.5日
31 1日.7日 6. 9日 2.9日 日.6日
32 11.8日 7. 5日 3.3日 日.6目
33 12.2日 7.9自 3.3日 日.65
34 11.日日 6. 1日 3.3日 '皐.. 

表 2 図 7・B遺物観察表
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日
目
一
日
一
計
一
日

12.7日

13.4日

11 . 7 o 
12. 3 o 

7.日日
6. 8日
6目 35

7.25 

、P

図 9 2面土 i廃 l出土遺物

盟
翠

主l責ー監呈日己
41 常 ;骨

捜鉢 51 常;骨

鉢 61 常 j骨

手姶り 7[ 瓦器質

図 10 2面かわらけ j留まり・済出土 濯物 単 位 は cm
口径 底径 器高 l底厚

工ヲ百下一一一言-:o0i一一 0.4τ

、，

かわらけ 7.2日

2 7.10 4. 1日 1 .8日 .， .. ~， '" 

3 7.2日 4 . 5日
21..92日5 

日.8日

4 7目 7日 4 . 4 5 日‘P 4.恥7本目取

5 7.3日 4 . 3日 2.35 

6 7.4日 4 . 39 日日 21 .. 28 日日
日.5日

7 7.2日 4. 日.5日

8 7.5日 4 . 3日 2.2日 0. ".日

9 7.5日 4 . 8日 2.3日 0.5日

1日 7.5日 3.2日 2.3 日目 日 4日

11 7.3日 4 . 9日 2. 2 0.45 

12 9.2日 5.5日 3. 1日 日 9白

13 11.1日 6目 4日

33ヌ 白11日日日

日.8日
一一一一ー

14 12.5日 6. 3日 日 7日

15 1日.5日 5. 8日 日.40

16 12.8日 7 日目 3.7日 日 7日
←一 一一

17 13.2日 7. 80 374B 8 
日 8日

18 14.3日 8.50 3. 日 65

碁石 19 2回目白 事前*申 事事車市 日 7日

20 7.20 4. 2日 2.1 日目
噌巳申阜.

21 7. 4日 4目 2日 1 .9 日ち日

J;tt石 22 石 製 品 |幅 3cm 亙一之よム旦
女瓦 23 斜 裕 子 叩 き E期厚さ 2.6c叩

主耳 24 縄目叩き I期厚さ 2.2cm 

女瓦 25 斜路子叩き E期 厚さ 2.6cm 

cm。中J;ttか? 1 

.....___H宣土は組〈 、 2--'!'.主主~. '!2.也、一位宇一 主主しー |
三一瞳_，;UU宣艮ムーしまり良ぇ硯覧 L___J

L 之三 u)li主主主ー主主主L也監並露呈i一一」

三盆一り
.LJ沼

弓

2面 井戸出土遺物 単位~:l: cm 
口径 底径 器高 底厚

打17131二百干:司
豆L一亙ーむ」旦ム;;ey78~~ 三-~ -:ムユL 且 pよ-'-'_0__ーー一一一一一一一 」
7 銅製品 皇宗通宝 井戸 上 層 。 1

31 1L::i t剖ーイ五千-t剣一一一二;二
些ト吾尋与」互主与与』亙五五 7，.2_ ~二λL五五忠良L立ム間 一必-LJ
l止一盟型品 口歪 4.3cm、 "!J 2.2 cm 、 百L~と~ cm ..Q_一一一一一一 一一一一i
12 木 製 品 |黒漆 塗り三枚打 残存_:EI:1 1 5旦よー恒三三~三二1 . .)旦ムーl

図 1

かわらけ

豆盆り
銭

かわらけ

、，

表 3 図 8・9・10・11遺物観察表
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図 12 

かわら iオ
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
1日

11 

12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
2日

21 
22 
23 
24 

25 
26 
27 

28 

239 日

31 
32 
33 
34 
35 
36 

37 
38 

39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 

ト一一一一
47 
48 
49 

図 13 

図 14 

2面出土かわらけ
口径 底佳

7.4日 4. 6日

6.70 4.日目

7.3日 4.6日

7. 1日 5. 1日

7.6日 4 . 4日

7.1日 4.5日

7.4日 5. 1日

7.3日 3.8日

7.4日 4. 5日

7. 1日 4. 6日

7.2日 4. 5目

7.8日 5.日目

7.4日 4. 2日

7.25 4. 3日

7.40 
54..1lB 日

7.6日

77 .. 56 日日
4. 4日

5. 1日

7.5日 5.日目

7.70 4.75 

7.80 5 日目

7.6日 4. 1日

77..778 5 
4. .3日
5.1日

7.9日 4. 5日

7.10 4.6目日5 
7.7日 5. 
7.8日 4. 7日

7.50 4. 1)日

7.8日 5.日5
8.2日 5. 1日
8.00 6.日目

11 .40 7.5日

11.9日 6.9日

9.0日 5.55 
11.6日 6. 4日

12.35 7.8日

1日.2日 6.目白

12.7日 7.25 

12.3日 5.5日

1日.9日 6.20 
12.8日 6. 9日

12.7日 6. 4日

11.4日 7 . 4日

13.2日 3. 1白
13.3日 8.5日

11.5日 6 . 3日

12.9日 8.日目

13.90 7.6日

2面 出土瓦

2面出土濯物

器高
2.2日

2.1日
2.2日

1 91 日日

ト一一三ム一一一
2.1日

2.日目
2.白日

2.日目

2.1白

1.9日
一一一一一一一

I .8日

2. 15 

2.30 

21..8目B白

2.1弓ーーー，・一日回目.._.-ー
2.15 
1 . 8日

1.8日

2. 15 
2.3日

11..755 5 

2. 4日

トー-一一2一.一4日
2. 15 
1.85 

ト-一一2一 1一日一

1. e0 
2.1日

1.9日

2.90 
3.2日

ト一一ー一一一一2.72日5 
。J • 

3常.61日5 

，;.60 

3.6日

2.85 

3.25 
3.85 

単位 lまのn
底厚

日.5日

日.6日

日.55
日.50

←一一一日.尽一日
0.5日

日.55 I 
日.6自

0.65 

ト 一一旦4ι
ト一一一一『一日一一

日.5日

日 5日

- 申令 申

日.40
日.6日

日.35
F 一一一一“一一

.申.咽

日.55
自.7日

日.55
日.4~. 

日.55
日.ち日

日.4日

日.45
日.6日

o. 4日

ャ一一一一一日一ー.一4一日ーー
日目 白日

日.5日

日.60
自. ~"'._! 

日.5日

日.45 
ト一一ー一一一一一ー

自.75

日.75

日.5日

目.7白

日.8日

日.ち5
日.6日

日.6日

ト一一一_.-一3一.ーBー5ー 日.6日

3.35 砂申唱F 申

3.65 日.55

3. 1日 日.6日

4 . 1日 日.6日

3.7日 日.65

表 4 図12・13・14遺物観察表
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土馬 3 土製品 E月赤分灰色片 を皇欠 し、精良心胎土でしまり~. <. li~ 
部。足損。

内折かわらけ 4 土製品

lP3苫#話器説を 呈 し
白かわらけ 5 士製品 |乳白 恒を

碗 6 土 製 品 口径 1日

乳白色f自を 皇 し 、 胎土は精良だがやや軟 f
明 、 層は薄い。

蓮弁文碗 7 青磁 胎土 l立精良。 f自は明緑色側ヨ、L透器J高旦ム5jctmJ、電iE 
山 茶碗 8 美濃 口径 11.9cm、底径 3.7

lま明灰色を呈し 、こく精良でしまり良 u
がら痕が明瞭に付く。

褐 f由腕 9 瀬戸 胎土 t:l:明黄灰色を呈 し 、 やや mい、 1...1 
iま黒褐舎を皇す るの

おろし血 1 o 瀬戸 |胎成 土は明灰色を呈し 比践的精良 、し 1
を受けている のか袖は割がれている 9

おろし皿 11 瀬戸 良口径 15.3αnタ0ト胎面土内t:l:黄部 灰色
い。休部 中程

入子 12 瀬戸 口径 3.8側、底径 2.9己;s)、
土 i立 明灰色を皇し 、 1吉良た!

鉢? 13 瀬戸

17平鍋 14 瀬戸 口径 14.4 cm、底径 7.5cm、

土良は明黄灰色を 呈 し 、 や や
り い。紬 tJ明緑灰色透明ー 、 出

スタンプ 15 石製品 長さ 5.3cm 憾 2.4側 、 厚さ 1. :3 cmコ

銭 16 祥符 7じ宝
銭 17 宗元通宝

銭 18 照寧元宝
手 i曾り 19 瓦質 胎土 t:l:灰白色を呈し 1.25土側〕、ー並器立高J1L6 
手熔り 2日 瓦質 口径 43.f3 側、底径 35

大まで の 租い石粒 砂位混入。 7R

91面上部 lt菊 花交の押印を配する

有寝耳:

。赤fR

貰_...Q__

'.:αn。
白 色~~

。1古土
Lこ も み

'~".， f由

二:ケ i専

主り lよ

_*3旦_lR_丘 of自」並並ーι!1 ~ • 
川。 1百

ClII 0 ij甘
みしき

ヲ

ー一一_....~_2_ー

v土i 一一
'司 rnrn

休吉R

図 15 3面まで出土 i置物
口径 底径 器 高

単位は cm
底 厚

かわらけ 7目 5日 5. 35 I .7日 鳥 島 . 噺

2 
一一一一一

7.7日 5. 3日 つ2.15 目。ち日
つ、J 7.6日 3. 7日 2 き日 日 7日

4 7.1日 3. 8日 2.8日 日 5日

5 8. 1日 5. 5日 1 .75 日.65

6 7.7日 5. 6 o 2.2日 . . .紅梅

7 7.3日 3. 8日 2 . 2 日

目

司V 由噌.

8 6.7日 4 . 6白 2.日 日 3日

9 7.9日 5. 6日 1 .8日 .市申.

1日 7.7日 5.日目 2.日目 日 8日

11 7.6日 4. 8日
22..

日

8

目

5 

' 申 申 申

12 7.7日 4. 6日 日.5日

13 8.1日 5 日目 1 .7日~~~ 
14 7.8日 5. ¥自 2. !日 申副. . 

15 7.7日 3. 5日 2.35 日.5日

16 7.7日 4. 5日 2.3日
自..白 6-

日

. 

17 11.3日 6.日目 2.7日

18 9. 4日 4. 7日 2.7日 日.5日

19 12.7日 7. 3日 3.5白 期唱崎市.

2日 9.5日 5. ¥日 3.21; 申唱M 申申

21 13.3日 7. 1日 3.25 日.55

22 1 1 .3日 6. 2日 2.8日 司院命申申

手熔り 23 頁器質 厚さ 2.7cm。
裡鉢 24 山余碗窯系 口傍 25.2cm

t~ 鉢 25 山茶碗窯系 砂 f立を多く
双ナ駒 26 骨(貝)製担 |直径 1.7αn

女瓦 27 縄目叩き I期 厚さ

菊花文、胎_.t_lまやや姐 く， j.¥ j量.~_li主主言:_~~l
_o_O<.:_Ji主主主 i豆玉三三二三り}__kよJ蹟L主 J 一一一 i
主主Iざ っくりし主」主主_0__一一一一一一一一 J

厚さ日 .9c冊。中空。 I
L竺旦i 一首土旦JL墨ム」主昆旦主主旦質 竺一一一j

表 5 図14・15遺物観察表
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図 16 

かわらけ

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
1日
11 

12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
1 9 
2日

21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
3日

31 
32 
33 
34 
35 
36 

37 
38 
39 
4日

41 
人子 42 

褐 f自碗 43 

L一一一一一一一

図 17 

かわらけ

2 
3 
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附編 1-1 井戸内堆積物の花粉化石

鈴木茂(パレオ ・ラボ)

1. はじめに

試料採取地点は史跡永福寺跡の北方、二階堂杉ヶ谷の谷間に位置している。この付近は比較的も

ろい砂岩や泥岩地帯となっており、廃絶後の井戸は短い時間で埋積きれていることが予想される。

このことはある時期(季節)が堆積物中に良好な状態で保存されている可能性が期待され、遺跡周

辺の古植生とともに、こつした観点から採取した試料の上 ・下 2点について花粉分析を行った。

、
，・

2 .試料および分析方法

試料は杉ヶ谷 2区の井戸内堆積物の中層より、深さ 5cmほどの容器に採取された。分析に用いた

試料は乱れが少ないと思われる容器中央部の上から 1cm (試料 1)と下から 1cm (試料 2)より採

取した。またこの中央部分を 3cmほどの角で柱状で予備として切取り、他は一括して大型植物遺体

分析用に0.25mmの飾で水洗選別した。この採取された試料は暗灰色の砂質シルト~粘土で、粘性が

高〈、径 5mmほどの暗青灰色凝灰質砂岩(最大径23mm)が散在しており、細かな植物遺体や小材片

が多く含まれ、タケ片もみられる。

この 2点について次のよ 7な手順にしたがって花粉分析を行った。

試料(湿重約 1g)を遠沈管にと り、 10%水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後0.5

mmの簡にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%フッ化水素酸

溶液を加え30分間放置する。水洗後、重液分離(臭化亜鉛溶液、比重2.1を加えて遠心分離:750rpm30 

分)を行い、浮遊物を回収して水洗する。次に酢酸処理、続いてアセト リシス処理(無水酢酸 9: 

l 濃硫酸の割合の混酸を加え 3分間湯煎)を行う 。水洗後、残j査にグリセリンを滴下し保存用とす

る。検鏡はこれらの残i査より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

また大型植物遺体については、水洗選別した残溢より実体顕微鏡下で種実などを取り出し、観察・

同定した。なおこの作業については古川純子(パレオ ・ラボ)が担当した。

ι 

' 

3.分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉24、草本花粉17、形態分類で示したシ夕、植物胞子2

の計43であった。これら花粉 ・胞子の一覧を表 1に、また主要な花粉・胞子の分布を図 lに示じた。

なお分布図における樹木花粉総数を基数に、革本花粉 ・シダ植物胞子は全花粉胞子総数を基数にし

て百分率で示しである。表および図においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困

難なものを示し、クワ科、パラ科、マメ科の花粉は樹木起源と草木起源のものとがあるが、それぞ

れに分けることが困難なため便宜的に草本花粉に一括していれである。

検鏡の結果、 2点において花粉化石の産出傾向に大きな違いが示された。すなわち下部(試料 2) 
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表 B 杉ヶ谷 2面井戸内堆積物の産出花粉化石一覧表

和名 学名

1 2 

樹木
モミ属 Abies 1 1 
ツガ属 Tsuga 1 
マツ属複維管東亜属 Pinus subgen. Diploxylon 31 59 
マツ属 (不明) Pinus (Unknown) 2 13 
スギ属 Cryptomeria 6 7 
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 T.-C. 1 
ヤナギ属 Salix 5 
クマシデ属ーアサダ属 Carpinus -Ostrya 8 4 
カバノキ属 Betula 1 

4 ハンノキ属 Alnus 3 1 4 
プナ属 Fagus 1 
コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus 6 4 
コナラ属アカガシ堕属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 9 10 
クリ属 Castanea 3 
シイノキ属ーマテパシイ属 Castanopsis -Pasania 9 6 ‘ 4 
ニレ属ーケヤキ属 Ulmus -Zelkova 1 8 
エノキ属ームクノ キ属 Celtis-Aphananthe 5 4 
サクラ属近似種 cf. Prunus 1 4 

コクサギ属 Orixa 1 
ユズリ ハ属 Daphniphyll四 1 4 

4 
カエデ属 Acer 2 3 
トチノ キ属 Aesculus 1 4 
プドウ属 Vitis 1083 16 1 

エゴノキ属 Styrax 12 
ガマズミ属 Viburnum 32 4 4 

4 ーーーー・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーー-ーーーーーーーーーーーーーーーー『ー』ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--ー
草本

4 ガマ属 Typha 1 4 
イネ科 Gr姐 ineae 81 79 
カヤツリ グサ科 Cyperaceae 12 10 
クワ科 Moraceae 10 7 
ギシギシ属 Rumex 1 9 
アカザ科ーヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 9 3 4 

4 ナデシコ科 caryophyllaceae 14 32 
カラマツソウ属 Thalictrum 2 4 他のキンポウ ゲ科 other Ranun巴ulaceae 1 1 a 
アブラ ナ科 Cruciferae 6 3 
他のパラ科 other Rosaceae 1 1 4 
マメキヰ Legwninosae 4 3 4 

カタバミ属 Oxalis 2 2 
4 セリ科 Umbelliferae 15 2 

ヨモギ属 Artemisia 31 16 
他のキク亜科 other Tubuliflorae 4 3 4 
タンポポ亜科 Liguliflorae 16 6 a色

ーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー4・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
シダ植物 4 
単条型胞子 Monolete spore 160 81 ‘ 
三条型胞子 Trilete spore 13 24 

‘ -・----------------唱圃-----------------------------------------恒司唱F・ーー・・・・・F・開--圃.__.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・ー・・・・・・・・・・・・・・・
樹木花粉 Arboreal pollen 1223 139 
草本花粉 Nonarboreal pollen 210 177 4 
シダ植物胞子 Spores 173 105 
花粉 ・胞子総数 Total Pollen & Spores 1606 421 

‘ 不明花粉 Unknown pollen 64 31 

4 
T. -C.はTaxaceae-Cephalotaxaceae-Cupresaceaeを示す

4 

4 
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表9 杉ヶ谷 2面井戸内堆積物の大型植物一覧表

分類群 産出部位 産出個数

イグサ属 種子 4 
ホシクサ属近似種 種子 2 
ツユクサ 種子 2 
ムギ類(炭化) 炭化果実 2 
アワ(未炭化) 穎果 3(6) 
イヌエピ近似種 穎果

スゲ属A 果実 3 
スゲ属 B 果実

カヤツリグサ科 果実 4 

カラムシ属 種子 36 
サンショウソウ属 種子 1420 
サナエタデ近似種 果実
ギシギシ属 果実
アカザ科 種子 26 
ノミノフスマ近似種 種子 60 
ノミノツヅリ近似種 種子 416 
ハコベ属近似種 種子 34 
ナデシコ科A 種子 146 
ナデシコ科 B 種子

アブラナ科 種子 26 
キイチゴ属 核

ヘビイチゴ属・オランダイチゴ属・

キジムシ ロ属 核 27 
カタバミ属 種子 100 
エノキグサ 種子
キランソウ属 果実 11 
イヌ コウ ジュ属 果実
オカトラノオ属コナスビ亜属 果実? 7 
ナス科 種子
メナモミ 果実 4 

キク科A 果実
』

キク科 B 果実

4 

藻類 母植物体破片 120 
シダ植物 小葉破片
菌核 (5mm径) 5 

4 

カッコ内の数字は破片の数 .‘ . 
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においてはマツ属複紙管東亜属 (アカマツやクロマツなどのニヨウマツ類)が40%を越える出現率

を示し優占しており、上部の試料 1ではブドウ属が90%近 くを占め、 他の分類群はいずれも低率で、

ンスギ属やコナラ属の両亜属、ある。試料 2ではその他にブドウ属が10%をこえて出現しており、

イノキ属ーマテノ〈シイ属、ニレ属 ケヤキ属などが 5%前後みられる。革本類ではイネ科が20%弱、

ナデシコ科が10%弱出現している。

4.井戸周辺の植生

大型植物遺体分析の結果を表 2に示した。水洗選別をする前の地積物の観察では殆ど種子類はみ

その中ではサンショウソられないと思われたが、結果は革本の種子や果実などが多数検出された。

サンショウソウは山地の林下にはえる多年草で、花はウ属の種子が飛び抜けて多〈、一例として、

おそらく井戸周辺の丘陵部よりレキなどとともにこの種子が多量に1981)。3-6月である (佐竹

その他ではノミノツヅリ近似種などナデシコ科に属するものが多く検供給されたものと思われる。

出されており、カタバミ属の種子も 100個体得られている。これらは道は、たなどに普通にみられるも

ので、井戸周辺は開けた環境が予想される。

また周辺丘陵部はニヨウマツ類や照葉樹林要素のコナラ属アカカ"シ亜属やシイノキ属ーマテパシ
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図21 杉ヶ谷 2面井戸内堆積物の樹木花粉化石分布図

(樹木花粉総数からブドウ属花粉を除いた数を基数として百分率で算出した)
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5 .花粉化石からみた堆積物の季節性について

先にも述べたように井戸内堆積物は速やかに埋積されたことが考えられ、分析を行った上下の試

料に時間的な差はあまりないと思われる。そうした中、試料 lでブドウ属花粉が花粉塊とともに大

量に得られており、おそらく開化時に花序とともに埋積されたためであろう。この特異な出現のた

め他の分類群の出現率が歪められていることが予想され、ブドウ属花粉を除いた樹木花粉総数を基

数にして示したのが図 2である。これをみるとエゴノキ属やyゲマズミ属などを除いて出現率につい

て上下の違いはあまり無いようである。これは堆積物中にレキもみられることから、埋積時には撹

乱作用も受けていたことが考えられ、上下の試料が混ざりあい、出現率はある程度平均化されたの

ではないかと思われる。そつした中、試料 1においてブドウ属が大量に検出されており、これは花

の時期をそのまま示しているのではないかと思われる。ブドウ属は主に初夏に咲き、試料 lにおい

て特徴的な出現を示しているエゴノキ属も同時期である。またカ、、マズミ属は種類によって花の咲く

時期が多少異なるが、多くが晩春~初夏であり、ここで予想されるカ。マズミの花期は晩春~初夏で

ある。一方試料2で優占しているニヨウマ、ソ類は春に開花する。このように試料 2は春の、試料 1

は初夏といった季節を表している可能性があると考える。

こうした季節性については千葉県市原市に一例がある。辻 (1984)によ れば千葉県市原市の上総

国分尼寺構内の井戸内堆積物において大型植物遺体分析とともに花粉分析が4点行われ、そのうち

上下 2点が秋の花粉群集を、中の 2点は秋以外の季節を反映しているものと判断されている。

‘ 4 

4 
4 

4 

6 .おわりに

この井戸内堆積物について花粉分析をするにあたり、季節性について何等かの問題提示が示され

ればと予察的な考えでいたため、土層記載、堆積環境、大型植物遺体分析層準など今回はまだまだ

不十分で・あると言わざるを得ず、今後の課題としたい。

4 

4 
4 
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附編 1ー 2 永福寺跡(二階堂520番 1外)出土材の樹種同定

藤根 久(パレオ ・ラボ)

1. はじめに

永福寺跡(二階堂520番 l外)は、史跡永福寺跡の北側、二階堂杉ヶ谷に所在する。この遺跡から

は、 14世紀前半の井戸や15世紀中頃の火葬墓が検出されている。井戸からは、この時代としてはき

わめて珍しい弓材が出土し、自然木と思われる生材やシカなどの獣骨類も多量に出土している。

ここでは、井戸内から出土した弓材や生材あるいは火葬墓から検出されている炭の樹種について

検討する。なお、井戸内堆積物については、同時に花粉化石および大型植物遺体についても検討さ

れている。

2 .試料と方法

樹種を検討した材試料は、井戸から出土した比較的大きな生材(自然木)が8試料、花粉分析用

の堆積物から取り上げた試料が 2点、さらに火葬墓(火葬墓 1)から検出された炭化材が2点である。

これら試料のうち生材については、片刃カミソリを用いて横断面(木口と同義)、接線断面(板目

と同義)、放射断面(柾目と同義)の 3断面について作り、力、ムクロラール (GumChloral)で封入

し、永久標本を作成する。樹種の同定は、これら標本を光学顕微鏡下で40-400倍の倍率で観察を行

い、現生標本との比較により行う。

巨豆日
早朝田 腔財部

一一

分野壁孔

I 1iWIfiiii (llE~) I 

a 酎葉樹(スギ模式}

I _iii(*Oヨ

l _iií(Il1~) 1 

放射組織

(加標細胞}

巨jlfiiii(llEll) I 

b 広葉樹(クヌギ模式}

図22 材組織とその名称、

-149-



また炭化材については、実体顕微鏡下で片刃カミソリなどを用いて上記3断面を作成し、直径 1

cmの真鍛製の試料台に固定し、金蒸着を施す。これら標本は、走査電子顕微鏡(日本電子側製JS 

MT-100型)で観察し、現生標本との比較により行う 。

以下に、標本の記載及び同定の根拠を述べ、その結果を表 1に示す。また、材組織の記載中の用

語については、図 1にその概略を示した。なお、ここに検討を行った試料のうち生材の標本は、パ

レオ ・ラボにイ呆管してある。

3 .記載と結果

表10 出土材とその樹種

試料No. 出土地点 形 状 樹 種

1 井 戸 弓 ヒサカキ

2 " " タケ亜科

3 " 自然木 マツ属複維管東亜属(クロマツ?)

4 H " カ ヤ

5 " " 11 

6 " " マツ属複維管東E属(クロマツ?)

7 " " " 
8 " " アカガシE属

9 " " マツ属複維管東亜属(如7"}?)

1 0 " " " 
1 1 " " (小片) " 
1 2 " " (小片) ノ号 フ 属

1 3 火葬墓 1 炭化材 ス キ、

1 5 H " ハンノキ節

[井戸内出土生材について]

カヤ Torreyanucifera Sieb.et Zucc. イチイ科図版 1a-1c.

仮道管および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行は緩やかで、ある(横断面)。

放射組織は、柔細胞からなり単列で 1-10細胞高である。また、分野壁孔はヒノキ型で4個見られ

る(接線断面)。仮道管の内壁には、 2本のらせん肥厚が対になって分布する(放射・接線断面)。

以上の形質から、イチイ科のカヤの材と同定される。カヤの樹木は、本州の宮城県以南の暖帯か

ら温帯にかけて分布しする樹高25m、直径90cmに達する常緑針葉樹である。
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マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon マツ科 図版 3a-3c.

放射仮道管、 垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹で、早材

部から晩材部への移行はゆるやかである(横断面)。分野壁孔は窓状であるが、放射仮道管の水平壁

には鋸歯状である(放射断面)。エピセリウム細胞以外は、放射仮道管を含め単列で 2-11細胞高で

ある(接線断面)。

以上の形質から、マツ科マツ属複維管束亜属の材と同定される。マツ属複維管束亜属樹木には、

暖帯の沿岸沿いに見られるクロマツ (Pinusthunbergii)、本州の暖帯から温帝にかけて見られるア

カマツ (P.densiflora)があるが、標本は、保存が悪〈組織が不明瞭で、あるが、放射仮道管の水平壁

がアカマツの突起ほど著しくないことから、クロマツの可能性が高い。

アカガシ亜属 Quercussubgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図版 3a-3c.

大型の菅干しが放射方向に配列する放射孔材である(横断面)。道管のせん孔は単一で、ある(放射断

面)。放射組織は、柔細胞で単列向性のものと集合放射組織のものとがある。(接線断面)。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のアカ yゲシ亜属の材と同定される。アカガシ亜属の樹木には関

東に分布するアカカ"':/(Q.acuta)やアラカシ (Q.glauca)やシラカシ(Q.myrsinaefolia)をはじめ

8種類ほどある。アカカ、、シ亜属の樹木は、樹高20m、幹径 1mに達する常緑広葉樹で、日本の暖帯

の照葉樹林の主要な構成要素である。

パラ属 Rosa パラ科図版 4a-4c.

年輪の始めに中型の管孔が2列程度並び、以後径を減じた管孔がほぼ単独で、散在する環孔材であ

る(横断面)。道管のせん孔は、単一で‘ある(放射断面)。放射組織は、異性で 1-5細胞幅で、 5

細胞幅の細胞の高さは非常に高い(接線断面)。

以上の形質から、パラ科ノ〈ラ属の材と同定される。パラ属の樹木には、ノイバラ (R.multiflora)

やモリイバラ (R.jasminoides)など15種類ほどある。

、
.ト

ヒサカキ Eueya japonica Thunb. ツバキ干ヰ 図版 5a-5c.

小型の管孔がほぼ単独で、散在する散孔材である(横断面)。道管のせん孔は、 34本程度の横棒から

なる階段状せん孔である(放射断面)。放射組織は、異性交互状で 1-3細胞幅、 3-30細胞高である。

以上の形質から、弓材は、ソパキ材ヒサカキの材と同定される。ヒサカキは、本州以南の暖帯に普

通に分布する樹高10m程度の常緑広葉樹で、ある。

h 

-
タケ亜科 subfam.Bambusoiseae イネ科 図版 6a-6c.

左右の後生木部、外側の後生木部・原生師部および内側の原生木部の周囲を維管束鞘が取り巻く

維管束が、多数散在する(横断面)。
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以上の形質から、イネ科のタケ亜科の蒋と同定きれる。タケ亜科には、タケ類とササ類があるが

組織的では識別できない。試料は、弓材としてヒサカキの材と合わせて使用されていることから、

その直径も比較的大きいタケ類と考えられる。

[火葬墓出土炭化材について]

スギ Cryptomeriajaponica (Linn. fil.) D.Don スギ科図版 7a-7c.

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹で、 春材部から夏材部への移行はゆるやかで

ある(横断面)。分野壁孔は、水平方向に長軸をも った典型的なスギ型で、 l分野に 2個見られる(放

射断面)。放射組織は、柔細胞からなり、単列で 2-11細胞高からなる(接線断面)。

以上の形質から、スギ科のスギの材と同定きれる。スギは東北から九州にかけて温帯からl暖帯に

かけて分布する常繰針葉樹である。

ハンノキ属ハンノキ節 Alnus カバノキ科 図版 8a-8c.

中型の管孔が単独あるいは数個複合してまばらに配列する散孔材で、木部繊維の直径は大きく菅

干しと区別がつきにくい(横断面)。道管のせん孔は25本程度からなる階段状せん孔である (放射断面)。

放射組織は、単列のものと集合状のものとがある(接線断面)。

以上の形質からカバノキ科のハンノキ属ハンノキ節の材と同定される。ハンノキ節の材には、平

野部の水湿地に生育するハンノキ(A.japonica)、平野部から山地の斜面にかけて育成するヤマハン

ノキ(A.hirsuta) とがある。

4.考察

井戸内から出土した弓材は、ヒサカキとタケ亜科 (タケ類)を重ね合わせて作られることが判明

した。 ヒサカキの材は、きわめて硬く、鍛密で割裂が困難な特徴をもつことから、古くから柄類な

どに利用されている樹種である。時代あるいは弓の構造も異なるが、これまで出土した弓材を見る

と、針葉樹ではイヌガヤやカヤなどが利用され、広葉樹ではマユミやケヤキあるいはカシ類(アカ

yゲシ亜属の樹木)などが利用されている。調査例が少ないことと関係するが、ヒサカキの材を使用

、した報告例はない(島地・伊藤、 1988)。

生材あるいは火葬墓から出土した炭化材は、いずれも大きな材を対象としたため、周辺植生ある

いは火葬時の樹種選択については言及できないが、井戸内からマツ属複維管束亜属の樹種が多〈出

土したことなどは、花粉分析の結果から推定されるように、周辺ではマツ属複維管束亜属が卓越し

ていたと考えられる。

引用文献

島地 謙 ・伊藤隆夫(1988)r日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閤 p.596
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附編 2 鎌倉市永福寺跡(二階堂地区)出土の動物遺体

一井戸祉出土の動物逃体についてー

金子治昌

Iはじめに

平成 4年度における国指定史跡永福寺跡の調査で検出された井戸祉から多数の動物遺体が発掘さ

れたことは、その年の 9月に行われた鎌倉考古学研究所、中世都市研究会主催の遺跡調査 ・研究発

表会で報告された。その後その調査を鎌倉市教育委員会から委嘱され、精査する機会をもった。筆

者はこれまでに幾つかの鎌倉市内の遺跡から出土する動物遺体について調査 したことがあり、その

際安|二戸主止からの出土例も見ることがあ ったが、この永福寺の井戸主IIーから出土したような多種類のそ

して多くの造物に接したことはなかった。

またこれらの動物遺休はその出土の状況、動物種の内容、そして動物骨にみる加工の様相なども

かつて見ない事例であ った。真に興味ある資料といえよう 。以下動物遺体を分析 した内容を報告す

るの調査報告に当たり鎌倉市教育委員会文化財保護課史跡永福寺跡主任調査員福田誠氏のお世話に

なった。厚 〈御礼を申しあげる。

本文の計測値は特に記さない限り mmを単位とし、計測項目はA・v'd，Driesh(l976)による。

1. }IT;枠より下 2mまで、土丹沈による主J!.土

2. 2 mから 4mのIIHで、動物泣'fiが大11に山二1:.
3. 3.5mで束壁際で、弓がけi土

4. J点ifliまでは7.2m

。 2.5m 

北 * 南 凶

図23 2面井戸
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II動物遺体の種類

種名表

両生綱 Class Amphibia 

ヒキカ、、エル Bufo 向(0formosus 

鳥綱 Class Aves 

キジ Phasianω colchicus 

日甫乳綱 Class MAMMALIA 

アズマモグラ Mogeru wogura 

ノウサギ Leρus brachyurus 

カゲネズミ Eothenomys kageus 

ドブネズミ Rattusηorvegicus 

イヌ Canis familiaris 

ニホンジカ Cervus niPpon 

以上2綱 7種類の動物種が知られた。これらの動物遺体がどのように埋存 していたか、層位的に

どのような在り方をしていたかという点については、充分記録することができなかった。それは調

査時において井戸底からの湧水が多〈、遺物は埋没し、手探りで発掘を進めるような状態があった

からである。 しかし発掘中遺物は土壌ごとメッシュ中にとり、標本はすべて採取するようにしたと

いう。従って、大型の骨'についてはほほ、採集されていると思われるが、モグラ、ネズミなどの椎骨、

四JJ支骨が通常の出土状態に比べて少ない。気になることであるが、これについては特にふれないで

おく 。

III動物遺体の記載

両生綱 Class Amphibia 

無尾目 Order Anura 

ヒキカ。エル干斗 Famiry Bufonidae 

ヒキヵーエル Bufo bufo formosus 

少なくとも 3個体の遺体があ ったことが、主要な四肢骨の数から推定される。 しかし、それらの

骨のすべてが検出されているわけではなく、なぜか筏・尺骨、椎骨が検出されていない。 もちろん、

頭部の骨格もみることはなかった。検出されたのは次のような骨格である。

左右上腕骨、腸骨、大腿骨、IJ!l!:・IJilミ骨、中手 ・中足骨

右側上腕骨全長(現長)34.87、29.69、28.56、26.93

左側大腿骨全長 4l.05、38.93

左側腔 ・IJ非骨全長 39.05、33.15
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鳥綱 Class Aves 

キジ目 Order Galliformes 

キジ科 Famiry Phasianidae 

キジ P伽sianω colchicus

1個体分のものと思われる骨があるが、全身の骨格が残されていたわけではない。骨には切断さ

れた痕跡をもつものもあり、解体された骨が投げ、込まれたものと思われる。検出した骨は以下の通

りである。小さく雌であろう 。

胸骨、鎖骨、左側烏口骨、左側上腕骨、左側榛骨、右側中手骨、複合仙骨、右側大腿骨、左右腔

骨、左側中足骨。

上記の四肢骨はその大きさから同ーの個体のものと思われる。特に腔骨が左布揃っていたのは、

この井戸に投げ込まれる直前まで一個体であったことが考えられる。

右側の腔骨遠位骨端は、内・外頼の直上の位置で斜めに切断されている。

烏口骨全長44.26、上腕骨全長63.64、機骨全長52.33、中手骨全長34.17

大腿骨全長73.04、腔骨全長93.69、中足骨全長59.26

H甫乳綱 Class MAMMALIA 

食虫目 Order Insectivora 

モグラ手ヰ Famiry Talpidae 

アズマモグラ Mogeruωogura 

頭蓋 2点がある。 2点は頭頂骨 ・後頭骨部分と歯の一部が抜け落ちた状態であるが、 頭蓋のかた

ちはほぼ保っているものである。脆弱な骨がこれ程にかたちのこして採取できたのは、井戸祉のよ

うな特殊な条件があったからであろう。しかし、この遺構でのモグラの遺骸はこの頭蓋のみで、そ

の他に四肢骨は全くみることができなかった。

標本は大ノトの二つの頭蓋で、あって、大きいほうはアズマモグラの大きさで、小さい方はコモグラ

の大きさに匹敵するが、おそらく雄雌の違いと思われる。

頭蓋骨全長35.37士、33.29

ウサギ目 Order Lagomorpha 

ウサギ干ヰ Famiry Leporidae 

ノウサギ Lepus brachyurus 

ノウサギは本井戸主止から出土した動物骨中シカに次いで多〈、本遺構の動物の性格を考えるため

にも重要な動物である。ノウサギが埋存個体数を調査するために、標本の主要骨を計測し、左右の

量差を比較して推定した。

ノウサギの埋存個体数は四Jl支骨の数から 9個体と推定したが、すべての骨がこの個体数の数だけ
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あったわけではなく、部位によって数にかなりの差異があった。

3個体が骨化している個体で、他は上腕骨の遠四肢骨の近・遠位骨端の骨化の状況は 9個体中、

位骨端(近位骨端は不明)、尺骨、大腿骨、腔骨の近 ・遠位両端が外れており、若い個体であった。

6組の下顎骨がある。脆〈弱いノウサギの頭蓋骨がこれほど良好な状態で頭蓋骨 5個の頭蓋、

四肢骨から推定される個体数よりも頭蓋骨の残されていたのは稀にみることであろう。

数が少なく、井戸のなかに入れられなかった頭蓋骨もあったようである。

-・
頭蓋骨全長9l.82、9l.25

下顎骨長(id-Goc)7l.83、68.17、65.91

歯列長43.37、46.76、43.44、40.11、35.37、30.03

そのうち左7個体分まではあ ったが、肩甲骨:四肢骨のなかではも っとも数が少ない骨である。

右の揃うことを推定できたのは 3個体分のみであった。

6個体分が左右の組を推定されている。上腕骨 7個体の推定で、

2個体分だけが左右の組を推定されている。7個体の推定で、機骨

3個体分が左右の組を推定されている。7個体の推定で、尺骨

l個体分が左右の組を推定されている。4個体の推定で、寛骨

後骨、尺骨、寛骨は左右の残存率が極端に低い部位である。

7個休分が左右の組を推定されている。大JJ迅骨:9個体の推定で、

8個体分が左右の組を推定されている。: 8個体の推定で、JJ![骨

距宵'と腫骨、中手骨と中足骨も少ない。おそらく早いうちに切断されているのであろう 。

左右の組み合わせが少ない部位はこれも別に持ち運ば‘れたのであろう。結局、上腕骨、大腿骨、

腔骨だけが左右残存の率の高い骨であったことになる。肉の付着の多い骨が最後に ここに廃棄され

たらしいのである。

:個体数の割りにはJJ同骨'の残されている率は非常に少ない。特に頭骨が少なく、胸椎骨がJJ~J骨

その)陵稚骨も比較的大形の個体のもののみしかし、やや多く、 l限維骨のみが目立った。

それぞれの総数は推定された個体数に及ぶものではなかった。

胴体も早くに別に切り離されたのであろう 。

が目立ったのであるが、
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Order Rodentia 留歯目

Famiry Muridae ネズミ 科

Eothenomys kage附カゲネズミ

破損した頭葉3、下顎骨 l、右側究骨 l、左右腔骨各 1が出土している ・頭蓋骨の割 りには下顎

四肢骨の数が少ない。次に述べるドブネズミも頭蓋骨と四肢骨の残存する比率が同じである。Aヨ，
円、
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自然の混入物ではないのかも知れない。

腔骨全長23.91
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ニホンドブネズミ Rattus norvegicus carago 

頭葦 3(大きな標本 1、小さな標本 2個がある)、右側下顎骨 1、左右寛骨各 1があり、そのうち

t 右側下顎と左右の寛骨はもっとも大きな頭蓋と同ーの個体のものと思われる。上述したように四肢

骨の数が少な過ぎるようである。

頭蓋骨全長49.87、42.03

寛骨全長47.99

食肉目 Order Carnivora 

イヌ干ヰ Famiry Canidae 

ベヌ Cαnis fami!i，α:rzs 

本遺跡でのイヌの遺体は成体と幼体を検出したが、それぞれの個体の骨格がまとまることはなか

った。 4乃至 5個体があった。

成体・右側上腕骨 1

この標本は同じ年齢のものとしては他には標本がなく、なんらかの理由でこの井戸中にはいった

ものである。標本は表面が風化して、他のものとは違うことがはっきりとわかる。そして井戸の周

t 囲にはこのような遊離骨が別にもあったであろうことが推測される。

幼体1.環椎、右側肩甲骨、左側腸骨。

このイヌはわずかに 3点の骨を残すのみであって、非常に小さい個体のものである。おそらく胎

児もしくは新生児のものであろう 。

幼体 2. 頭蓋、左側下顎骨、右側肩甲骨、左側榛骨、左側腸骨、左側腔骨

上述の標本に比べてやや大きくなった個体である。

右側下顎骨全長(関節頼) 72.08、右側肩甲骨全長 (HS) 51. 75、44.00:t

右側上腕骨全長55.14、53.16、右側榛骨全長49.17

左側大腿骨全長61.68、右側腔骨'56.43

幼体 3.左側尺骨、左側腸骨

さらに大きくなった個体。尺骨全長82.66

偶蹄目 Order Artiodactyla 

シカ平ヰ Famiry Cerrvidae 

ニホンジカ Cervus nippon 

井戸主1から検出された動物遺体の中でもっとも多くの骨を出土した種類であって、本遺跡の特徴

を示している動物種といえよう 。出土した遺骸は頭蓋骨、胴骨、四肢骨の各部位にわたり、また推

定される個体数は幼、成獣を加えると23個体に及び、狭い井戸のなかに是ほど多くの個体が検出さ

れたことはかつてなかったであろう。さらにそうした遺骸の大部分にのこる解体時に付いた切痕、

ウ
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打撃痕などによって、その手法を具体的に知るのである。

シカの骨の遺存部位

環椎:6個が残されていた。成体の大きさであるが、骨化がまだ不完全で、若い個体のものである。

そのうちの 2個に解体時に付いた切り込み痕が環椎翼の両側に深〈付くが、首を切断する

ために切り込んだ痕であろう。

環椎幅71.15、71.91、66.40、64.05、65.44

軸椎 6個がある。おそらく上記の環維と同じ個休のものになるのであろう。軸稚は環椎よりも

切断きれている標本が多く、稚体を背部後方から斜めに切断しているもの、横突起部を切

断している標本がある。

外側関節面l隔47.78、46.14、45.09

頚維 8個がある。この椎骨にも切痕が多くみられ、 No.3・4頚椎には特に両側に真横からある

いは前方向からの切り込み痕が顕著で、ある。軸稚からつづく No.3・4頚椎の辺りが首の分

断位置になったのであろう。 No.5・6頚椎にも側方からの切り込みがあり、 横突起が切断

され、その近くに切痕をみる。

胸椎:26個。ほとんどの標本に切痕がみられる。腕突起の前面に切り込み、これを切断している

例が18個、前関節突起の切断がみられる。

腰椎:14個。これにもほとんど同じ切痕、切断がみられる。

この他に胸椎もしくは腰維の椎体が二つに切断されている標本もある。

仙骨 5個あるが、完全な形を止めている標本はない。 4個には何らかのかたちで切り傷がはい

っていた。 仙骨の側方から切り込むような切痕が顕著である。

肋骨.総数40個ほどがあるのみである。左右が確認され、近位骨端若しくはそれに近い部分をの

こす標本は28、右側22、左側 5個である。 No.1肋骨が右側 1、左側 l、No.2肋骨が右側 1、

左側 1。

肋骨は上記のように残されていた標本は一部であり、左右は 5: 22と不釣り合いであった。持ち

運ばれていることがよくわかる。

肋骨でかたちの完存していたのは、右側のNo.1のみで、左側No.2には 5箇所にも切り込み痕があ

った。その他のものはすべて近位骨端の肋骨結節から先を切断されているもの、あるいは骨体の中

央位にーでかJ断されている標本が多かった。また、両端を切断して 7-8 cmの長きになっているも

のがあった。

頭葦骨

雄:上顎骨をつける標本 2、上顎骨のない標本 1

雄 :完存 1、その他9

雄頭骨全長、 290.0、同歯列長、 88.2、雌頭骨全長、 273.4、同歯列長、 87.0

下顎骨
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左右:9 (M 3萌出 5、M3萌出途次 2、M2まで萌出 2) 

他に右 1 (M3萌出)

四肢骨

(1)骨端が骨化している標本。 (13個体分があったと推定されている。ただし、距骨と腫骨は組み合

わされていたと推定されるので、腫骨は未骨化標本もここにいれて15個体になっている)

肩甲骨:左右各 3個がある。 5個体の推定で、 2個体分が左右の組を推定されている。

上腕骨 6個があり、 6個体の推定で、左右の組が推定される標本はない。

機骨 : 16個があり、 9個体の推定で、 7個体分が左右の組を推定されている。

尺骨 : 12個があり、 6個体の推定で、 6個体分が左右の組を推定されている。

寛骨 : 8個があり、 7個体の推定で、 l個体分が左右の組を推定されている。

大腿骨:骨端未骨化の標本、破損標本が多く、個体数、左右の組の推定が難しい。

腔骨 : 23個があり、 13個体の推定で、 10個体分が左右の組を推定されている。

距骨 : 26個があり、 15個体の推定で、 11個体分が左右の組を推定されている。

t 腫骨 : 26個があり、 15個体の推定で、l3個体分が左右の組を推定されている。

除 (2)骨端が未骨化の標本

上述の個体と重複しない骨である。

上腕骨:近位骨端が外れた標本。 6イ闘があり、 5個体の推定で、 2個体分が左右の組を推定され

ている。

』
~ 

機骨 :遠位骨端が外れたもの。

12個があり、 7個体の推定で、 5個体分が左右の組を推定されている。

尺骨 7個があり、 4個体の推定で、 3個体分が左右の組を推定されている。

大腿骨:近 ・遠位骨端が外れたもの。

6個があり、 6個体の推定で、左右の組ができる標本はない。

腔骨 :遠位骨端の外れた標本。

6個があり、 3個体の推定で、 3個体分が左右の組を推定されている。

腫骨 : 10個があり 、 5個体の推定で、同じ個体分の左右の組が推定されている。

次に四肢骨にみる切断の状況をのべる。

肩甲骨・左右の揃う一組の肩甲骨に、縦横方向から切り込み痕をもっ標本がある。このような切

痕をもつのは 6例中 2例のみである。

上腕骨・骨体を完存する標本が左右各 2ある。その他は骨体の中央で割られる。

侠骨 ・遠位骨端部を残す標本が大部分で、近位骨端を残す標本が3個のみである。この遠位骨

端骨は僅か 1イ固があるだけで他に採集されていない。若し、この骨端が外れた状態であ

ったとすれば、骨が井戸中に投げ込まれるまでには しばらく聞があ ったことになる。ど
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こかに溜めて置かれて、一気に投げ込まれたことになる。どこかに隠されていたのであ

ろうか。

すべて骨'体の中央で割られている。螺旋状の割れ口をよくみせる。

尺骨 :近位骨端をのこす楳本が左側 3、右側 2であるのに対して、遠位骨端は左側 6、右側 6

である。

寛骨 5組左右の揃う寛骨があったが、そのうち 2組は切断痕をみない標本で、 3組の寛骨は

腸骨頚部で切断、その他座骨音1Iに切り込み痕をみる。また左右の組が不明の切断された

腸骨部分、座骨部分がある。

大腿骨:この骨にも骨体の完有ーする標本が 5個ある。その他はすべて骨体の中央で割られている。

螺旋:伏の割れ口をよくみせる。

腔骨 :完存標本はない。近 ・遠位部の両方をみるが、遠位音1Iの方が圧倒的に多い。それには骨

端の外れる標本が多いが、侠骨'の場合と同様に骨端がやはり採集されていない。

(2)幼休標本(8個体分が推定されている)。

頭蓋骨 ・後頭骨 5、最大幅30.62-35.42、前頭骨11、頬骨突起間幅50.70-106.28

下顎骨:dm4の萌出閉途次の標本左右 5佑|づつがあり、おそらく同ーの伯l体のもの。別にM1の

萌出途次の標本で左右の揃う lイ|団体がある。

肩甲骨・ 6個があり、 3イ悶休の推定で、 3個体分が左右の組を推定されている。

上腕骨・ 5個があり、 4個体の推定で、 l個体分が左右の組を推定されている。

侠骨 8個があり、 6個休の推定で、 2個体分が左右の組を推定されている。

尺骨 3値lがあり、 3佃|休の推定で、左右の組を推定させる楳本はない。

中手骨 9個があり、 7個体の推定で、 2個体分が左右の組を推定されている。

寛骨 7個があり、 7個体の推定で、 2個体分が左右の組を推定されている。

大腿骨・ 5個があり、 5個体の推定で、左右の組を推定させる標本ーはない。

)j!iI骨 : 9個があり、 7個体の推定で、 2個体分が左右の組を推定されている。

距骨 4個があり、 4個体の推定で、 l個体分が左右の組を推定されている。

臨骨 ・4個があり、 5個体の推定で、左右の組を推定させる標本はない。

中足骨 12個があり、 8個休の推定で、 4個体分が左右の組を推定されている。

幼体の場合も音1I位によって残されている骨の数はまちまちである。推定される総個体数 8個体で

あるから、左右の骨の揃う率は非常に低〈、成体の場合よ りも低い。それだけ幼体の骨は井戸に投

げ込まれる前に分割されていることになる。僕骨、中手骨、腔骨、中足骨が多く、成体の場合と 比

べて機骨、腔骨が同じように多いのは興味がある。このことは、肉量のある上)1支部分の骨が持ち運

ばれたり、大腿骨のような太い骨がのこされることになるのである。
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IV収束

井戸土l上中から入手によっていれられた動物。 しかしその聞にいろいろな人手があ ったような様子

をみる。自然の混入動物のようにみえる、ネズミ 、モグラもそのまま自然死したにしては骨が少な

い。何か理由があるのであろう 。

まとまった骨の数のあったのはシカ、ノウサギの骨で、これらの骨に普通よくみるようなネズミ

の噛み痕がないので早くに埋まったからであろっ 。、また、左右の骨が揃わないのは、分配されてい

たからであるが、分配元はこの近くであったようである。

今回の永福寺跡で知られた井戸祉検出の動物遺体は幼、亜成獣、成獣の個休からなるニホンジカ、

ノウサギを主体として、さらに幼体のイヌ、キジの'骨格の一部などを含むものであった。これらの

鳥獣類は人手によって井戸の中に放棄されたものであ った。このうちもっとも興味があるのは主体

となったニホンジカ、ノウサギで多くの;遺骸があった。ニホンジカは少なくとも23個体があり、そ

のうち15個体が成 ・亜成獣、 8頭が出産前後の幼体であった。成 ・亜成獣15伯l体のうち雄 3、雌12

個体 (9個体まで頭蓋骨で雌を確認)。このことから雌を狙った狩猟があったことがわかる。

幼獣を含めすべての個体は解体され、その切断痕跡はすべての骨

〈一部でで、あつたカがずワ)。

ノウサギは 9個体があったが、解体切断痕のみられるのは一部であ った。

シカ、ノウサギの遺骸の多いのは鎌倉の各地遺跡での特徴であるが、永福寺跡地の井戸祉から出

土した多くの動物遺体がどの様な人々によって捕獲されたものか、あきらかでないが、そこで行わ

れていた猟はかなり対象を限定していたようで、 害ji，fk駆除的があ ったのではないかと思われる。

鎌倉の中世遺跡から出土する動物遺体の研究は幾つかの遺跡の資料の分析を通して漸くその性格

が明らかにされてきつつあるのが現状である。そして、こうした動物遺体にも遺跡による差異が認

められ、それはまた地域の人々の生活を反映させているのである。今後こうした事実をあきらかに

していくためにも、動物遺体資料の整理と分析研究の重要性はますます高まっているといえよう 。
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表11 動物遺体観察表

図版25(ニホンジカ) 14 胸椎 91-101 右距骨

l 頭蓋 2 15 胸稚 102-116 左距骨

2 頭蓋 16 胸椎 117-128 右腫骨

3 頭蓋 17 胸椎 129-143 左腫骨

4 頭蓋 18 胸椎 5 .20・26: !IP.成獣

5 頭蓋 19 腰椎 99-108 :成獣

6 頭蓋 20 腰椎

7 頭蓋 21 腰椎 図版28(ニホンジカ、幼~成獣)

8 頭蓋 合 22-43 右肋骨 1-4 切歯骨

9 左下顎骨 44-48 左肋骨 5 前頭、頭頂骨

10 左下顎骨 49-55 肋骨片 6 -9 左前頭骨

11 左下顎骨 56-58 右肩甲骨 10-14 後頭骨

12 左下顎骨 59-61 左肩甲骨 15 左下顎骨(dm4僅かに萌出)

13 左下顎骨 62-64 右上腕骨 16 左下顎骨(dm4僅かに萌出)

14 左下顎骨 65-67 左上腕骨 17 左下顎骨(dm4僅かに萌出)

15 左下顎骨 68-82 右榛骨 18 左下顎骨(dm4僅かに百万出)

16 左下顎骨 83-100 左様骨 19 左下顎骨 (dm4僅かに萌出)

17 左下顎骨 20 左下顎骨 (M1萌出初期)

図版27 21 右下顎骨(dm4僅かに萌出)

図版26 1 -12 右尺骨 22 右下顎骨(dm4僅かに萌出)

l 環椎 13-28 左尺骨 23 右下顎骨(dm4僅かに萌出)

2 環椎 29-33 骨盤 24 右下顎骨(dm4僅かに萌出)

3 環椎 34-36 右腸骨 25 右下顎骨(dm4僅かに萌出)

4 環椎 37-38 左腸骨 26 右下顎骨 (M2萌出初期)

5 環椎 39-40 右座骨 (107、108同一 27-29 右肩甲骨

6 環椎 個体?) 30-32 右上腕骨

7 軸宇佐 41 左座骨 33-36 右僕骨

8 軸椎 42-44 右大腿骨 37 右尺骨

9 軸椎 45-50 左大腿骨 38-43 右中手骨

10 軸椎 51-55 右腔骨 44 右腸骨

11 軸椎 56-65 左腔骨 45 左腸 ・座骨

12 軸椎 66-78 右腔骨違位部 46-48 右大腿骨

13 胸椎 79-90 左腔骨違位部 49-52 右}J~骨
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53-59 右中足骨 55 右中足骨 22 左烏口骨 50・51 右上腕骨

60・61 右距骨 56 右第 2中足骨 23 胸骨 52・53 左上腕骨

62-64 右肩甲骨 24 左上腕骨 54 左侠骨

65・66 左上腕骨 図版30 25 左犠骨 55 右篠骨

67-69 左榛骨 ノウサギ 26 右中手骨 56 左大腿骨

70・71 左尺骨 1-3 右肩甲骨 27 複合仙骨 57 左尺骨

72-75 左中手骨 4 -9 左上腕骨 28 右大腿骨 58・59 左腸骨

76・77 左腸骨 10-15 左僕骨 29 右腔骨 60 右腔骨

78 左座骨 16-18 骨盤 30 左腔骨 61 左腔骨

79・80 左腸骨 19-27 左大腿骨 31 左中足骨 62 右上腕骨

81-84 左大腿骨 28-35 左腔骨

85-89 左腔骨 36-39 左尺骨 アヅマモグラ

90-95 左中足骨 40 左寛骨 32 頭蓋

96-98 左践骨 41・42 左腸骨 33 頭蓋

43 左座骨

図版29 44 左第 2中足骨 ドブネズミ

ノウサギ 45 左中足骨 34-36 頭蓋

1 -4 頭蓋 46 左第 5中足骨 37 右下顎骨

5-7 左右下顎骨 38 左寛骨

8 左右下顎骨 ヒキガエル 39 右寛骨

9-11 左右下顎骨 1-4 右上腕骨

12-18 右肩甲骨 (13・14未骨 5-7 左上腕骨 ネズミ

化) 8・9 右揚骨 40・41 頭蓋

19-25 右上腕骨 (21-22近位 10 左腸骨 42 右下顎骨

端外れ、 23-24両端外 11・12 右大腿骨 43 左寛骨

れ) 13・14 左大腿骨 44 右腔骨

26-28 右犠骨 15・16 右腔骨 45 左腔骨

h 29-34 右尺骨 17・18 左腔骨
• 

35-37 右寛骨 問題骨 イヌ (62以外幼体)

38 右腸骨(未骨化) 20 距骨 46 頭蓋

39-46 右大腿骨 47 左下顎骨

47-54 右腔骨 (49-53骨端骨 キジ 48 右肩甲骨

外れ) 21 鎮骨 49 左肩甲骨
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、

主哩さ l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

R L R L R L R L R L R L R b R L R L R L R L 

屑 GLP 41.77 39.92 39.28 39.69 39.37 38.42 
甲
骨 BG 31.35 27.09 27.25 26.81 27.23 25.56 

SC. SLC 23.98 20.89 21.45 20.19 19.08 18.10 

GL 206.99 

上 Bp 56加(四郎) 46.42(耳切) (33.27) (31.81 ) (32.85) 

腕 Bd 42.63 38.00 37.36 36.97 36.55 

骨 BT 38.60 35.97 35.38 35.47 34.71 

SO 19.73 16.72 17.50 

機 Bp

骨.Bd 39.19 38.79 38.70 38.50 38.15 37.27 36.03 35.17 33.60 32.88 33.60 32.82 32.80 32.80 32.43 31.75 

rad SO 

尺 SOO短
33.19 27.73 27.56 28.87 27.61 

骨 OPA
36.20 31.55 32.14 31.08 30.97 

ul. 11.05 12.05 10.77 10.89 9.55 11.42 10.34 9.24 9.70 7.49 7.05 

中 Bp

手 Bd

骨 SO

究 SC 25.40 25.46 23.00 21.79 21.33 22.70 

骨 LA 39.21 38.92 38.73 38.46 37.57 

大 Bp 56.30 56.90 
腿
骨 Bd(ep.) 52.20 53.00 

fe SO 
ll");OL何不完全

epは不完全

』車 Bp
57.15 54.44 (フ)

Shaft町叩で 50.28 48.86 (46.95) 
F円F 

Bd 
fi SO 40.63 40.45 39.80 39.62 38.56 36.18 36.46 36.14 35.95 35.58 35.84 35.45 35.66 35.21 35.12 34.87 35.11 34.74 34.76 33.65 33.97 

距 GL
'"円孔

41.90 41.57 41.29 40.79 40.04 40.04 39.74 39.43 39.15 39.26 37.72 37.76 37.88 37.75 37.64 37.49 37.15 37.23 

躍 GL 91.68 94.61 90.20 90.95 88.81 90.56 85.11 84.75 82.85 83.39 
骨

80.06 80.54 79.69 79.71 80.50 80.31 79.04 (78.42) (78.69) (77.42) (76.07) 

( )内は近位外れ

成体の諸骨はほぼ完存する頭蓋数個のあったのを除くと 、思没していた骨は一個体が生体の状況で:till存していたのはおそらくなかったものと恩われ、すべて何らかの形で解体されていたものと思われる。

表13 ニホンジカ成体四肢骨の計測

12 13 
R L R L 

33.44 33.43 

36.45 37.33 36.76 36.60 

(77 .58) (77.60) 

14 15 
R L R 

36.18 36.29 36.13 

(73.32) (74.91) (71.15) 

GL 最大長

SLC・肩甲類最小長

BG 関節百苦闘

Bp 近位!IIM幅

SO 骨体最小中高

Bd 遠{立端幅

SOO : IJ'Hm最小深

OPA: IJす突起横断深

L 

35.59 

(71.24) 

LA : n骨臼長(縁部を含む)
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2 3 4 5 6 7 

R L R L R L R L R L R L R L 

環 4佐 74.78 71.91 71.15 66.40 65.44 64.05 

軸 相t 47.78 46.14 45.09 

GL 206.99 

上

腕
Bp 56.80 (33.27) 

骨
Bd 42.63 38.00 37.36 37.50 36.97 36.55 

hu 

SD 19.73 

健

(Bp) (34.14) (32.78) (32.57) (32.77) (32.22) (32.53) (30.98) (31.43) (-) (31.24) (30.42) (29.11) (30.23) 

骨

rad 

尺骨
(Bd) (10.06) (10.09) (9.09) (11.03) (9.05) (8.72) (8.86) 

ul. 

大
(GL) (GL) (GL) (GL) 204 196 208 
(Bp) (51.76) (49.16) (47.63) I ( (46.33) (46.32) (44.35) 

腿
(Bd) 

(40.57) (36.81) (34.38) (34.82) 
骨

fe 
骨曙(ep.)のみ (47.69) (47.07) (50.40) (48.20) 

h.(高さ) (70.87) (70.87) (66.99) (66 36) (66.14) (65.74) (65.81) 

組 (Bp) 
(55.85) (53.86) 
(46.42) (46.50) (46.15) (44.30) 

(Bd) (35.76) (35.02) (34.36) (34.11) (32.65) (33.56) 
骨

tib 

b 

-

( )を付けたのはepが外れているため。

鋭骨の骨端未11'化の椋本があるが、距句との比較のために別表に一括した。

表14 骨端部の外れた四肢骨の計測(骨体の近・遠位端計測)

巧

tpo 



部位 計測
1 2 3 4 5 6 7 8 

R L R L R L R L R L R L R L R L 

扇
申 SLC 10.35 10.52 10.27 10.07 10.05 7.64 骨
sc. GLP 16.64 16.59 15.29 10.45 

BG 12.71 12.79 12.05 8.36 

(GL) 88.92 86.33 79.78 80.34 75.27 

上腕骨
Bp 17.58 16.47 14.60 14.40 

hu. Bd 24.99 23.85 21.85 22.14 21.21 

SD 10.06 10.01 9.23 9.71 8.72 

(GL) 94.95 92.82 90.04 90.13 88.70 89.84 58.26 

俄 Bp 20.33 19.93 18.57 18.64 18.15 17.50 17.64 12.48 

骨
Bd 22.16 19.26 18.95 19.47 18.30 19.31 11.57 rad 

SD 10.50 10.18 9.19 9.30 9.29 9.16 6.99 

尺u骨l 18.16 16.27 16.24 

(GL) 117.48 110.86 112.62 110.73 109.98 109.90 109.32 107.31 94.43 

手骨

Bp 19.21 18.63 17.83 18.54 17.32 17.38 15.08 

Bd 18.22 16.91 17.08 15.00 16.58 18.23 14.81 13.82 

SD 9.81 11.69 10.63 10.73 9.18 11.34 11.24 8.90 9.30 

:Il:骨 脇骨 L 11.12 10.72 11.29 10.10 10.11 8.77 7.59 
pel SC 19.85 20.95 17.66 14.36 12.40 

(GL) 110.99 98.80 94.77 94.33 

大腿骨
Bp 25.83 23.79 21.80 22.53 22.01 

fe Bd 22.40 18.80 17.62 16.34 

SD 11.09 10.82 10.63 9.62 

(GL) 131.47 128.36 125.12 122.68 123.70 122.69 118.63 118.51 81.77 

経 Bp 22.55 28.54 22.96 22.91 19.32 12.88 
骨

Bd 21.40 21.82 20.19 18.23 19.65 17.64 18.89 13.04 

SD 11.98 10.76 11.07 10.96 10.58 10.15 10.42 10.96 8.03 

(GL) 122.61 121.25 120.13 121.25 120.49 118.86 120.14 117.82 115.21 101.28 86.67 77 .04 

中 Bp 15.11 16.83 16.15 16.83 15.90:t 14.57 15.52 13.69 10.66 11.84士
f足:J' 

Bd 16.65 17.54 15.24:t 16.72 16.67 16.12 14.47 10.88土mt 

SD 8.97 10.36 9.65 10.36 9.00 9.50 9.20 10.16 9.09 8.25 8.47 8.53 

ie1t GL 23.66 23.66 20.08 17.25 tal 

I五骨 GL 40.56 39.38 27.82 27.54 

がJ体的y カの四肢骨計測であるため、不完全な状況での計測となった。計測の状況もかなり変るので以下にその点を説明する。
(G L) 全長であるが、 j!i: 遠位の骨端はすべて外れている。

BP 近位端幅 l
}骨体部の近 ・遠位計測になる。Bd 遠 11 J 

SD 中央径であるが、中手・中足骨は、縦に割れているために完全には原状にもどせない状況での計百I'Jである。

表15 ニホンシカ幼体四肢骨の計測
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3. 大倉幕府周辺遺跡群 (No.49)

雪ノ下三丁目607番外地点



例 一三
一口

1.本報は鎌倉市雪ノ下三丁目607番外に所在する

遺跡の発掘調査報告である。

2.発掘調査は、国庫補助事業として鎌倉市教育

委員会が実施した。

3.調査期間および調査面積については、第二章

調査の経過と概要に記述した。

4.本報の執筆 ・編集は菊)11が行い、遺物実測お

よびトレースは石丸が担当した。

5.本報に使用した写真のうち、遺構は菊川が、

遺物は石丸が槻影した。

6.調査体制は以下の通りである。

主任調査員 菊川英政

調査補助員 石丸運人

向 上菊地正明

協力期間(初鎌倉市高齢者事業団

7.出土品等発掘調査資料は、鎌倉市教育委員会

が保管している。
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第一章調査地点と周辺の遺跡、

調査地点は鶴岡八幡宮の東方にあり、筋違橋交差点を県道金沢 ・鎌倉線に沿って約40m程東(金

沢方面)へ進んだ所に位置している。神奈川県遺跡台帳では、大倉幕府周辺遺跡群 (No.49) として

包括される地域の西端近くにあたる。

本地点一帯は、滑川右岸に広がる沖積低地上に立地し早〈拓けていた場所でもある。南御門遺跡

(図 1-11地点)で検出された弥生時代中期から後期の竪穴住居祉群をはじめ、古墳時代後期の流

路あるいは濠(図 1-14地点)、平安時代末期の土墳墓(図 1-2地点)など、 中世以前の遺構も数

多く発見されている。

中世に至ってからは、源頼朝が幕府を聞いた地として知られ、遺跡名にも冠された大倉幕府は調

査地点の東側、東西約270m、南北約220mの範囲と推定されている。文献史料によれば、幕府内に

は寝殿・対屋 ・大御所・小御所・常御所等のほか、東西南北に門が付いていたであろうと考えられ

ているが、発掘調査が同範囲に及んだことはなく、唯一南東角隅の調査地点(図 1-14地点)でも、

中世前期の遺構は明らかにされていない。大倉幕府は嘉禄元年 (1225)十二月に焼失し、若宮大路

の東側へ移転している。

大倉幕府の執政期間である政所は、調査地点西側の筋違橋を渡った辺りと推定されている。同範

囲内では、庁屋(政所)・公文所 ・問注屋・御倉などの存在が知られるが、幕府跡と同様に未確認で

あり、わずかに南辺と東辺で行われた発掘調査(図 1-5、 6、 8、 9地点)の成果から、南辺を

土塁で、東辺を概(板塀?)で画していたことが判明した。政所も大倉幕府とともに移転している。

幕府と政所に挟まれた地域では、筋違橋に接する北東側(図 1-10地点)で調査が行われた。現

在整理途中にあるため詳細は不明であるが、西側を西御門川に沿った棚列と溝で画し、南側を土塁
註

(築地?) と溝で画した大規模な屋敷地が存在したものと推測され、相前後する時期には、主軸方

位の異なる東西方向の区画構が数条検出されている。 13世紀-15世紀にわたる遺跡である。また、

南御門遺跡(図 1-11、12地点)では、現在の六浦路(県道)から10m程南で'14世紀代の屋敷地が

みつかっている。

調査地点の西側にある筋違橋は、文永二年(1265)三月に鎌倉での商業地のーっとして、「小町屋、

売買設」の許可された場所である。発掘調査でこれを裏づける遺構はみつかっていないが、簡易な

仮設小屋が建つ「市場」的な様相を思い浮かべることもできょう 。

鎌倉が衰微する15世紀以降では、遺跡地周辺に係わる文献史料もなく、発見される遺構は激減す

る。わずか井戸 ・土墳 ・議などが報告されてはいるが、建物祉を含む遺跡の全体像や生活の様子を

知るには不十分で、あり、より綿密な調査が行われることに期待するほかはない。

註 土塁については、本調査地点の成果から訂正する必要が生じた。(第四章)
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図 2 試掘墳・先行調査墳・本調査区設定図

調査は断続的に 3回行われているため、順を追って記すことにする。各調査区の配置は図 2に示

した。また、各調査資料をもとに土層のつながりと遺構の関係を概念図化したのが図 6である。

試掘調査一……・平成 4年 5月11日-13日の 3日間で行われた。試掘療は敷地中央部に 2mX3m

幅で 3箇所、計18m'分が鎌倉市教育委員会によって設定され、北側からTP.A、TP.B、TP.Cとした。

各試掘;lJß~では、表土下30-50cmで中世遺物包含層に達しているため、開発にあた っては発掘調査

が避けられないと判断された。したがって、良好な遺構面は極力残 し、個別の遺構も本調査を待っ

て発掘することにした。

TP.A、TP.Bでは堅固な整地層(三面)を残して西側半分を地山(中世基盤層)近くまで下げ、

TP.Cでは構(六浦路側溝)の平面プランが確認できるレベルで止めている。

TP.Aでは、 1-7層までが近現代の表土と撹乱墳、 13層以下が中世整地層となる。8-12層は土

4
4
 

n
U
 

円

L



ー

嬢 1 (本調査で発掘)覆土である。なお、本調査で土焼 2とした遺構は、 15層上面から掘 り込まれ

ていることが確認された。

TP.Bでは、 1 -5層までが表土と撹乱媛、 16層が地山 (中世基盤層)である。三面以下では直線

的にのびる大形の遺構プランを確認したが、議か土焼(井戸)かは判別できなかった。

TP.Cでは、 1-3層までが表土と撹乱媛、 4層が構 1(本調査で発掘)覆土、 10-15層が溝(六

浦路側溝)の覆土である。11層を挟んで講の側板が2枚確認された。 5-9層は中世整地層である

が分層は非常に困難で‘、途中に遺構面(生活面)も存在しない。一時期に埋められたものと考えら

れよ う。

TP.A西壁

土嫌 7

TP.B西壁

TP.C西壁

構

4 

土城?

土層i主記

I 茶褐色土

2 土丹塊+日程

3 茶褐色土

灰褐色土

程褐色砂

賞灰補色土

I培灰褐色こl:+ニヒ丹粒

H音灰補色土+炭化物

9 炭化物府

10 暗灰色粕土

11 炭化物府

土層i主記

l 茶褐色ゴニ

!日m 2 土丹塊+礁

3 茶褐色砂1'1ゴニ

4 茶褐色砂1'1:ヒ

5 茶補色土+小土丹

6 暗灰色粘土

7 暗灰褐色砂質土

8 黄褐色土丹精

土層i主記

茶褐色土

黒灰色ゴニ

3 暗灰色土+炭化物

4 暗灰色土+山砂

5 賞灰禍色土+土丹

6 灰褐色粘土

灰褐色粘土+土丹

灰褐色粘土

。

図 3 試掘墳土層図
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12 11[11:夫補色土+土丹塊

13 灰県色土+小土丹

14 暗灰色粘土

15 灰補色土+炭化物(一部)

16 I情灰色キ'1i:1:.(二面)

17 賀補色土丹府(三面)

18 I倍灰色J沙質ゴニ

19 武灰補色土丹層(四面)

20 灰鼎色粘土+炭化物

21 賞制色土丹層

22 暗灰補色粘土+炭化物(五而)

9 茶補色砂t'{粘土+貝殻粒

10 'Pi灰補色土+小土丹(三間)

11 茶柿色砂+貝般粒

12 暗灰色粘質土

13 灰褐色粘質土+土丹粒(四ifiil
14 灰禍色土+小土丹

15 暗灰補色粘土+炭化物(五面)

16 賀補色山砂府(地山)

9 灰制色粘土+土丹

10 I暗灰色粘土+土丹

11 灰縞色砂質ゴニ

12 灰制色粘土

13 灰黒色粘土+炭化物

14 灰黒色砂質土

15 灰銀色土+土丹

16 黒灰色粘土+炭化物

2m 



先行調査…… ・建築基礎杭を発掘調査前に打ち込みたいとの申し入れに対応し、基礎杭部分にあ

たる 8箇所(計16.5m')の調査を実施した。平成 4年 6月9日-22日までの問、悶天を除いた実働

8日聞の調査である。敷地北西隅のものから順に番号を付し、 K1-K8までとした。

調査にあたっては、土層が変化する毎に精査 ・遺構発掘・写真撮影 ・測量(略測)・遺物取りあげ

を繰り返し、地山(図 6-14層)以下では古代遺構の確認にも努めた。ここでいう地山は、賞褐色

山砂を主体とする河成砂牒層で、弥生式土器片を混入した中世基盤層でもある。各調査嬢での遺構

検出結果は以下の通り。

K1 ー~三面の大部分は撹乱墳で消滅。四、五、地山面で柱穴検出。地山層下に遺構なし。

K2 ー~二面は撹乱墳で消滅。三~五面は不明瞭。。地山面で大形の柱穴と東西方向溝の南側肩

を検出。地山層下に遺構なし。

K3・撹乱嬢によって地山の一部が残るのみ。遺構なし。

K4 五面で柱穴と講を検出。講の掘り込み面は不明。地山層下(図 4-15層上面)で北西方向

へ下る浅い自然流路を検出。

K 5 :遺構面(生活面)の遺存状態は最も良好。一面遺構な し。二面礎石検出。三、四、五面で

柱穴検出。地山面で柱穴と溝(北西一南東方向)検出。地山層下で、南方向へ下る浅い自然流路を検出。

K 6 :一一四面の大部分は撹乱墳(建物基礎)で消滅。五面で柱穴検出。地山面で柱穴と東西方

向講の北側肩を検出。地山層下で、南西方向へ下る浅い自然流路を検出。

K7 ー~三面は消滅。四面で大形の土墳を検出。切り合いが多いため平面形は不明。地山層下

に遺構なし。

K 8 :ー~四面は不明。五面で講を検出。地山層下に遺構はなく、西側へ緩やかに傾斜する。

K 1東壁
l 茶褐色土
2 晴茶褐色土
3 茶宇品色粘質土+炭化物
4 階宇品色粘土(ー而)
5 黒灰色土+炭化物
6 11音灰褐色土+土丹
7 灰補色砂'11土+土f)-粒(図面)
B 灰補色砂nj二+貝微粒
9 灰褐色粘土(五而)
14主主褐色山砂層(地山)
15黒褐色粘土

K 5西壁
l 撹乱
2 茶褐色土
3 土丹塊+際
4 茶褐色砂n土
5 灰褐色土+土丹
6 黒灰色土+炭化物
7 暗灰色土+土丹(二面)
8 I宿灰褐色土
9賞灰褐色砂'11土(三面)
10武灰褐色土+二仁丹(四国)
11 時灰色粘土+炭化物(五面)
12 1If!i灰色粘土+山砂
13時灰色粘土+山砂
14 'lit‘褐色山砂j宵(地山)
15黒字品色粘土

先行調査壌土層注記

K 2東壁
1茶補色土
2 土子j塊+型軽
3茶約色砂n土
4 I渚茶禍色土+炭化物
5径約色土+土丹粒
6 1.ir補色土丹層
7 11音朝日色粘土+炭化物(五而)
8灰色砂質土+山砂
9 I情灰色砂質粘土
14 ~立制色山砂層 (地山)
15黒褐色粘土

K 6西壁
1 H昔話L
2 茶禍色土
3 土ヂj.j抱+障壁

4 'lit灰補色土+土丹
5 ，立補色土丹府(二面)
6 'lit灰補色土
7灰補色粘土+炭化物(三面)
8 n古灰色粘土+貝殻粒(五面)
9 I倍灰色粘土+炭化物
10 I市灰色粘土
14 ji~禍色 lli砂層(地山)
15無事品色粘土
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K 3東壁
l 茶褐色土
2 H昔話L(浄化糟)
3 暗灰補色土
4 灰色粘土+山砂
5灰制色土+土丹粒
6 I倍灰色粘土
7 灰伺色粘土
14賀補色山砂層 (池山)
15黒字品色粘土

K 7西壁
1 tl昔話L
2 賞事品色土+土丹粒
3 s[f禍色土+炭化物
4 黒灰色土(四而)
5 灰絹色粘土(五面)
14 ~削品色山砂層(池山)
15黒褐色粘土

K4東壁
1茶褐色土
2 土丹塊+磯
3 茶褐色砂質土
4 暗褐色土
5 時褐色土+切石
6 'lit褐色土fJ-1習
7 賞灰褐色土+土升
8 灰色粘土
9 賞褐色砂磯!晋
10時事品色粘土
11賞褐色砂磯+貝殺粒
12暗灰色粘土+炭化物(五面)
14賞褐色山砂層 (地山)
15黒褐色粘土

K 8西壁
1茶褐色土
2 暗灰色粘土
3 暗灰褐色粘土+土丹
4 灰褐色粘土+土丹
5 暗灰補色粘土+鋭化物
6 主主褐色砂質土
7 暗灰色粘土
8 賞褐色土丹層
9 茶縄色粘質土+炭化物
10茶褐色砂質土
14賞褐色山砂層 (地山)
15黒褐色粘土
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本調査………平成 4年 7月13日-8月25日までの実働34日聞の調査である。調査面積は約107m'で、

設計変更に伴う根切り深度はGL-70cm (県道端の歩道上面が 0)となった。

発掘調査は、排土置場を確保する必要上、調査区を南北に 2分して行われた。北側 I区は平成 4

年 8月 1日に調査を終了している。

遺構測量に使用した基準軸は、地境杭a、bを結ぶラインと直交するように設定した。基点とな

る測点HOは、 a-bライ ン上の bから 2m離れた位置にあり、 HO・H1 . H 2の各測点聞の距

離は10mを測る。また、 HO-H2ラインは磁北に対して11度30分東へ傾いている。(図 2) 

本調査では、発掘調査に対する認識の違いから、建設業者との聞にたびたび問題が生じて調査は

難行した。特に根切り深度を越える遺構の発掘には強硬な抗議を受け、六浦路側溝と考えられる溝

に関しては発掘を断念 し、 トレンチで確認を行っている。(図 5)また、 II区側は根切り深度で止め

たため、遺構面(生活面)を確実に調査したと 言い難いものであった。本調査で検出できた遺構と

遺物は第三章で報告する。

*上位土層は合成。

*上位土層は合成。 。

図 5 側溝確認卜レンチ土層図
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西側トレンチ(西壁)

_ 1 暗灰色粘土+土丹

:11m 2 暗灰色粘土

3 灰補色粘土

1配偶色土丹+貝般粒

暗灰色粘土

6 灰i!).色粘土

時灰色粘土+土丹

y<褐色砂+灰色粘土

9 t町禍色砂質粘土

10 灰黒色粘土+木端

11 賞灰白色砂

12 県灰色粘土+木端

13 J町灰色粘土

14 暗灰色粘土+貝殻粒

15 灰背色粘土+貝殻粒

16 灰褐色粘土+貝殻粒

17 賀補色山砂層

18 黒褐色粘土

東側トレンチ(西壁)

!日m1 灰補色粘土+土丹

!---2 階灰色粘土+炭化物

3 賀補色砂質土

4 賀補色砂

5 n音灰色粘土

6 賞灰補色土

7 賞灰褐色土+員殺粒

8 灰補色砂+貝殺粒

9 灰黒色粘土+木端

10 賀灰色粘土

11 賀補色砂+灰色粘土

12 賞灰色粘土

13 灰補色砂+貝殻粒

14 灰補色粘土+貝殻粒

15 賞灰禍色砂質粘土

16 灰補色砂11粘土

17 灰背色砂11粘土

2 m 18 灰背色粘土

19 茶褐色砂+貝微粒

20 y<灰補色土

21 賀補色山砂層

22 票、補色粘土
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第三章 本調査での成果

本調査で検出された遺構と遺物について扱う。根切り深度(地表下 70cm) までにかかる中世遺 t 

構面は 3枚あるが、遺存状態の悪い一面は調査を断念し、二面に下げた段階で遺構の検出を行って

いる。なお、調査時に近代以後の撹乱撲や整地層の一部にも遺構番号を付したため、本報告ではそ

れらを除外し、遺構番号には欠番が生じることとなった。

第 1節 二面検出の遺構と遺物

試掘調査嬢 (TP.A)で礎石が据えられていた面を二面と した。II区側との土層のつながりは不明

瞭であるが、ほぽ同一レーベルで遺構の検出が可能であった。また、 I区側においては、礎石建物

祉付近と井戸 l周辺部に薄い炭化物層が検出され、焼けて赤色化した部分も認められた。火災に遇

ったと推測されるが、精査中に削り取られて正確な範囲を記録することはできなかった。

礎石建物祉 (図 7)・・・…… I区北壁寄 りに位置する。試掘調査城 (TP.A) と先行調査機 (K5) 

で検出された礎石も含めて、東西二間半・南北一間分が確認された。礎石中心聞の距離は2.1m、踊

あるいは縁の部分で約O.9mを測る。礎石は直径25-40cm、厚き15cm前後の河原石を使用し、人為的

な加工痕はみられない。

調査区北壁

O.9m 2.1m 
S 1 

もM.~ 礎石上面の絶対高 K5 
5 S 1 10.97m 
...... S 2 10.99m 
小3 S 3 10.94m 

S 4 10.97m 

S 5 10.94m 
S 6 lO.84m 

。 。S6 
4 

2.1m 。 1m 

図 7 礎石建物祉

柱穴 (図 8)…ー…・数穴検出されたが並びは不明。二面に伴うか疑わしいものもある。実測可能

な遺物が出土した柱穴のみ番号を付した。

柱穴出土遺物(図 9) .....・ H ・すべて小片である。 1、 2は手担ね成形のかわらけ皿。 3は弥生式

土器。壷の肩部小片で、外面に小刻みの櫛描き沈線文を施す。弥生時代中期(宮ノ台式)に属す。

4は青磁無文皿。外面体部下半から外底面にかけて、強い回転へラ削りを行っている。 5は手担ね

nu 

円

L

‘ 
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図 B ニ面検出遺構全体図
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b 子 、品 3

ミ主主ヨ

ミヨご三三 Pit 2 o ~ cm 

c二てP4 竺事、

ミエコ。Pit3 5 cm 

回目 柱穴出土遺物

成形のかわらけ皿。 6. 7は糸切り底のかわらけ

皿。 8は常滑窯産の輩。口縁部の小片である。

これらのつち、 1-3はPit1、4-5はPit2、

6 -8はPit3から出土した遺物である。

井戸 1(図10)……… I区東南部の壁寄りで検

出された。確実に二面から掘り込まれた遺構であ

り、礎石建物との関連性を窺うことができる。

井戸掘り方は確認面では直径1.8m程の円形に近

〈、中位以下では一辺1.2m前後の隅丸方形を呈し

ている。下底面は未検出であるが、ボーリング棒

による探査では、確認面から約3.6mの深さをもつ

ものと思われる。

井戸木枠は上半部が抜き取られ、下半部は埋没

時の土圧によって、西側から大きく倒れ込んだ状

態であった。木枠の構造は横桟支柱型と呼ばれる

ものである。

覆土上位、特に確認面近 くには、挙大の土丹塊

(破砕泥岩)が多量に投げ込まれてお り、 かわら

け皿等の遺物がまとまって出土した。

円

Lヮ“

2 

ー

12 

11 

10 

15 
9 

7 

+Hl 

W← → E 
11m 4 

4 

喧

‘ 
14 

I (未掘)

<::> 

、
、、』 ーー戸-一一一一

図10 井戸 1

井戸枠部材表(幅×厚×長)単位cm
l 西側縦板 11XO.8X (118) 

西側縦板 10XO.5X (107) 
西側縦板 28X 1 x (116) 
西側縦板 10xO.3x (115) 
西側縦板 32x3.5x (138) 

6 南側縦板 27x 2x (110) 
7 南側l縦板 15xO.3x ( 87) 
8 東側縦板 8xO.5x ( 84) 
9 東側縦板 12x 1x ( 81) 
10 東側縦板 10x 3x ( 80) 
11 北側縦板 10xO.3x ( 80) 

12 北側l縦板 10X 1x(94) 
13 北側縦板 12XO.5X (129) 
14 西側横筏 12X 4 x97 
15 南西支柱 6x 3x ( 15) 
*長さについては、計測で

きた範囲内の数値。

4 

4 



井戸 1出土遺物 (図11、12)………覆土上位で出土した遺物は、上層遺物(図11-1-21) とし

て区別した。井戸埋め戻しの最終段階に一括して投棄された遺物と思われるが、厳密な層序区分は

千子っていない。

1 -18はかわらけ皿。すべて糸切り底である。法量的には大皿・中皿・小皿の別があり、型式的

にみれば3種類が混合している。 1-5はより古い特徴をもっ一群、 7-9・11-12はより新しい

特徴をもつものである。主体となる皿は器壁が薄〈体部に丸味をもっ皿で、数量的に最も多〈出土

している。 4. 7・8・14は略完形品である。
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図11 井戸 1出土遺物(1) 
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』耳)22宅百5ミ三三三ヨミ~

-4長弓7ミ主主きそ三二4コ
ミー-J27ミヨ二J三二仁三2

。 35 

図12 井戸 1出土遺物(2)

19は青磁錆蓮弁文鉢。小片である。

20は山茶碗窯系担ね鉢。体部下端にへラ削り調整を行う 。

21は常滑窯産の提ね鉢。体部外面にササラ状工具による調整痕が残る。

22-35は覆土の中位以下から出土した

遺物である。 22-33はかわらけ皿。すべ

て糸切り底で、 29は灯明皿として使用さ

れている。薄手タイプの血も含まれては

いるが、全体に古い要素をもっ皿が主体

となっている。26・27・29は略完形品。

34は白磁口冗皿。口縁部内面と見込み

部分、外面体部下位に沈線をめぐらせ、

口唇部を除いた全面に糊がかかる。

35は常滑窯産のき重である。

〈井戸 1出土遺物の内訳〉

上 府かわらけ血74点 (手担ね 1.糸切り68 不明 日、背

磁 4点 (碗 3・鉢 1)、梢制宝蛍21点、山茶碗2然院系担ね

鉢 1，点有、 ?常E滑l J.o.点B弐.~. (l担宝ね鉢 l 墾10ω)‘ 獣t官'1"1

中府以下 かわらけ皿4引l占(手位ね 1.糸切'り)3犯8':;;耳不fド、i明悶 2)上、世背[ 

磁 2占(碗 l・鉢 1)、白磁Jllll布、山茶碗自民系住ね

鉢 l点、常滑斐17占、丸瓦 1.. ¥、獣骨 2自.

w 11m 
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V
i
~井
i

M
 

E 
後乱

茶褐色土・表土

H背縞色土・撹乱

茶宇品色土

茶綿色土+土丹

6 黒灰色土+炭化物

県灰色土+土丹粒

県灰色土+炭化物

9 灰褐色土+炭化物

10 灰褐色砂質土

11 灰色粘土

12 茶褐色砂+小磯。 1m 

図13 土携1

4
4
・
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土墳 1 (図13)…・・…・ I区北壁際で検出された。北側半分は調査区外にあるため全容は不明。二

面より新しい時期の遺構で、地表から約10cm下で、確認することができる。調査中に掘り過ぎたため

壁面中位に段をもつが、北壁断面をみる限り、上面径 2m、底面径0.5m、深さ1.7m程の漏斗状を

呈する遺構と考えられる。覆土中位には 2枚の薄い炭化物層が堆積する。

土壌1出土遺物(図14)………遺構下部(図13-10-12層)から出土した遺物(図14-23-27)

は区別してとりあげた。中世地山に掘り込まれた部分であり、掘り過ぎによる遺物の混入はない。

1 -12はかわらけ皿。すべて糸切り底である。大皿・中皿・小皿の別があり、体部が厚〈直線的

に外反する器形が主体となる。 2・4が略完形品で、 4は灯明皿として使用きれる。

13は土製円盤。かわらけ皿の底部外周を研磨した直佳2.5cm程の製品。用途は不明。

14は砥石。淡貫灰色の粘板岩製。仕上げ砥である。

言ZEZJ子手4
4えミヰJL1ヨ
〉三 ι

じコ13

アFて7二才戸下弓ー可

。

ーでてアプ瓦て-
、¥__;_ノー )一一一一

¥ 

10cm 

二ム二宮
¥「 斗一ーグ23

じ二区づ24
。27

モ二三二三f
図14 土壌1出土遺物
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15・16は舶載陶磁器。 15は青磁鏑蓮弁文碗。 16は鉄柑天目茶碗。粕は黒茶褐色を呈し、胎土は暗

灰色撤密である。

17-20は常滑窯製品。 17は無頚査。 18は聾。 19・20は担ね鉢である。

21・22は手熔り。 21は土器質。浅鉢形で口縁部に円孔を有す。 22は瓦質。底径38cm前後と推定さ

れ、板状の脚を貼付する。

23-27は遺構下部か ら出土したもの。

23-26はかわらけ皿。すべて糸切り底。25は口縁部が黒色化しているが、焼成時のものかもしれ

ない。 24・25は略完形品。

27は北宋銭。「皇宋通宝J (初鋳1039年)。

〈土繍 1出土遺物の内訳〉

上層 かわらけ肌73点(手担ねl 糸切り69・不明3)、舶載陶磁綜(官舷碗1・天目 l・褐糊遊)、常滑21占(担ね鉢3 盗 1・2控17)、瀬戸2占怖t子 1・
入子皿 1)、手熔り矧5点、瓦2l.((平 1・丸1)、悦I点、円盤l占。

下層。かわらけ血34点(手控ね 1・糸切り31・不明 2).W白磁梅瓶l占、山本錦鶏系担ね鉢I点、常滑(偲ね鉢2 褒 3)、手熔り暫11点、砥石l点、鋭l
占.

土壌2 (図15)……… I区中央部に位置する。試掘

調査嬢 (TP.A)の南側壁面にかかっており、 掘り込み

面は15層上面(図 3-TP.A西壁)と判明した。二面に

伴う遺構ではなく、礎石建物祉より新しく、土壌 1よ

りも古い。

土墳掘り方は、1.3mX1.8m程の椅円に近い長方形

土療と直径 1m程の円形土壊とを組み合わせた構造で

あるが、覆土の堆積状態をみると、 2つの異なる土墳

を同時に発掘した可能性が強く、出土遺物にも新旧 2

時期が認められる。

土墳2出土遺物 (図16)………2つの土墳から 出土

した遺物の多くは混在しているが、確実に下部円形土

墳から出土した遺物(図17-40-42)は区別して取り

上げた。

1-20はかわらけ皿。すべて糸切り底である。法量

的には大皿・中皿 ・小皿の別があ り、 6-15は他に比

べて古い特徴をもっ。特に 7は異質で‘、外底面に静止

糸切り 痕を残し、胎土は精良綴密である。 1. 2・4・

5 . 8・15・18は略完形品。

21-23は舶載陶磁器。 21は青磁鏑蓮弁文碗。 22は白

po 
q
L
 

N 

もM..~

司、『一一一ーノ

S S 
N 
→ 11m 

4 

l 晴樹色土+炭化物

2 黄灰補色土

3 ~県灰色粘土
賞灰褐色土

黒灰色土

6 ~立灰褐色砂n土

。 1m 

図15 土墳 2
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磁口冗げ血。23は緑軸陶器盤。

24-26は瀬戸製品。24は鉄車IIi ミミ玉三《
天目:拘宛。 25.26は灰軍IH折縁鉢。

27-30は常滑製品。27・28は

J呈ね鉢。29は査。 30は裂である。

31は瓦器質黒縁皿。胎土は灰

白色精良。ロクロ成形の製品。

32は伊勢型鍔釜。 1I台土は黄灰

白色精良。休部外面はハケ調整。

33は北宋銭。「皇宋通宝J (初

鋳1039年)。

34-36は瓦器灯明台。同一個 4 

体の可能性あるが接合不能。外

面はへラ磨き調整。

37・38は瓦器質手熔り 。 2条

の沈線とスタンプ文を施す。

39は平瓦。凹商は布目、凸面 。 lOcm 
は縄目が残る。

図17 土壌2出土遺物(2) d 

40はかわらけ皿。糸切り底。

4 1は青磁錆蓮弁文鉢。 蓮弁部に 6 条単位の櫛目を施す。 土~f，~ 4出

土の鉢(図19-22) と同一個体である。

42は平瓦。両面とも砂目が残る。

〈土鳩 2出土遺物の内訳〉

かわらけ1111214点 (手担ね26 糸切り 189)、舶峨陶磁時 7山 (i'T'磁腕 5. '"'位11111'iH，b蝦 1)、i制;;5山

(腕2・鉢3) 、 ì;~ r:t86 山 (凱ね鉢10 ・ 1::.( 1 .鎚75)、ih!央t担5山.II.J茶倒舟H早ね鉢2山、鈎釜山内、瓦日品
質11111点、瓦器灯1町台 4占、手紙り飢26.'.'.(.iini 2点、 3Dむlλ1、弥生j".?'い.'.'，(0

FI日 かわらけ111113点(手担ね 3糸切り (0)、'I'i'磁鉢 I.... i.. 瀬戸 i:':~ 1 ，'，\、 'i;\. t[t秘 ι引、 手納 り矧 2.山、~，
瓦 2点。

土域 4 (図18)ー…・…井戸 lの西側で検出された。直径 1m、深

さ80cm程の円筒形を呈し、覆土上位には炭化物層が厚〈堆積する。

出土遺物の種類は豊富で、手倍 り類の出土状況は特異といえよう。

土撰 2と共通する要素をもっ。

土壌4出土遺物 (図19、20)…ー…・炭化物層中に鍔釜 1111!1体分が

潰れて出土し、その下層から完形に近いかわらけ皿や灯明台を含む

多種類の遺物が出土した。特に、手熔り類はタイプの異なる口縁部

と脚部が 1点づっ出土しており、意識的に集められたようにも考え

。。
η
L
 

• N 

もM..~

S 

S 
. 

← 11m 
N 
→ 

。 1m 

図18 土域4



h 

られる。

1 -21はかわらけ皿。すべて糸切り底である。法量的には大皿・中皿・小皿の別があり、 9. 18 

を除いた皿 (体部が厚〈、直線的に外反する器形)が主体を占める。 8.11・15・17・18以外は完

形もしくは略完形品である。

22-24は舶載磁器の小片。22は櫛目の加わる青磁鏑蓮弁文鉢。土墳 2下層出土の鉢(図16-41)

と同一個体である。23は青磁鏑蓮弁文碗。蓮弁の輪郭は線描きに近い。24は青白磁梅瓶である。

25・26は瀬戸製品。25は鉄利天目茶碗。粕は暗茶褐色、 素地は貰灰白色を呈す。26は灰粕大平鉢。

外面体部下半に回転へラ削り調整を行い、見込み部外周には目痕が残る。

27・28は山茶碗窯系担ね鉢。小片である。

29-31は常滑製品。29・30は担ね鉢。31は摺り鉢である。鈍い光沢の鉄錆軸をかけ、 6条一単位

の櫛目をつける。

32・33は伊勢型鍔釜。32は底部を欠くだけの略完形品で、鍔接合部には 2穴一対の穿孔を 2箇所

にもつ。体部外面は粗いノ、ヶ調整。底部内外面はへラ削り調整である。煤の付着は鍔部以下で顕著

に見られ、内底部にはホ焦げH 様の炭化物が付着している。

34は土師器輩。内面は横方向、外面は縦方向の細かいハケ調整を行う 。混入品。

35は砥石。j炎緑灰白色の凝灰岩製で、中砥あるいは仕上げ砥と思われる。

36-45は手熔り、土風炉類。40は土器質、他はすべて瓦器質である。瓦器質の手熔り ・土風炉類

に関しては、口縁部が 4点(4個体分)、脚部が4点(3個体分)出土しており、胴部と底部の破片

はわずかである。

36は土風炉。外面へラ磨き、内面へラナデ調整である。

37は手熔 り。外面へラ磨き。 2条の沈線区画→菊花文スタ ンプ→珠文貼付の順で施文する。

38は手熔り 。外面へラ磨き。 2条の沈線区画内に S字状のスタ ンプ文と珠文を貼付する。

39は手熔り 。四葉形であろうか。外面へラ磨き。 2条の沈線区画内に菊花文スタンプと珠文を貼

付する。

40は土器質の手熔り 。休部外面に指頭痕と斜位のハケ目を残す。口縁部に円孔あり 。

41は板状の脚。中央部が盛り上がり、弱い鏑状を呈す。同種の脚は土媛 1 (図14-22)からも出

土している。

42は獣脚。ハケ状工具による粗い整形後、細かいへラナデ調整を行う 。

43は雲形装飾板を付けた獣脚。ハケ調整およびへラナデ調整後にへラ磨き調整を加えている。

44は瓦器灯明台。脚部下端を欠失するが、略完形品である。外面は細かいへラ磨き調整。 血中央

部には直径約 5mmの穿孔があり、口唇端部には煤が付着する。脚部は中空である。

45は転用硯。瓦器質手熔り類の底部を再加工した製品である。

〈土域4出土遺物の内訳〉

かわらけUIl118占(手担ね6 糸切り 88 司、l日124)、背磁2点(悦I 鉢 1 ) 、 ï'r 白磁~i~け点、瀬戸 2 ，・'; (天目 l・鉢1)、常滑27山HMね鉢3. ~宅24 ) 、 111茶俄

出位ね鉢 3 占、手館 1) 類 16 山、 瓦宮島幻 I~I 台 l 点'r.J釜3点、平瓦 l点、 砥;r-i1.1.'.1:、転用品2点(似 1・スタンプ1)、1.(1.1:;'}山、ゴ 附Rii=1 ，1，'，( 

n
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図19 土墳4出土遺物(1)
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土墳 6 (図 8)………II区側で検出された。溝 1を切って構築され、直径 1m、深さ20cm程の浅

い丸皿状を呈している。覆土は宝永火山灰で占められ、近世末~近代にかけての遺構と考えられる。

土境 6出土遺物 (図21)………中世遺物(かわらけ皿、 北宋

岨
ー@
εE当3銭)も少量出土したが、遺構に伴わないため除外した。

1は瀬戸美濃産の磁器碗。外面の文様は手描きで、合成コバ

ルトを使用する。

2は瀬戸美濃産の磁器碗。口縁部外面から内面は灰利、体部

外面に鉄軸を掛け分ける。小片のため、口径と傾きは不明である。

ー@-、-_.
4 

o 5 cm 

3・4は銅製品。ともに直径1.6cm。中央部に釘穴をもっ。 図21 土域6出土遺物

溝 1 (図 8)……II区で検出された東西方面の溝である。表土層下で確認され、掘り込み面は二

面より上と考えられる。六浦路側溝と思われる大溝の覆土上位に構築されているため、壁面が弱〈

部分的に掘り過ぎる結果となった。最も遺存状態が良い箇所では、上面幅約80cm、底面幅約60cm、

深さ約30cmを測り、断面形状は箱堀形を呈している。東壁寄りの北側肩部を土媛 6によって切られ

る。

溝 1出土遺物 (図22)…・…・・かわらけ皿の出土量が多〈 、他の遺物は小片ばかりである。掘り過

ぎによる遺物の混入があり注意を要する。

1 -16はかわらけ皿。すべて糸切り底である。大皿・中皿 ・小皿の別があるが、小皿・中血は時

期的にやや遡る特徴をもっ。混入品かも しれない。

主体となる器形は、 3および 7-16のように、器壁が厚〈体部の直線的に外反するものである。

3・6・8・16は略完形品。 8は口縁部に煤が付着している。

17は青磁鏑蓮弁文鉢。高台畳付け部を除く全面に粕がかかる。

18は瀬戸縁粕皿。口縁部を欠 くが、体部外面に暗茶褐色の鉄軸が付着する。内底部は磨耗して滑

らかである。

19は常滑聾。口縁部の小片である。混入品か。

20・21は山茶碗窯系担ね鉢。いずれも小片で、同一個体はない。

22は通称、磨り常滑に常滑翠の体部片を再利用したもので、縁辺部が磨耗する。鉄錆落し用ある

いは摺粉木の代用と考えられる。

23は土製円盤と思われる。かわらけ皿の底部外周を欠いて円盤状に残した製品。用途不明。通常

縁辺部を研磨するが、本品は打ち欠いただけである。

24は加工痕のある骨片。全体に磨耗するが、一端は明らかに切断している。獣骨と思われる。

25・26は平瓦。凸面は縄目。凹面は25が布目、 26が砂目である。

〈溝 1出土遺物の内訳〉

かわらけl皿177点(手控ね 6 糸切り 166 不明日、i'1磁 6占(碗5・鉢 1)、白磁迎 l山、制柑蛍 l点、瀬戸皿 l市、市前提32山、山茶磁議担ね鉢4点、手

倍。 l市、平瓦3占・ JKにじ品 3点 (常滑 l かわらけ l・7・tl)・獣甘2.!~. 

ワ臼ヮ“
円

L
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三面検出の遺構と遺物第 2節

同整地層は小形の土丹(泥試掘調査墳 (TP.A、TP.B)で掘り残した整地層上面を三面とした。

貝殻粒を混入した砂質土が岩)塊を多量に含む明瞭な土層であるが、 II区側においては存在せず、

広がっている。

その三面検出レベルは I区北端で標高10.8m前後を測り、南へ向かつて徐々に低くなっている。

II区側では根切り深度以下となり、完全に三面ため、 。1.7m 。
を検出することはできなかった。六浦路側溝と考えら

トレ ンチ調査で確認れる溝も根切り深度以下にあり、

するだけにとどめた。

E
∞【

検出できた遺構と遺物は以下の通りである。

l辺20-柱穴列 (図23)……… I区で検出された。

28cm程の小形の柱穴で、中心間距離は1.7m-2.0mと

不規則である。各柱穴の確認面からの深さと内底面の 。P.C標高は図23に示した。簡易な板塀を想像させるが、井

戸 2や土墳 5との位置関係には注意する必要があろう。

柱穴出土遺物 (図24)………覆土中にかわらけ皿等

4 ⑪ P.d 

1・の細片を混入するが、 mlJ図可能な遺物は少ない。

3・4はPitf内の出土である。2はPitc内、

1はかわらけ皿。手担ね整形の小皿である。

2は鉄釘。先端部を欠失。

ε山
田

【

3・4はかわらけ皿。同一個体と思われるが接合不

Pit深度計測表(絶対高)

P.a 18cm (10. 48m) 

P.b 2Icm(10.30m) 
P.C 2Icm(10.3Im) 
P.d 44cm (10. 08m) 

P.e 34cm (10 .18m) 
P.f 20cm (10. 40m) 

。P.e

予三一トマ
巴二ヒづJ

能。糸切り底である。

~二2

Rコ二字

図24 柱穴出土遺物

(図25)……… I区で検出された。炭化物を土壌 5
E
C目

N
少量含む黒灰色砂質土が覆土で、平面プランは長楕円

4 形。下底面は一様でなく、中央最深部で深さ約40cmを

測る。壁面の立ち上がりは緩やかで、北東部の壁以外

は非常に不明瞭で、ある。整地層の一部かもしれない。

唱

1m 

柱穴列

。

図23

。P.f土墳5出土遺物 (図26)……...1 -20はかわらけ血。

2・4・8・10・

-224-

手担ね整形と糸切 り底のものがある。
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14・20は111各完形品。

21-29は舶載磁器。21-23・27は青磁無文碗。24-26は青磁鏑蓮弁文碗。28は青磁無文皿。29は

白磁血である。

30-33は国産陶器。30は常滑控ね鉢。31、 32は山茶碗窯系握ね鉢。33は常滑饗である。いずれも

小片で、復原はできない。

34は平瓦。凸面に縄目、凹面に布目が残る。

35は鉄製万子。錆化が著しく、片面に木材圧着痕が残る。

ミ三ヰf イ

ミ三士三三2

ミヨ二三子

亡二コ 34

ヒヰニヲ2

ミ三三玉二三。ミ三三ιニラ13

モ三ヨE三三万l 一一一

図26 土墳 5出土遺物
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36は滑石鍋の転用品。温石であろう 。鍋の口縁部を左側に残し、 鍔は丁寧に削り落している。下

端を欠くが三角形を呈すもので、上部に径 8mm程の穿孔を有す。

〈土城 5出土遺物の内訳〉

かわらけ1111275占(手探ね73 糸切り202)、白かわらけ10点、背磁22点(椀20・鉢2)、じl儲 2.'，'，( (皿11・;:':11)、泊村'll07点(.f!i!.ね鉢5・苅2' ~盟 100 ) 、 雌尖

磁13白.山茶純然18，¥'/: (碗3 担ね鉢15)、瓦4引(平2・丸2)、滑石 3.'，¥( (温:?i1 ・その他2)、鉄製品6.'，'!: (釘 5・71子 1).l'怯1'1"3山.

ー

e 

井戸 2 (図27)・…….II区で検出された。二面井戸

lとは位置的に大きな変化がなく、近接した時期に掘

E られたものと考えられる。

t 

ー

井戸掘り方は一辺1.2-1. 5mの方形を呈し、下底面

中央は一段深〈掘り下げている。確認面からの深さは

約2.5mである。

井戸木枠は既に抜き取られ、最下部のみが下底面段

上に遺存した。横木を柄で連結し、四隅に支柱を立て

て組み上げる、横桟支柱型汐と呼ば、れる構造である。

残された横棲と側板には数箇所に釘穴が認められた。

井戸 2出土遺物 (図28)ー……・遺物総量は少なく、

焼けた木端片が数点出土している。

1 -15はかわらけ皿。手提ねと糸切りの両タイプが

ほぼ同量づっ出土した。11は時期的に大きく降る血で、

a 

h 

司t
混入品の可能性が強い。 3. 5・6・7は略完成品。

• ~ 16は青磁鏑蓮弁文鉢。高台畳付け部を除〈全面に軸

カぜかカ=る。

17は常滑産の担ね鉢。小片で、ある。

18は砥石。貰灰白色の凝灰岩製で、中砥であろうか。

右側面と裏面に丸棒状のものを砥いだ痕跡が残る。

19-23は木製品。 19は板草覆。20は著状木製品であ

る。21-23は建具等の一部であろうか。21には鉄釘、

22は木釘が遺存し、ともに上端部を焼失する。

24は「永福寺」銘平瓦。凸面は斜格子の叩き目を残

す。寛元 ・宝治年間 (1244-1248)の永福寺修造以後

に流出 した瓦である。

〈井戸 2出土遺物の内訳〉
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かわらけ皿53点(手短ね26・糸切り28)、1:1かわらけ2点、青磁3点(碗2・鉢1)、
7括的36山 (拡¥b鉢1. ~控35 ) 、焼失主主 l 点、、手締り l 点、平瓦 4 占.
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井戸枠部材表 (幅 ×厚×長)単位cm

1.横木 (凸納)12X 3 X90 

2.横木 (凸納)12 x 3 x 90 
3.横木 (凹納)12 x 3 x 90 
4.横木 (凹約)12 x 3 x 90 
5 横様 (釘痕)10 x 4 x 90 
6. 支柱 7X 4 x51 

5 

.1 

→ N 

E
H
 

o 

7.支局 7X 4 X51 

8.支柱 7 x 4 x 51 

9 支柱 7 x 4 x 51 
10. 縦板 (釘痕)18X 2 x (75) 

11. 縦板 (釘痕)16X 2 x (55) 

図27 井戸 2
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図28 井戸 2出土遺物

4 

トレンチ調査 (図 5・6)………六浦路側溝を確認するため、 II区南端部分に東西 2筒所のトレ

ンチを入れた。各トレンチは試掘調査墳 (TP.C)と先行調査機 (K7.K8)に接する位置にあり、

土層の一部は合成して図示することにした。

構は少なくとも 5回以上の掘り直しが行われ、徐々に規模と形態を媛小化させる傾向にあるが、

講の最下底部では幅1.2-1.6m、深さ約 1mの逆台形の掘り方をも っている。また、掘り直された

講のなかには、簡易な側板を備えたり、偏平な伊豆石や礎板を据えて橋脚の存在を窺わせる溝もあ

る。

講の覆土上位は削平を受け、掘り直された各溝に対応する生活面は明らかではないが、確実に三

面(図 5・西側トレンチ16層上面)から掘り込まれた溝が存在し、その後の削平 ・整地作業を経て、

最終的には単なる区画溝的様相をもっ溝 1(二面検出・掘り込み面不明)に至っ たものと考えられる。

なお、東西両トレンチにおいても六浦路自体を検出することはできなかった。
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トレンチ出土遺物 (図29)………西側トレンチからは 2・4. 5・8・9・14・17-21. 23 . 24 

が出土し、他は東側トレンチから出土した遺物である。これらのうち、三面直上 (図 5・西側卜レ

ンチ16層上面)からは17・18・24が出土した。

大部分が小片から復原実測した遺物で、完形ないし略完形品は 5・17・26だけである。

1 -21はかわらけ皿。手担ね成形と糸切り底の皿が混在する。糸切り底の皿には、薄手タイプの

皿や器壁が厚〈 体部の外反する皿が l点も出土していないことに特徴がある。

22は青白磁皿。口唇部に利はなく、炭化物が薄〈付着している。

て三玉三三方言三士三ヨ巴当二五三三エ三ヲ

ミエヨ七三エヨ三エヨE 士イ3

コモ三士コ
モチヲ三コ二三ヲ

寺三: モ工ヨ
ττ ι一一三工二三

~こん で三二陸宮

君子7爾 丁守司5

図29 トレンチ出土遺物

-229-

。 lOcm 



23・24は青磁錆蓮弁文碗。23は幅広の蓮弁で鏑はみられない。 24は複弁である。

25は常滑査。口径12cm前後と思われる。

26は山茶碗窯系提ね鉢。内面体部下半~内底面にかけて著しく磨耗し、胎土中の粗粒子が抜け落

ちた穴が多数みられる。

〈トレンチ出土遺物の内訳〉
かわらけ血92点 (手位ね35・糸切り 57)、自かわらけ l点、 TI磁鈍 2点、 :Ci-白磁皿 l占、山茶碗窯系控ね鉢l点、 'i;i'滑23点 (韮11・斐22)瓦5.e:(軒平 1.平

a 

4 

a 

第四章 調査のまとめ 4 

検出遺構の年代観

本調査で検出された遺構の新旧関係は、下表で示したょっに整理きれる。表中の→印は直接の切

り合いがないものの、試掘壌や東西トレンチの土層観察結果から得られた新旧関係を示している。

各生活面に伴う遺構群の変遷は、生活面を構成する整地層の薄きや間層を挟まないことなどから、

大きな隔絶期間はなく連続的に営まれたものと考えられる。ただし、六浦路側溝と溝 1との聞には

14世紀中葉一15世紀前半までの出土遺物がなく、断絶していた可能性も考えられる。

実年代の比定には、かわらけ皿の器形と組み合わせを指標とした。掘り過ぎによる遺物混入の恐

れがない遺構を例にとれば、井戸 2では手提ね成形と糸切り底のかわらけ皿がほほ、同量出土し、薄

手タイプの皿はほとんど含まれていない。寛元 ・宝治年間 (1244-48) に比定される「永福寺」銘

瓦の二次的流入があることからみても、 13世紀後葉-14世紀前葉の年代観は妥当と思われる。

井戸 1では、覆土中に混入した手担ね成形の皿 2点を除くすべてが糸切り底で、薄手タイプの皿

が主体を占める。器壁が厚〈体部の外反する皿もわずかに含むため、若干時間幅をと って14世紀中

葉-15世紀前葉までとした。鎌倉の編年観では、 15世紀前葉の良好な資料がないため、かわらけ皿

4 

4 

‘ 
-・

検 出 遺 構 年 代 観

面 井戸 2・土績5 13 c後葉-14c前菜

六浦路側溝

井戸 1・礎石建物 14 c中葉一15c前葉面

土機4・土場2 溝 1

15 c中葉-15c末葉

土墳1
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の器形変化や組み合わせに不明な点を残すが、今後の資料増加によって年代的に絞り込むことが可

能と考えている。

土嬢 4では、手担ね成形の皿が 6点混入しているに過ぎず、体部が厚〈外反する皿が主体を占め

る。薄手タイプの皿はほとんどみられず、 15世紀中葉-15世紀末葉の特徴を備えている。

本調査では三面以下を発掘できなかったが、先行調査において、中世基盤層(地山・ 貰褐色山砂

層)を直接掘り込む遺構が確認されており、 13世紀初頭頃-15世紀末葉にわたる遺跡と推定される。

近隣地点との遺構対比

調査地点周辺で検出された遺構の全体図を図30に合成した。同時存在した遺構とは限らないが、

筋違橋周辺の様相を探るには好都合で、ある。

政所跡の 2地点(図 1-8・9地点)では、道路遺構と南北方向の溝(道路側溝)が検出された。

南北溝は掘り直しを含めておよそ 7m幅の範囲内に納まるもので、道路遺構は10.7m以上あるいは

14.3m以上と推測されている。筋違橋以東では道路遺構は検出されていないが、政所跡と同規模の

側溝と道路であったと仮定すれば¥調査地点での道路遺構は現在の県道の真下に位置することにな

る。

筋違橋の北東角で行われた調査(図 1-10地点)では、近代以後の削平と撹乱墳が深くまで及び、

遺構の新旧関係を層序的に確認する ことが不可能で、あった。また、遺物整理途中にあるため、本調

査地点で検出された13世紀後葉-15世紀末葉の遺構群に対応する遺構を抽出することも困難である。

ここでは、延長ラインが本調査地点を通る溝(構5・溝10・溝11)について、若干の補足と訂正を

加えることにしたい。

溝5は北西 南東方向へのび、る箱堀状の講で、先行調査機 (K2. K6)にその延長線が確認さ

れた。掘り込み面は中世基盤層(地山・ 賞褐色山砂層)上面。年代的には中世初頭に遡る可能性が

高い溝である。 K2療では講の南辺に大形の柱穴を伴うが、既調査地点(図 1-10地点)に同様の

柱穴はない。

溝10は既調査地点を起点として東へのびる溝である。本調査地点では、 K2-K7壌を通る位置

にあるが撹乱を受けて不明となる。根切り深度以下にあるため未掘であるが、試掘調査墳 (TP.B)

で確認された落ち込み線が溝10とすれば、掘り込み面は三面ということになろう 。

溝口は六浦路側溝と考えられる溝である。溝10と平行し、既調査地点に起点をもっ。本調査の結

果をもとに見直すと、以前報告した内容に誤りがあるため、以下の 3点を訂正しておきたい。

①携の掘り直しが行われている事。

②講の南辺の土塁状遺構は、掘り直された溝覆土の一部である可能性が高い事。

③講の存続期間の下限が、 14世紀前葉まで降る事。

以上、簡単で、あるが、本調査のまとめとさせていただきたい。

註 菊川英政「大倉幕府周辺遺跡群 (雪ノ下三丁目 60 6番地 l地点)Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書h 第 3分冊鎌倉

教育委貝会 1993 
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図版 1

試掘調査

TP.A(右半分は第三面を残す。

南から撮影)

TP.B(右半分は第三面を残す。

南から撮影)

TP.C(溝確認レベルまで下げた

状態。南から撮影)



図版 2
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図版 3

先行調査

調査地点近景

柱穴と溝(西から撮影)

(西から撮影)
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図版 4

K 4・図面 柱穴と溝(西から撮影)

、.、

K 4・黒褐色粘土層上面 自然流路(西から撮影)

K 5・一面 土丹地業層(西から撮影)

K 5・ニ函礎石(西から撮影)

』

K 5・図面 柱穴群(西から撮影)

K 5・五面 柱穴群(西から撮影)

K 5・地山面 柱穴と溝(西から撮影)

K 5・黒褐色粘土層上面 自然流路(函から撮影)
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K 6・一面 撹乱壊(西から撮影)

K 6・図面柱穴群(西から撮影)

'‘ 

K 6・地山函 柱穴と溝(西から撮影)

自然流路(西から撮影)

図版 5
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K 7・黒縄色粘土層上面(西から撮影)

K 8・三面 土丹地業層(西から撮影)
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K 8・図面溝(東から撮影)
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図版 6

本調査 I区ニ面・全景(南から撮影)
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II区ニ面・全景(南から撮影)
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I区二酉・井戸 1(西から撮影)
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向上・井戸木粋の状態(南から撮影)
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図版日
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I区ニ面・土犠 2完掘状態(東から撮影)
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図版10
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図版11
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II区三面・井戸 2(東から撮影)

向上・井戸木枠(納部)の状態(南から撮影)

q
J
 

泊弓



II 
区

... '¥.. .. 

. 

ー寸高ア，，1'"~雪'国 J 図版12 司ι~ ...、<J...，....: ~..:i:・ M 円、 恰

II 

側東ト

Lザ 的匂 、吋首-楠.. :~~ .込-判?断“ 山

区

西

レ

{員IJ

ン 』

ト

チ

レ

( 

ン

南

チ

カ、

( 

勺

南

撮

カ、

、
影

勺

撮
且凧~
) 

a
4
 

q
〆
u

西側トレンチ内・礎板

(東から撮影)



ー

土境 4・鍔釜

土犠 4・かわらけ皿(中・大)
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